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序 文 

 
独立行政法人国際協力機構は、スーダン共和国のきれいな街のための廃棄物管理機材改善計画

にかかる協力準備調査を実施することを決定し、八千代エンジニヤリング株式会社に委託しまし

た。 

調査団は、2018年2月から2021年1月までスーダンの政府関係者と協議を行うとともに、計画対

象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなり

ました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

2021年1月 

 

独立行政法人国際協力機構 

地 球 環 境 部 

部 長  岩 崎 英 二 
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要約 
 

1. 国の概要 
スーダン共和国（以下、「スーダン」）は、国土 188万 km2（日本の約 5倍）であり、広大な平原

が大部分を占め、中央にナイル川とその支流が南北に縦貫する。 

ハルツーム州の位置する中部は、乾季には乾燥するが、雨季にはまとまった降雨があり、特に白

ナイル川以東のゲジラ地区等は肥沃な農業地帯となっている。ハルツーム州の気温は、4 月から

10 月までは平均気温が 30℃を超え、年間を通じて温暖な気候であるが、時には 40℃を超える非

常に暑い時期もある。降雨については、最も多くて 8月の 60mmであり、年間平均降雨量は 150mm

以下である。紅海州のポートスーダンは、雨季は 10 月～12 月、乾季は 1 月～9 月、年間降水量

80mm と非常に乾燥している。北コルドファン州エルオベイドは、雨季は 7 月～9 月、乾季は 10

月～6月で、雨季には月 20～130mmの降雨がある。 

スーダンの 2018 年の人口は約 4,180 万人であり（世界銀行、2018 年）、同年のハルツーム州の

人口は約 700万人、紅海州の人口は約 180万人、北コルドファン州の人口は約 265万人である。 

スーダンの主な産業は、鉱業、農業、林業、畜産業、漁業であり、2017年 GDP推定値は 1,175

億ドル、一人当たり GNIは 2,378USD、経済成長率は 4.3％である（世界銀行、2018年）。主要輸

出品目は、石油、食用油、金、家畜（羊）であり、主要輸入品目は、航空機部品、サトウキビ、医

薬品、トラクター、小麦粉である（世界銀行、2015 年）。2011 年の南スーダン独立により、スー

ダンの石油関連製品輸出、国家歳入、対外収入、外貨準備高は大きく縮小した。スーダンは、原

油、金、鉄等の鉱物資源と肥沃な耕地に恵まれているが、代替収入源の確保、米「テロ支援国家」

指定の解除、対外債務の処理等が重要課題となっている。また、2019 年 4 月 11 日の政変で、30

年におよぶバシール政権が倒れたが、政治・経済とも安定化に至っていない。 

 

2. プロジェクトの背景、経緯及び概要 
スーダンでは、人口増加率の全国平均が 2.4%（世界銀行、2019 年）に対し都市部平均は 3.2%

（世界銀行、2019年）、特に最大都市のハルツーム州は 4%を超えており、都市人口の増加に伴い

ハルツーム州ではごみ発生量が 4,890トン/日（2012年）から 5,925トン/日（2017年）に増大して

いる。人口が密集する都市域では衛生的で健康的な居住環境を維持するため適切な廃棄物収集が

必要とされるが、資機材不足や行政官の管理・技術能力の低さ等により、廃棄物の不法投棄や不

適切な焼却を招いており、環境影響や健康被害が懸念される。更に、ハルツーム州以外の都市に

おいても実施機関の管理能力の不足や機材不足に起因する問題が発生している。現状では、廃棄

物管理は各州・郡政府の自助努力に委ねられているが、ハルツーム州清掃公社（Khartoum Cleaning 

Corporation。以下、「KCC」）の 2016年の設立に続き、紅海州や北コルドファン州でも清掃公社が

組織され、廃棄物管理サービスの改善に努めているが、必要な機材が大きく不足している。 

スーダンの大規模な行政改革の一環として、連邦環境・天然資源・都市開発省（Ministry of 

Environment, Natural Resources and Physical Development。以下、「MENRPD」）から廃棄物管理を含

む環境行政は 2018年 10月に連邦環境協議会（National Council for Environment。以下、「NCE」）に
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引き継がれ、さらに NCE は 2020 年 5 月には連邦環境天然資源高等評議会（Higher Council for 

Environment and Natural Resources。以下、「HCENR」）に組織改編された。 

独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」）は一連の支援により得られたハルツーム州での経

験・知見を他州に展開することを目的に 2017 年 12 月に案件形成のための現地調査を実施し、

HCENRとともに、ハルツーム州、ゲダレフ州、リバーナイル州、紅海州及び北コルドファン州の

5 州で現状調査を行い、廃棄物管理事業の実施体制が比較的整い、州政府等の上流の意思決定機

関による廃棄物管理改善の方針が確認され、主要都市を有する紅海州と北コルドファン州が新た

な無償資金協力支援対象州として選定された。また、ハルツーム州からは、二次収集車両の整備

のための機材調達に係る無償資金協力の要望が上がり、さらなる廃棄物管理改善を進めるために

機材調達に係る無償資金協力の要請がなされた。これに応じて、JICAではハルツーム州・紅海州・

北コルドファン州の 3州を対象とした廃棄物管理改善についての準備調査実施を決定した。 

 

3. 調査結果の概要とプロジェクトの内容 
JICAは、現地調査を 2019年 3月 16日から開始し、本プロジェクトに係る要請内容の確認を行

い、機材の選定、建設予定地の現地調査を実施した。しかし、政情不安や治安悪化により調査に

支障をきたし、4 月 11 日のクーデター後、調査を中断して 4 月 14 日までに短縮せざるを得なか

った。その後、2020 年 2月 1日から 2月 16日まで現地補足調査を実施し、調査を再開し、国内

作業で概略設計を実施したが、再度、新型コロナウイルス（COVID-19）流行による、移動制限・

経済停滞により、調査が遅延した。国内解析結果を基に、2020年 10月にインターネット・オンラ

インで概略設計概要説明・協議を行った。 

上記の結果を踏まえ、本プロジェクトでは、廃棄物収集運搬機材や最終処分場運営機材などの

機材調達を行う。これにより、廃棄物の収集能力及び廃棄物処分に係る能力向上を図り、同地域

の衛生環境の改善を行う。 

表 1 本プロジェクトの計画内容 

項目 ハルツ
ーム州

紅海州 北コルドファン州 
合計 ポートス

ーダン郡
スアキン
郡 

シェイ
カン郡 

ウンル
ワバ郡 

1．廃棄
物収集・
輸 送 機
材 

コンパクター12m3  15台 2台 23台 4台 44台 
コンテナ
キャリア 

車両  9台 1台 6台 1台 17台 
コンテナ 8m3  18個 2個 12個 2個 34個 

中継輸送
機材 

トラクターヘ
ッド 

20台     20台 

トレーラ 75m3 20個     20個 
2．処分
場 運 営
機材 

ブルドーザー21トン  1台  1台  2台 
ホイールローダー3m3    1台  1台 
ホイールローダー2m3   1台  1台 2台 
エクスカベーター0.8m3  1台    1台 
ダンプトラック 10トン  1台  1台  2台 

3．車両整備機材  1セット 1セット 1セット 1セット 4セット
出典：JICA調査団、2020年 
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ソフトコンポーネントは、本プロジェクトで整備する機材の円滑な導入及び長期間にわたり適

正に運営・維持管理するための支援を通じ、対象 3 州における廃棄物管理能力を向上させて、効

率的な廃棄物収集サービス、安全な埋立処分の実施を実現し、協力成果の持続性を確保すること

を目的とする。 

ソフトコンポーネントで達成すべき成果は、以下 4項目である。 

成果① 廃棄物管理従事者が予防保全技術を習得する。 

成果② 整備工場の整備士が車両及び重機の故障時対応の手順を習得する。 

成果③ 整備工場におけるスペアパーツ・消耗品の保管、管理体制が整う。 

成果④ 廃棄物管理従事者が労働安全衛生の知識を習得する。 

 

4. プロジェクトの工期及び概略事業費 
本プロジェクトの概略事業費は、調達業者契約認証まで非公開期間を 1 年間とする。また、ス

ーダン側の負担事業（1.3百万円）は、銀行手数料の負担、整備機材の運営維持管理費及び人員等

の負担、駐車スペース・ワークショップの整備であり、所要工期は我が国の無償資金協力ガイド

ラインに基づき、現地調査・詳細設計から事業完了まで約 23ヶ月程度が必要とされる（ソフトコ

ンポーネントを含む）。 

 

5. プロジェクトの評価 
(1) プロジェクトの妥当性 

① プロジェクトの裨益対象 

裨益対象は本プロジェクトにおける対象 4郡とハルツーム州で約 757万人である。 

 

② 緊急性 

スーダンでは排出される廃棄物量が増大しているが、適切な収集・処分が実施されておら

ず、未収集地域もある。必要なキャパシティに対し、既存の収集・運搬・処分に係る廃棄物

管理機材は大きく不足しており、本プロジェクト実施による緊急的な改善が求められてい

る。 

 

③ 我が国の援助政策・方針との整合性 

我が国の対スーダン国別開発協力方針（2018 年）では、大目標として「生活基礎インフ

ラの整備・行政サービスの強化を通じ、住民の生活を向上させる」ことを掲げており、本プ

ロジェクトは重点分野のひとつである「基礎生活分野支援」に位置付けられる。また、

TICAD7横浜行動計画でその意義が再確認された「アフリカのきれいな街プラットフォーム

（African Clean Cities Platform。以下、「ACCP」）」の活動の推進にも資するものである。 

 

④ 有効性 

a. 定量的効果 



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                           準備調査報告書 

- 4 - 

本プロジェクトから得られる定量的効果の指標を「対象 4 郡の廃棄物収集量（トン/日）」

及び「対象 1州の廃棄物輸送量（トン/日）」と設定する。現状の数値（基準値）及び実施後

の目標値は、以下のとおりである。 

 

表 2 プロジェクト実施で期待される定量的評価 

指標名 
基準値 

（2018年実績値） 
目標値（2025年） 
【事業完成 3年後】

廃棄物収集量（トン/日） 紅海州ポートスーダン郡 99 273 
紅海州スアキン郡 6 26 
北コルドファン州シェイカン郡 61 295 
北コルドファン州ウンルワバ郡 23 42 

廃棄物輸送量（トン/日） ハルツーム州 4,567 6,983 
出典：JICA調査団、2020年 

 

b. 定性的効果 

本プロジェクトを実施することにより、次に示す定性的効果が期待できる。 

 廃棄物管理行政サービスの向上 
 廃棄物適正処理による都市衛生環境の改善 
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写  真 
（１）紅海州 

 
コンパクターによる収集（ポートスーダン郡） 
道路脇に設置されたコンテナをウィンチで持ち
上げてごみを投入する。 

 

 
トラクターによる収集（スアキン郡） 
主要道路沿い及び市場ごみを収集している。
ごみ回収時に作業員が資源物を分別してい
る。 

   

 
道路清掃車（ロードスウィーパー）（ポートスー
ダン郡）（民間委託） 

 

 
ポートスーダン郡のワークショップ 
修理工が持参した機材キットを用いて修理を
行っている。 

   

 
スアキン郡のごみ収集車両駐車場 
修理工場はなく、屋外の駐車場に壊れたトラク
ターが放置されている。 

 

 
ポートスーダン郡の既存処分場 
道路脇にごみがオープンダンピングされてい
る。市街地の拡大により住民から移転を迫ら
れている。 
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（２）北コルドファン州 

 
北コルドファン清掃公社（2018年4月設立） 

事務所はシェイカン郡と共有で使用している。

コンパクターによる不定期収集（シェイカン
郡） 
道路脇のごみ捨て場は管理されておらず、ご
みが道路上に散乱している。 

   

 
コンパクターへの積み込み 
袋等の容器収集は行われておらず、散乱したご
みを布に乗せて持ち上げ、コンパクターへ投入
する。 

 

 
オープントラック（平ボディ車）による収集 
住宅地や市場を巡回してごみを収集してい

る。 
   

 
シェイカン郡の既存ワークショップ 
駐車場程度の施設で整備機材もほとんどなく、
十分な整備ができていない。 

 

 
シェイカン処分場の現状 
重機による転圧及び覆土が試みられているも
のの十分ではなく、野焼きによる煙が立ち込
めている。 
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（3）ハルツーム州 

75m3コンテナ・トレーラ（オープンタイプ）+
トラクター・ヘッド 

75m3コンテナ・トレーラ（オープンタイプ）

への積込（ハルツーム中継施設） 

使われなくなった75m3コンテナ（クローズド

タイプ）（ハルツーム中継施設） 

 

ワデフィア新中継施設 プラットフォームまで

のアクセス道路状況（未舗装） 

 

カラリ新中継施設 プラットフォームまでの

アクセス道路状況（未舗装） 

 

アンドロス新中継施設 プラットフォームまで

のアクセス道路状況（未舗装） 
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第1章 プロジェクトの概要 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

1-1-1-1 ハルツーム州 

1-1-1-1-1 人口とごみ発生量 

ハルツーム州 7郡の人口を表 1-1に示す。2018年人口は約 700万人で、このうち 83%が都市部

に居住している。 

表 1-1 ハルツーム州の人口（2018 年） 

郡名 
項目 

ハルツー
ム郡 

バハリ郡 
ジャバル・
アウリヤ
郡 

カラリ郡
オンドル
マン郡 

シャルガ
ナイル郡 

ウンバダ
郡 

ハルツー
ム州全体

2018年人口 849,635 808,746 1,251,913 948,575 681,579 1,153,237 1,312,666 7,006,351
都市部人口 849,635 619,028 1,024,534 853,382 457,729 889,658 1,145,957 5,839,924
都市部割合 100% 77% 82% 90% 67% 0% 87% 83%
郊外部人口 0 189,718 227,379 95,192 223,850 263,579 166,708 1,166,427
出典：「2008年国勢調査及び公式推計値、スーダン統計局」より JICA調査団推計 
 

ハルツーム州改訂廃棄物管理マスタープラン（Clean Khartoum Master Plan 2（Dec. 2016））（以下、

「改訂M/P」）に基づく 2022年の人口及びごみ発生量の推計結果を表 1-2に示す。 

表 1-2 改訂 M/P に基づくハルツーム州人口予測及びごみ発生量の推計結果 

年 郡名 ハルツー

ム郡 
オンドル

マン郡 バハリ郡
ウンバダ

郡 
ジェベル

郡 
シャルガ

ナイル郡 カラリ郡 合計 

2018 

人口 963,659 771,806 914,796 1,510,039 1,434,796 1,324,081 1,074,674 7,993,851
発生原単位（kg/人/日） 1.62 1.19 0.87 0.53 0.75 0.54 0.64 0.82
ごみ発生量（トン/日） 1,565 919 792 806 1,075 716 690 6,562
目標収集率（%） 72 74 74 74 59 64 64 70%
ごみ収集量（トン/日） 1,133 684 590 600 640 470 450 4,567

2022 

人口 1,123,865 899,559 1,066,036 1,771,081 1,680,540 1,552,032 1,252,958 9,346,071
発生原単位（kg/人/日） 1.69 1.24 0.90 0.55 0.77 0.55 0.66 0.85
ごみ発生量（トン/日） 1,899 1,115 959 974 1,294 853 826 7,920
目標収集率（%） 76 78 78 78 63 66 66 72%
ごみ収集量（トン/日） 1,443 869 748 750 810 562 540 5,722

2025 

人口 1,261,263 1,009,063 1,195,652 1,996,058 1,892,091 1,748,390 1,405,818 10,508,335
発生原単位（kg/人/日） 1.75 1.28 0.93 0.56 0.79 0.57 0.68 0.88
ごみ発生量（トン/日） 2,207 1,295 1,116 1,126 1,504 1,003 958 9,208
目標収集率（%） 80 81 81 81 67 68 68 76%
ごみ収集量（トン/日） 1,770 1,052 906 914 1,008 682 651 6,983

出典：Clean Khartoum Master Plan 2 (Dec. 2016)を元に調査団作成 

 

1-1-1-2 紅海州 

1-1-1-2-1 人口とごみ発生量 

紅海州 5郡の郡別人口及びごみ発生量をそれぞれ表 1-3と表 1-4に示す。紅海州の 2018年人口

は約 134 万人で、このうち約 39%が都市部に居住している。2022 年の推計人口は約 149 万人で、

都市部人口は約 74万人である。 
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表 1-3 紅海州の人口（2018 年及び 2022 年） 
郡名 

項目 
ポートスー
ダン郡 

スアキン郡
シンカット
郡 

ハヤ郡 
エルカネブ
郡 

紅海州 
主要 5郡合計

2018年人口 515,935 106,171 205,623 369,077 144,520 1,341,326
都市部人口 510,014 54,874 85,920 13,559 0 664,367
都市部割合 99% 52% 42% 4% 0% 49%
郊外部人口 5,921 51,297 119,703 355,518 144,520 676,959

2022年人口 571,720 117,662 227,848 408,979 160,143 1,486,352
都市部人口 565,158 60,804 95,207 15,023 0 736,192

出典：「2008年国勢調査及び公式推計値、スーダン統計局」より JICA調査団推計 

 

表 1-4 紅海州の人口予測とごみ発生量 
郡名 

項目 
ポートスー
ダン郡 スアキン郡 シンカット

郡 ハヤ郡 エルカネブ
郡 

家庭ごみ発生原単位（kg/人/日） 0.38 0.38 0.38 0.38 0.38
市場ごみ発生原単位（トン/市場/日） 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
市場数 39 6 2 2 2

2018年 

人口予測合計 515,935 106,171 205,623 369,077 144,520
都市部人口 510,014 54,874 85,920 13,559 0
郊外部人口 5,921 51,297 119,703 355,518 144,520
ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 196 40 78 140 55
市場ごみ 156 24 8 8 8

2022年 

人口予測合計 571,720 117,662 227,848 408,979 160,143
都市部人口 565,158 60,804 95,207 15,023 0
郊外部人口 6,562 56,858 132,641 393,956 160
ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 217 45 87 155 61
市場ごみ 156 24 8 8 8

2025年 

人口予測合計 617,470 127,055 246,080 441,711 172,959
都市部人口 610,396 65,669 102,826 16,224 0
郊外部人口 7,074 61,386 143,254 425,487 172,959
ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 235 48 94 168 66
市場ごみ 156 24 8 8 8

出典：「2008年国勢調査及び公式推計値、スーダン統計局」より JICA調査団推計 

 

1-1-1-3 北コルドファン州 

1-1-1-3-1 人口とごみ発生量 

北コルドファン州 8 郡の郡別人口及びごみ発生量をそれぞれ表 1-5 と表 1-6 に示す。2018 年人

口は約 265 万人で、このうち 24%が都市部に居住している。2022 年の推計人口は約 294 万人で、

都市部人口は約 70万人である。 

表 1-5 北コルドファン州の人口（2018 年及び 2022 年） 
郡名 

項目 
シェイカン
郡 

エルラハッ
ド郡 

ウンルワバ
郡 

バラ郡 ウンダム郡 西バラ郡*1 ソダリ郡 
ガブルエシ
ェイク郡 

北ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ州
全体 

2018年人口 696,690 229,367 452,446 469,766 154,576 - 350,899 298,861 2,652,605
都市部人口 446,114 72,548 73,869 17,918 0 - 7,319 14,620 632,388
都市部割合 64% 32% 16% 4% 0% - 2% 5% 24%
郊外部人口 250,576 156,819 378,577 451,848 154,576 - 343,580 284,241 2,020,217

2022年人口 772,018 254,165 501,366 520,558 171,287 - 388,838 331,174 2,939,334
都市部人口 494,348 80,391 81,854 19,853 0 - 8,109 16,200 700,755
注：*1 西バラ郡の人口はバラ郡に含まれる。 
出典：「2008年国勢調査及び公式推計値、スーダン統計局」より JICA調査団推計 
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表 1-6 北コルドファン州の人口予測とごみ発生量 
郡名 

項目 
シェイカン
郡 

エルラハッ
ド郡 

ウンルワバ
郡 

バラ郡*1 ウンダム郡 ソダリ郡 
ガブルエシ
ェイク郡

家庭ごみ発生量原単位（kg/人/日） 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

2018年 

人口 696,690 229,367 452,446 469,766 154,576 350,899 298,861
都市部人口 446,114 72,548 73,869 17,918 0 7,319 14,620
郊外部人口 250,576 156,819 378,577 451,848 154,576 343,580 284,241

ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 348 115 226 235 77 175 149
市場ごみ*2 200 80 70 34 20 18 40
その他ごみ*2 40 12 25 25 11 17 16

2022年 

人口 772,018 254,151 501,366 520,540 171,278 388,822 331,159
都市部人口 494,348 80,391 81,854 19,853 0 8,109 16,200
郊外部人口 277,670 173,760 419,512 500,687 171,278 380,713 314,959

ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 386 127 251 260 86 194 166
市場ごみ*2 200 80 70 34 20 18 40
その他ごみ*2 40 12 25 25 11 17 16

2025年 

人口 833,792 274,491 541,482 562,201 184,985 419,941 357,662
都市部人口 533,918 86,825 88,405 21,441 0 8,756 17,496
郊外部人口 299,874 187,666 453,077 540,760 184,985 411,185 340,166

ごみ発生量
（トン/日） 

家庭ごみ 417 137 271 281 92 210 179
市場ごみ*2 200 80 70 34 20 18 40
その他ごみ*2 40 12 25 25 11 17 16

注：*1 西バラ郡の人口はバラ郡に含まれる。 *2 北コルドファン州清掃公社へのヒアリング結果に基づく 
出典：「2008年国勢調査及び公式推計値、スーダン統計局」より JICA調査団推計 

 

1-1-1-4 ハルツーム州清掃公社（KCC）の既存施設・機材 

1-1-1-4-1 KCC の収集運搬 

改訂MPでは表 1-7に示すように、2017年から 2020年までの 4年間でコンパクター、ダンプト

ラックやアームロールをハルツーム州の補助により合計 95台購入することになっており、それら

のごみの積載量の合計は 1,234m3となっている。現状 KCC は表 1-8 に示すように 2019 年にコン

パクターとコンテナキャリアを合計 36台購入し、それらのごみの積載量の合計は 528m3になって

いる。現状不足しているごみの積載量 706m3（1,234m3 - 528m3）は民間委託で補っている。3つの

民間業者にごみの発生量が一番多いハルツーム郡を担当させている。現状のごみ収集の課題とし

ては、収集業務を担う郡清掃管理部（Locality Cleaning Affiliate。以下、「LCA」）が民間業者の管理

ができていないことと、中継施設から最終処分場へごみを運搬するための中継輸送機材が不足し

ており、収集したごみが中継施設の施設内や周辺でオープンダンプされていることである。 

表 1-7 改訂MPにおけるごみ収集車両購入計画 

機材名 
収集能力  
（m3） 

2017年 2018年 2019年 2020年 
合計 

数量 収集能力(m3)

コンパクター 
16 11 4 5 9 29 464
12 7 3 2 5 17 204

ダンプトラック 
14 8 2 0 2 12 168
8 1 3 0 3 7 56
6 0 2 0 1 3 18

アームロール 12 10 5 4 8 27 324
合計 - - - - - 95 1,234

出典：KCCへのヒアリングをもとに JICA調査団作成 
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表 1-8 KCCが 2019年に購入したごみ収集車両 

機材名 
収集能力
（m3） 

2020年
合計 

数量 
収集能力
（m3） 

コンパクター 18 16 16 288 
コンテナキャリア 12 20 20 240 

合計 - - 36 528 

出典：KCCへのヒアリングをもとに JICA調査団作成 

 

1-1-1-4-2 KCC の中継施設 

ハルツーム州での中継施設において改訂 MP の作成時点では、ハルツーム中継施設とオンドル

マン中継施設が稼働しており、バハリ中継施設とウンバダ中継施設は建設中であった。ウンバダ

中継施設は建設完了後に運営を開始したが、バハリ中継施設は施設稼働開始後に地域住民の悪臭

等の苦情により閉鎖されている。改訂MPにおいて、2020年までにワデフィア中継施設、カラリ

中継施設、南オンドルマン中継施設及びソバ中継施設の建設を計画しており、この 4 施設に加え

アンドロス中継施設が建設された。KCCは既存 3施設と新規 5施設の計 8つの中継施設を運営維

持管理することとなる（図 1-1参照）。ハルツーム・ソバ・アンドロス中継施設はハルツーム最終

処分場に、オンドルマン・南オンドルマン・ウンバダ・カラリ中継施設はオンドルマン最終処分

場に、ワデフィア中継施設はバハリ最終処分場にごみを輸送する。ハルツーム中継施設とオンド

ルマン中継施設は圧縮式のごみ積み込み方式を採用していたが、圧縮機の故障が多いため、中継

施設は全てオープンタイプの積み込み方式に変更している。 

KCCはハルツーム州に中継車両、75m3コンテナトレーラ+トラクターヘッドの 64セットの購入

の支援を申請したが、そのうち 20台のトラクターヘッドと 20基のコンテナトレーラのみが調達

された。残りの 44 セットの 75m3コンテナトレーラ+トラクターヘッドは州の予算化の目途がた

たない。 

以下に、調査時点（2020年 2月）に稼働中であったハルツーム中継施設、オンドルマン中継施

設及びウンバダ中継施設の概要を示す。 
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No. T/S 状況 T/S・L/S間距離
（輸送処分場）

75m3

コンテナブー
ス

サイト（m2） 積込方法 

① ハルツーム 
Khartoum 

稼働中 37km
（ハルツーム） 

2台 27,000 圧縮（75m3）
オープン

② オンドルマン 
Omdurman 

稼働中 26km
（オンドルマン） 

1台 12,000 圧縮（75m3）
オープン

③ ウンバダ 
Umbadda 

稼働中 20km
（オンドルマン） 

2台 41,000 オープン

④ ワデフィア 
Wadefia 

2020年 5月
施設完成
（未稼働） 

16km
（バハリ） 

4台
（2台拡張）

（290x103） 
30,000 

オープン

⑤ カラリ 
Karary 

10km
（オンドルマン）

3台 （280x110） 
30,800 

オープン

⑥ 南オンドルマン
South Omduruman 

40km
（オンドルマン）

6台 （53x451） 
24,000 

オープン

⑦ アンドロス 
Andolos 

12km
（ハルツーム） 

2台
（1台拡張）

（153x169） 
26,000 

オープン

⑧ ソバ 
Soba 

40km
（ハルツーム） 

2台 （151x53） 
8,000 

オープン

⑨ バハリ 
Bahary 

閉鎖（2018
年 4月） 

 オープン・圧
縮 

出典：JICA調査団作成、2019年 

図 1-1 ハルツーム州における中継施設の概要 
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(1) ハルツーム中継施設 

ハルツーム中継施設は、ハルツーム郡からごみを受け入れ、トレーラでハルツーム処分場へ運

搬している。同中継施設は、積替えプラットフォームが 2つあるが、1つはほとんど使用されてい

ない。ごみ計量機を有するため、ごみ重量の計測を実施している。 

調査時点（2020年 2月）においては、中継施設の周辺に多量のごみが広範囲で野積みされ一部

は野焼きされている状態であった。技術協力プロジェクト実施時（2014年～2017年）にも一部確

認されたことがあったが、このような広範囲で多量のごみが確認されたことはなく、中継施設か

ら最終処分場への輸送車両不足等が要因と考えられる。また、中継施設の脇にごみを野積みし、

ごみを重機でトレーラへ積み込み、最終処分場へ輸送している状況も確認された。 

 
75m3 コンテナトレーラ 収集車からコンテナトレーラへのごみの

積み込み 

 

ホイールローダーによる 

サイト内の野積みごみの積み込み 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月） 

図 1-2 ハルツーム中継施設の概要 

 

(2) オンドルマン中継施設 

オンドルマン中継施設は、カラリ郡、オンドルマン郡及びウンバダ郡からごみを受け入れ、中継

輸送車両でオンドルマン処分場へ運搬している。調査時点（2020年 2月）では、ハルツーム中継

施設と同様、中継施設の脇にごみを野積みし、ごみを重機でトレーラへ積み込み、最終処分場へ

輸送している状況も確認された。 

また、中継施設を経由せず、直接、最終処分場へ廃棄物を運搬しているごみ収集車も存在する。 

 

圧縮式コンテナトレーラ 

への積み込みホッパー 

収集車からコンテナトレーラ 

への積み込み 
サイト内への投棄・一時保留 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月） 

図 1-3 オンドルマン中継施設の概要 
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(3) ウンバダ中継施設 

2019年 11月頃にウンバダ中継施設は完成し、既存の中継輸送車両を利用して稼働している。 

 
ワークショップの状況 

 

管理棟の状況 

 

収集車からコンテナトレーラ 
へのみ積込 

出典：JICA調査団撮影（2020年 2月） 

図 1-4 ウンバダ中継施設の概要 

 

(4) その他の中継施設 

ワデフィア中継施設、カラリ中継施設、南オンドルマン中継施設、ソバ中継施設及びアンドロス

中継施設の 5施設は 2020年 5月に施設は完成したが、州予算による中継輸送機材の調達遅れによ

り、未稼働である（各中継施設の処分場搬入先は図 1-1参照）。図 1-5は 2020年 2月調査時点の核

中継施設の写真であり、一部未舗装の状態である。 

 
ゲートから管理棟までのアクセス道路状

況（舗装完了） 
コンテナトレーラのアクセス道路状況（舗

装完了） 
プラットフォームまでのアクセス道路状況

（未舗装） 

ワデフィア中継施設 

 
ゲートから管理棟までのアクセス道路状

況（未舗装） 
コンテナトレーラのアクセス道路状況 

（未舗装） 
プラットフォームまでのアクセス道路状況

（未舗装） 
カラリ中継施設 
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ゲートから管理棟までのアクセス道路状

況（未舗装） 

 
コンテナトレーラのアクセス道路状況 

（未舗装） 
プラットフォームまでのアクセス道路状況

（未舗装） 

南オンドルマン中継施設 

 
ゲートから管理棟までのアクセス道路状

況（未舗装） 
コンテナトレーラのアクセス道路状況 

（未舗装） 

 
プラットフォームまでのアクセス道路状況

（未舗装） 
ソバ中継施設 

 
ゲートから管理棟までのアクセス道路状

況（未舗装） 
コンテナトレーラのアクセス道路状況 

（未舗装） 
プラットフォームまでのアクセス道路状況

（未舗装） 
アンドロス中継施設 

出典：JICA調査団撮影（2020年 2月） 

図 1-5 その他中継施設 

 

(5) 課題 

1-1-1-4-1 KCCの収集運搬で先述したように、中継施設から処分場への中継輸送機材の不足が大

きく、中継輸送されなかったごみが、中継施設内や周辺にオープンダンプされ、運営維持管理上

も衛生上も大きな問題となっている。新規中継施設建設に合わせ、中継輸送機材の調達も図られ

ているが、十分な量が確保されていない（不足能力の詳細は表 3-6参照）。また、既存の中継輸送

機材にはごみの飛散防止措置がなされていないため、今後調達する機材には飛散防止のためのカ

バー等を装備する必要がある。 
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1-1-1-4-3 KCC の最終処分 

ハルツーム州には KCCが運営維持管理している 3つの最終処分場がある。最終処分場の概要を

表 1-9に示す。3つの最終処分場ともに、市街地からは遠く離れた土漠の中に位置しており、周辺

に住宅などは見当たらない。KCCは、ブルドーザーなどの重機で、十分ではないが、ごみの埋立・

覆土作業を行っている。3 処分場とも遮水シートや集排水管などの浸出水集排水設備はないが、

ハルツーム州の降雨量は少なく、地下水等への影響は限定的なものと考えられる。 

表 1-9 最終処分場の概要（ハルツーム州） 
処分場 概要 

ハルツーム処分場 
（タイバ処分場） 

位置：ハルツーム郡中心部から北へ 25km 
面積：21ha（埋立エリア：6.8ha、将来の埋立エリア：9.5ha、施設エリア：4.5ha）
埋立容量：1,651,000 m3 
既埋立量：840,000 m3 

バハリ処分場 位置：バハリ郡中心部から東へ 25km 
面積：770ha（計画エリア：180ha、既存埋立エリア：5ha） 
埋立容量：2,724,000m3 
既埋立量：200,000m3 

オンドルマン処分場 位置：オンドルマン郡中心部から北へ 30km 
面積：550ha（20ha（5年の埋立エリア）ごとの区画整備） 
埋立エリア：16ha 
埋立容量：2,724,000m3 

出典：JICA調査団作成、2019年 
 

最終処分場の設備・運営機材の現状を表 1-10及び図 1-6に示す。最終処分場は KCCが運営をし

ており、機材も KCCの所有である。オンドルマン処分場には、民間業者が建設した管理棟、フェ

ンス及びゲート、搬入量を計測するための計量機が設置されている。ハルツーム処分場とバハリ

処分場には、ゲートや計量機は設置されていないが、JICA専門家派遣当時に設置した管理事務所

があり現在も利用されている。以上より、ハルツーム州における 3 処分場では、前回無償により

調達した重機を含め、最低限の維持管理が可能な処分場運営維持管理機材を有していることが確

認された。 

表 1-10 最終処分場の設備・運営機材等 
項目 設備・運営機材等 

ハルツーム処分場 
（タイバ処分場） 

ごみ計量機 無し 

運営機材 

ブルドーザー2台 CAT製、2002年式、37トン級 
ホイールローダー1台 XCMG製、2012年式、バケット容量 3.0m3 

エクスカベーター1台 住友建機製、2015年式、バケット容量 0.8m3、
無償資金協力による調達 

バハリ処分場 

ごみ計量機 無し 

運営機材 
ブルドーザー2台 

XCMG製、2012年式、39トン級×1台 
リープヘル LIEBHERR製、2015年式、24トン
級、無償資金協力による調達×1台 

ホイールローダー1台 XCMG製、2012年式、バケット容量 3.0m3 
エクスカベーター1台 CAT製、2001年式、バケット容量 0.8m3 

オンドルマン処分場 

ごみ計量機 有り 

運営機材 

ブルドーザー3台 
XCMG製、2012年式、39トン級×1台 
リープヘル製、2015年式、24トン級、無償資金
協力による調達×2台 

ホイールローダー1台 XCMG製、2012年式、バケット容量 3.0m3 

エクスカベーター1台 住友建機製、2015年式、バケット容量 0.8m3、
無償資金協力による調達 

出典：JICA調査団作成、2019年 
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前回無償*1で整備したブルドーザー 

 

技プロ*2で整備した処分場管理事務所 

ハルツーム処分場 

 

ごみ埋立状況 

 

覆土設置状況 

オンドルマン処分場 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月） 

図 1-6 最終処分場状況（ハルツーム州） 

 

1-1-1-4-4 ハルツーム州の中間処理・リサイクル 

オンドルマン処分場には、民間業者が運営を行っているペットボトルとプラスチック袋のリサ

イクル施設（洗浄、フレーク化）が存在する。ハルツーム州は、同施設に対して、財政支援を行っ

ている。また、大規模なリサイクル施設（Marerial Recovery Facility。以下、「MRF」）が 2012年に

ハルツーム州の予算で建設されたが、事業収支採算性が成り立たず、数年で閉鎖されてしまった。 

ハルツーム州の 3 つの処分場には、ウェストピッカーが多数おり、不衛生な労働環境の下で有

価物を回収し、バイヤーへ売却している。バイヤーは多数いるが組織されておらず、零細の仲介

業者であることがほとんどである。スーダン国内には紙、段ボール、プラスチック、鉄のリサイ

クル工場がある。 

 

1-1-1-5 紅海州清掃公社（RSCC）の既存施設・機材 

1-1-1-5-1 収集、運搬 

ごみ収集車両は、ポートスーダン及びスアキンでは RSCC によって管理されているが、他 3 郡

                                                        
*1 ハルツーム州廃棄物管理能力向上計画（2014年～2017年） 
*2 ハルツーム州廃棄物管理強化プロジェクト（2014年～2017年） 
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では各郡の自助努力により調達し、所有権も各郡が保持している。各郡はドライバーやメンテナ

ンスなど、車両の運営・維持管理費を負担している（ポートスーダン郡：5,541,682 SDG/年、スア

キン郡：約 12,000SDG/月）。不足する額は州政府、RSCCまたは郡役所から補填している。郡別・

車両別の既存ごみ収集車両リストを表 1-11に示す。 

表 1-11 既存ごみ収集車両リスト（紅海州） 
車両 

郡 コンパクター コンテナキャリア オープントラック トラクター 合計 

ポートスーダン 9台 
2トリップ/日 ―

2台
2トリップ/日

16台 
2トリップ/日 27台

スアキン ― ― ―
2台 

2トリップ/日 2台

シンカット ― ― ―
2台 

1トリップ/日 2台

ハヤ 不明 不明 不明 不明 不明
エルカネブ ― ― ― ―
合計 9台 ― 2台 20台 31台
出典：RSCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

 

(1) ポートスーダン郡 

人口約 51万人を有する州都であり、合計 27台のごみ収集車を所有している。RSCCは 2016年

にコンパクター（12m3）を 6台購入するなど、ハルツームに次いで先進的な廃棄物管理事業を実

施している。ごみ収集率は 53%（2018年）であり、定期的に住宅地や市場、公共エリア等のごみ

収集及び清掃を行っている。また、道路清掃車を 2台所有しており、早朝・夜間の 1日 2回シフ

トで道路清掃を行っている。 

表 1-12 ポートスーダンの既存ごみ収集車両 
車種 メーカー 年式 容量（m3） トリップ数 台数 

コンパクター 
Hyundai 2001年式 6 1 2 
Mitsubishi 2002年式 8 1 1 
Hino 2016年式 12 2 6 

オープントラック Hino 2016年式 6 2 2 

トラクター 
New Holland 2007年式 6 2 5 
Massy Ferguson 2008年式 6 2 2 
Giad 2017年式 6 2 9 

合計 27 
出典：RSCC提供資料、2019年 

 

 

道路清掃状況 トラクター収集 約 1.0m3 コンテナとコンパクター 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 

図 1-7 ポートスーダンのごみ収集状況 



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                           準備調査報告書 

12 

 

(2) スアキン郡 

人口は約 11 万人と郡の規模としては小さいが、ポートスーダンから車で 30 分程度と比較的距

離が近く、RSCCが直接管理している。ごみ収集は、主要道路沿いの店舗と市場ごみを対象に実施

している。収集車両はトラクター11台のみであり老朽化により、そのうち 9台が故障したまま放

置されている。現在稼働中のトラクターは 2 台のみであり、収集能力が限られていることから、

住宅地のごみ収集は行っていない。店舗及び市場ごみの収集率は 23%（2018年）である。 

表 1-13 スアキンの既存ごみ収集車両 
車種 メーカー 年式 容量（m3） トリップ数 台数 

トラクター 不明 不明 6 2 2 
合計 2 

出典：RSCC提供資料、2019年 

 

  
壊れたトラクター 店舗からのごみの収集 トラクター収集 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 

図 1-8 スアキンのごみ収集状況 

 

(3) 課題 

ポートスーダン郡は合計 27台のごみ収集車両を保有しており、ごみ収集率は 53%（2018年）と

なっているが、保有台数のうち 16台がトラクターである。新規処分場は市中心地から 20km以上

離れており、新規処分場に走行速度の遅いトラクターでごみを運ぶのは困難である。スアキン郡

はごみの収集車両としてトラクターのみを保有しており、収集能力が限られており、市場などの

ごみしか収集できていない。トラクターを効率の良い収集車両に更新し、収集効率の向上及び収

集能力を向上することが課題である。 

 

1-1-1-5-2 車両整備工場（ワークショップ） 

RSCCは、簡易な修理が可能な整備工場を有している。また、ポートスーダンには十分な修理能

力・機材を有する民間整備工場が所在している。現地調査では、アルタミヤ公共事業公社（Altameer 

Corporation & Road。以下、「ACR」）にて、収集車両及び重機の修理が可能であることを確認した。

中国ブランドの既存コンパクターのスペアパーツはポートスーダンでも入手可能だが、その他の

ブランドのスペアパーツはハルツームからの取り寄せとなる。また、ACR社は道路建設等の工事

を請け負っており、処分場維持管理の重機のレンタルも可能である。 
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ポートスーダン以外の 4 郡には整備工場はもとより、スペアパーツを調達するための代理店も

存在せず、必要に応じてポートスーダンの民間車両整備工場等から車両整備士を呼んで車両を点

検している。現状では、故障車両をポートスーダンまで運搬して修理するケースは少なく、故障

車両はそのまま乗り捨てられている。 

 
作業スペース バッテリー充電設備 作業台と工具 

出典：JICA調査団撮影（2019年 4月時点） 
図 1-9 ポートスーダン車両整備工場の状況 

 

1-1-1-5-3 最終処分 

(1) ポートスーダン郡 

ポートスーダンの処分場は隣接するエルカネブに立地している。運営者は RSCC であるが管理

が行き届いておらず現在、地域コミュニティの複数の所有者によって所有されている共有地にオ

ープンダンピングしている状態であり、運営維持管理用の重機は保有していない。現在の処分場

は、都市計画上、住宅地に指定されており、土地所有者から移転を要請されている。これを受け

て、RSCCは 2015年に UKaid（当時）の支援による「Port Sudan Water and Sanitation Rehabilitation 

and Expansion Strategic Investment Programme（SIP）」により、紅海大学（Red Sea University）と共

同で新規処分場の適地選定を行い、地域コミュニティから土地利用権を譲渡されている。 

 
既存オープンダンピング場 新規処分場建設予定地 

出典：JICA調査団撮影（2019年 4月時点） 
図 1-10 ポートスーダン処分場状況 

 

(2) スアキン郡 

処分場は中心街から約 3kmのところにあるが、運営維持管理用の重機が無いため適切に管理さ

れておらず、オープンダンピングである。市街地の拡大により中心街から 6kmの地点に移転する

計画である。 
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既存オープンダンピング場 新規処分場建設予定地 

出典：JICA調査団撮影（2019年 4月時点） 

図 1-11 スアキン処分場状況 

 

(3) 課題 

現在、処分場運営維持管理用の重機が無いため、ポートスーダン郡及びスアキン郡では集めた

ごみをオープンダンピング場で処分しており、ごみの飛散、悪臭、衛生害虫獣や火災の発生によ

り、周辺環境に大きな影響を与えている。また、オープンダンピング場は市街地に近く、市街地

の拡大により新規処分場を計画中である。集めたごみを適切に処分するための埋立地と重機の確

保が課題となっている。 

 
出典：RSCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

図 1-12 既存及び新規処分場位置図（ポートスーダン郡） 

 

ポートスーダン 

既存処分場 

新規処分場 
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出典：RSCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

図 1-13 既存及び新規処分場位置図（スアキン郡） 

 

1-1-1-6 北コルドファン州（NKCC）の既存施設・機材 

1-1-1-6-1 収集・輸送 

ごみ収集車両は各郡が所有しており、ドライバーやメンテナンスなど、車両の運営・維持管理費

も各郡が負担している。郡別・車両別の既存ごみ収集車両リストを表 1-14に示す。 

表 1-14 既存ごみ収集車両リスト（北コルドファン州） 
郡 コンパクター コンテナキャリア オープントラック トラクター 合計 

シェイカン 2台 
3 トリップ/日 

1台
4トリップ/日

10台
3トリップ/日

3台 
2トリップ/日 16台

エルラハッド ― ― 2台
2トリップ/日

2台 
2トリップ/日 4台

ウンルワバ ― 1台
2トリップ/日

2台
4トリップ/日

5台 
2トリップ/日 8台

バラ ― ― ― 3台：4トリップ/日 
2台：週 1回 5台

ウンダム ― ― ― 2台：2トリップ/日 
1台：1トリップ/日 3台

西バラ ― ― ― 4台 
4トリップ/日 4台

ソダリ ― ― ― 1台：2トリップ/日 
3台：1トリップ/日 4台

ガブルエシェイク ― ― ― 2台：2トリップ/日 
2台：1トリップ/日 4台

合計 2台 2台 14台 30台 48台 

出典：NKCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

 

スアキン 

既存処分場 新規処分場 
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(1) シェイカン郡 

人口約 70万人を有する州都であり、コンパクター2台を含む合計 16台の収集機材を所有してい

る。職員は、運転手 19 名を含む合計 128 名（臨時雇用を除く）である。収集率は約 15%（2018

年）で、中心街の景観から推測される収集率よりも低くなっているが、これは農村部人口が推計

対象に含まれているためである。 

表 1-15 シェイカン郡の既存ごみ収集車両 
車種 メーカー 年式 容量（m3） トリップ数 稼働率 台数 

コンパクター 不明 
2004年式 16 3 50% 1 
2002年式 16 3 40% 1 

コンテナキャリア 不明 2006年式 20 4 40% 1 
オープントラック 不明 2014年式 8 3 60% 10 

トラクター 
不明 2007年購入 4 2 40% 2 
不明 2005年購入 4 2 40% 1 

合計 16 
出典：NKCC提供資料、2019年 

 

  
ごみ収集地点 コンパクター収集 オープントラック収集 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 
図 1-14 シェイカン郡のごみ収集状況 

 

(2) ウンルワバ郡 

NKCCの職員が配置されており、郡内に地域事務所が独自に設置されている。職員は、管理職員

11名（正規雇用）と 83名の非正規雇用スタッフ（運転手、作業員等）がおり、商業地域は毎日、

住宅地は週 1 回程度、ごみ収集が行われている。住宅地では袋排出による各戸収集が行われてお

り、収集対象地区を管轄する Administration Unit（以下、「AU」）事務所との連携も行われている。 

表 1-16 ウンルワバ郡の既存ごみ収集車両 
車種 メーカー 年式 容量（m3） トリップ数 稼働率 台数 

コンテナキャリア 不明 2006年式 16 2 40% 1 
オープントラック 不明 2014年式 8 4 60% 2 

トラクター 
不明 2003年式 4 2 40% 1 
不明 2005年式 4 2 40% 2 
不明 不明 4 2 40% 2 

合計 8 

出典：NKCC提供資料、2019年 
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ごみ収集地点 コンパクター収集 オープントラック収集 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 

図 1-15 ウンルワバ郡のごみ収集状況 

 

(3) 課題 

ごみ収集車両の不足が課題である。シェイカンは、コンパクター2台を含む合計 16台のごみ収

集車両を保有しているが、ごみの収集・運搬能力の高いコンパクターとコンテナキャリアが寿命

を迎えるため、数年以内に一気にごみ収集・運搬能力が低下する。エルラハッドとウンルワバは

トラクターの他にコンテナキャリアやオープントラックを使ってごみ収集・運搬を行っているが

所有台数が少ないため、商業エリアは毎日収集を行っているが住宅地は週に 1 回程度しかできて

いない。その他の郡ではごみの収集車両としてはトラクターのみを保有しており、収集能力が限

られている。 

 

1-1-1-6-2 車両整備工場（ワークショップ） 

NKCC は整備工場を有しておらず、シェイカンの整備工場を共同で利用している。ウンルワバ

には整備工場兼駐車場があるが、整備能力は簡易な車両部品の修理で限定的である。また、重機

の修理や重度の故障を修理可能な民間の整備工場も存在しない。この状況に対して、州政府から

は公共事業公社「干ばつ復旧プロジェクト」（Drought Recovery Project。以下、「DRP」）からの支援

を 2020年 2月のテクニカルノート（Technical Note。以下、「T/N」）にて合意された。DRPは農業

用水工事、飲料用水工事、道路工事や清掃などの州政府の直轄工事や郡の要請により、これらの

工事を実施する組織である。約 20年前に設立され、職員は 103名、工事用重機と車両を 178台及

び整備工場を保有し、工事用重機や車両の修理の経験も豊富である。現在、シェイカン、ウンル

ワバ、バラの処分場で定期的にごみの締固めと覆土を行っている。 

  
シェイカン郡の整備工場 ウンルワバ郡の整備工場 DRP の整備工場 

出典：JICA調査団撮影（2020年 2月時点） 

図 1-16 整備工場の状況 
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1-1-1-6-3 最終処分 

北コルドファン州の一部の郡では、民間工事業者と連携して最終処分を実施しており、郡は民

間業者に対し州政府の土地から建設用土砂を掘削して採取することを認める代わりに、掘削して

できた大きな穴に埋めたごみの締固めや覆土を依頼しており、その作業は不定期に実施されてい

る。郡は限られた現地リソースを使ってできる範囲で処分場管理を工夫している。 

(1) シェイカン郡 

処分場では DRPよりレンタルした重機によって掘削、締固め、覆土等が一部行われているもの

の、管理は不十分に行き届いておらず、野焼きによりごみ減量及び感染症の予防を行っている。 

 
既存処分場 既存処分場脇のし尿投棄場 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 
図 1-17 シェイカン処分場状況 

 

(2) ウンルワバ郡 

2018年、処分場では民間工事業者が土砂取りを行っており、定期的に民間工事業者と DRPがご

みの締固めと覆土を行っていた。埋立地の大きさは、約 50m×70m×5mであり、十分な容量であ

った。しかし、この場所は市街地に近く、水害の問題があり、新たに北東に新処分場を確保する

こととなった。2020年 2月の T/Nにて合意された土地所有権書類の取得が完了した。 

 
既存処分場周辺 新規処分場建設予定地 

出典：JICA調査団撮影（2020年 2月時点） 

図 1-18 ウンルワバ処分場状況 

 

(3) 課題 

シェイカン、ウンルワバやバラでは、DRP から重機をレンタルして、ごみの締固めや覆土等を

行っているものの、重機のレンタル回数が少ないため、これらの作業が十分でなく、ごみの飛散、

悪臭、衛生害虫獣や火災が発生しており、周辺環境に大きな影響を与えている。また、ウンルワ
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バとバラの既存処分場は市街地に近く、市街地の拡大により新規処分場を計画中である。集めた

ごみを適切に処分するための埋立地と重機の確保が課題となっている。 

 
出典：NKCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

図 1-19 既存及び計画処分場位置図（シェイカン郡） 

 

 
出典：NKCC提供資料をもとに JICA調査団、2019年 

図 1-20 既存及び計画処分場位置図（ウンルワバ郡） 

シェイカン 

既存処分場 

ウンルワバ 

既存処分場（閉鎖） 

計画処分場 

既存処分場 
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1-1-1-7 事業対象の選定条件及び優先度（紅海州・北コルドファン州） 

1-1-1-7-1 選定基準 

機材調達対象地域を選定するため、以下の 6 項目を評価基準として各郡の状況（機材を運営維

持管理する組織、人、財政、技術の有無等）を整理し、プロジェクト実施の必要性や妥当性を確

認した。 

【評価基準】 

A. 都市部に人口が集中していること（都市部人口 5万人以上） 

B. 州清掃公社（SCC）の担当者が配属され、廃棄物管理事業が管理されていること 

C. 廃棄物収集機材による収集サービス（住宅地・市場等）を実施していること 

D. 廃棄物収集機材・処分場運用機材のメンテナンス体制が整っていること 

E. 将来にわたり利用可能な公有地の処分場が確保されていること 

F. 維持管理費を賄うための収入源が確保されていること 

 

1-1-1-7-2 郡別キャパシティ・アセスメント結果及び優先度 

(1) 紅海州 

紅海州の主要 5郡に係るキャパシティ・アセスメント結果一覧を表 1-17に示す。都市部人口の

大半がポートスーダンに集中しており、ハヤ及びエルカネブでは大半が農村人口であることから、

廃棄物管理の優先度及び緊急度は低く、収集運搬及び処分場管理機材の投入による効果が発現し

にくいと想定される。現状では、収集機材及び事業費の大半がポートスーダンの廃棄物管理事業

に費やされており、他 4郡における廃棄物管理事業は限定的である。 

主要 5 郡の評価結果から、本プロジェクトによる機材調達対象となり得る地域はポートスーダ

ン及びスアキンである。以下に各郡の評価結果を詳述する。 

1) ポートスーダン郡 

都市部人口は約 57万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として十分な規模である。清掃公社

の職員が配置されており、家庭ごみ・市場ごみともに定期的に収集している。RSCCは簡易な修理

が可能な整備工場を有しており、また、ポートスーダンには十分な修理能力・機材を有する民間

及び公共事業公社の車両整備工場が所在しているため、技術的には機材の維持管理が可能である

と判断される。以上から、選定基準 Aから Dは達成していると言える。 

一方、処分場管理（選定基準 E）と維持管理費（選定基準 F）は基準を未達成である。ポートス

ーダンの処分場は、現在、民有地にオープンダンピングしている状態であり、早急な改善が求め

られる。プロジェクト実施前に新規処分場の埋立区画やアクセス道路の整備等の簡易な工事によ

り利用可能な状態になっていることを機材調達の前提条件とし、2020年 2月署名の T/Nで確認し

た。 

また、新規機材投入後、収集能力及び収集サービスエリアの拡大により、ごみ処理料金の徴収額

が増加することが期待される。ただし、新規調達機材の維持管理費を全額賄うことは困難である
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と想定されるため、州からの支援は必須である。この点、州インフラ都市開発省の大臣面談時に

本プロジェクトへの州政府からの支援、特に処分場改善並びに今後の維持管理費用に係る財務的

支援について前向きに検討する旨を確認しており、ドラフトファイナルレポート（Draft Outline 

Design Report）説明・協議時時点にて、来年度予算要求への本事案の前提条件として、2020年 10

月の協議議事録（Minutes of Discussion。以下、「M/D」）で合意された。 

2) スアキン郡 

都市部人口は約 6 万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として一定の規模を有している。ポ

ートスーダンから車で 30分程度と比較的距離が近いことから、RSCC職員（マネージャー1名）

が 2014年から配置されており、RSCCの管理下で廃棄物管理事業が実施されている。 

ごみ収集は、主要道路の店舗と市場ごみを対象に実施している。トラクターを 11台所有してい

るが、修理能力が無く、9台が故障したまま放置されている。現在稼働中のトラクターは 2台のみ

であり、収集能力が限られていることから、住宅地のごみ収集は行っていない。郡内には RSCC

の整備工場はもとより、スペアパーツを調達するための民間の代理店も無い。処分場は管理され

ておらず、オープンダンピングである。市場及び幹線道路沿いの店舗からごみ処理料金を徴収し

ており、収入は約 12,000SDG/月である。一方、廃棄物管理事業費は約 34,000SDG/月で、不足分は

郡からの補助により賄われている。 

以上より、人口（選定基準 A）及び組織（選定基準 B）は基準を達成していると言えるものの、

その他の基準は未達成である。技術的・財務的に郡単体で新規調達機材の管理を行うことは難し

いと判断されることから、本プロジェクトの対象に選定する場合は、RSCCからの監督・支援を強

化することを前提条件とし、2020年 2月の T/Nで確認した。 

3) シンカット郡 

都市部人口は約 10 万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として一定の規模を有している。

RSCC に廃棄物管理事業が移管しておらず、郡の保健部門が廃棄物管理事業を実施している。市

場ごみを毎日回収しており、住宅地は不定期（週 1 回程度）に各戸収集を行っている。収集機材

としてはトラクターを 11台所有しているが、うち 9台が故障している。郡の整備工場はなく、郡

内の民間整備工場に修理を依頼している。軽微な修理は郡内で可能だが、本格的な修理はポート

スーダンでしか実施できないため、実質的には故障した車両は修理できずに放置されている状態

である。処分場は公有地だが、管理されておらず、ウェストピッカー50人程度が有価物を回収し

ている。郡の中心街から約 2kmしか離れておらず、市街地の拡大により移転を検討中である。保

健部長はごみ処理料金の徴収状況を把握しておらず、組織・財務面は極めて脆弱である。 

以上より、人口（選定基準 A）以外の基準は未達成であり、本プロジェクトの機材調達対象とし

ては不適である。 

4) ハヤ郡 

ポートスーダンから南西に車で約 4 時間の距離にあり、RSCC の管理が十分に行き届いていな

いため、廃棄物管理事業に関する情報が限定的である。都市部人口が約 2 万人であることから、

廃棄物管理事業のニーズは低いと想定され、本プロジェクトの機材調達対象としては不適である
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と考えられる。 

5) エルカネブ郡 

都市が発展しておらず、大半の人口が広大な土地に点在して居住している。RSCCの職員は配置

されておらず、収集機材も所有していない。収集は不定期にダンプトラックとホイールローダー

を傭上して実施しているが、市場の入り口に野積みになっているごみを処分場に運搬しているの

みである。ポートスーダンの処分場を共同で利用しており、民有地にオープンダンピングしてい

る状態である。ごみ処理料金は徴収していない。 

以上より、郡単体では組織面・財務面・技術面ともに能力不足であり、廃棄物管理事業へのニー

ズも低いことから、本プロジェクトの機材調達対象としては不適である。ただし、ポートスーダ

ンに隣接してアニマルマーケット等の市場が 3 ヵ所あり、その周辺に小さな集落ができているこ

とから、RSCC がポートスーダン廃棄物管理事業の一環として、これらの集落を加えた広域清掃

体制を検討することは考えられる。新規処分場のごみ処理料金を徴収することで財務改善が見込

まれるが、現状では独自に制度構築を行う能力はないと観察される。 
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(2) 北コルドファン州 

北コルドファン州 8郡に係るキャパシティ・アセスメント結果一覧を表 1-18に示す。北コルド

ファン州では人口に対して収集機材が圧倒的に不足していることから、本プロジェクトに対する

ニーズが高い。NKCCは 2018年 4月に設立したばかりで組織的に脆弱であるものの、上位組織と

して州知事を座長とし、保健省大臣を副座長に据える理事会が設置されており、州政府の全面バ

ックアップのもと、本プロジェクトを実施することを 2020年 2月の T/Nで確認している。 

評価結果から、本プロジェクトの対象地域としてシェイカン及びウンルワバの 2 郡を優先的に

検討すべきであると判断された。以下に各郡の評価結果を詳述する。なお、ウンダム、西バラ、

ソダリ、ガブルエシェイクは、都市部人口が 5 万人以下であること、また、廃棄物管理の情報が

少ないことから、機材調達対象として不適であると判断されるため、これらの都市については詳

述しない。 

主要 8 郡の評価結果から、本プロジェクトによる機材調達対象となり得る地域はシェイカン及

びウンルワバである。以下に各郡の評価結果を詳述する。 

1) シェイカン郡 

郡都エルオベイドを含む都市部人口は約 49万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として十分

な規模である。清掃公社の職員が配置されており、家庭ごみ・市場ごみともに定期的に収集して

いる。また、処分場では重機による掘削、締固め、覆土等が一部行われており、掘削により埋立

エリアが明確になっている。以上より、選定基準 A、B、C及び Eは達成していると言える。 

一方、車両整備（選定基準 D）及び財務状況（選定基準 F）の基準は未達成である。NKCCは整

備工場を有しておらず、シェイカンの整備工場を共同で利用している。また、重機の修理や重度

の故障を修理可能な民間の整備工場も存在しない。そのため、公共事業公社（DRP）の車両整備工

場による支援と広域メンテナンス体制の確約を州政府から得ることを前提条件とし、2020年 2月

の T/Nで確認した。財務に関しては、2020年 2月の州知事との面談時に本プロジェクトへの州政

府からの新規調達機材の維持管理費などの財務支援について前向きに検討する旨を確認しており、

ドラフトファイナルレポート（Draft Outline Design Report）説明・協議時点にて、来年度予算要求

の本事案を前提条件として、2020年 10月のM/Dで合意された。また、選定基準には含まれない

が、NKCC が提案している現在の組織図には処分場管理部門が存在していないため、同部門の設

立も前提条件として 2020年 2月の T/Nで確認した。 

2) エルラハッド郡 

都市部人口は約 8 万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として一定の規模を有しているが、

NKCC の担当者は配置されておらず、郡の自助努力により廃棄物管理事業が実施されている。オ

ープントラック 2 台及びトラクターを利用して、住宅地域、市場及び公共エリアの収集を不定期

に行っている。車両整備工場はなく、処分場はオープンダンピングであり、管理されていない。 

以上より、人口（選定基準 A）以外の基準は未達成であり、本プロジェクトの機材調達対象とし

ては不適である。 
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3) ウンルワバ郡 

都市部人口は約 8 万人であり、廃棄物管理事業の対象人口として一定の規模を有している。

NKCC の職員が配置されており、郡内に地域事務所が独自に設置されている。商業地域は毎日、

住宅地は週 1 回、定期的にごみ収集が行われている。住宅地では袋排出による各戸収集が行われ

ており、収集対象地区を管轄する AU 事務所との連携も行われている。処分場を有しているが、

既存処分場は市街地に近いことから、新規処分場の確保が必要である。そのため、新処分場の移

転予定先である公有地オープンスペースの土地証明書を取得することを、2020年 2月の T/Nで確

約した。ただし、新規処分場の建設は本事業には含まない。 

以上より、選定基準 A、B、C及び Eは達成していると言えるものの、その他の基準は未達成で

ある。ワークショップ兼駐車場があるが、整備能力は限定的であり、シェイカンと同様に DRPの

支援を T/Nで確認した。また、技術的・財務的に郡単体で新規調達機材の管理を行うことは難し

いと判断されることから、本プロジェクトの対象に選定する場合は、NKCC からの監督・支援を

強化することを前提条件とし、2020年 2月の T/Nで確認した。 

4) バラ郡 

都市部人口は約 2万人であり、廃棄物管理事業の対象人口としては規模が小さく非効率である。

NKCC の組織が整備されておらず、郡の自助努力により廃棄物管理事業が実施されている。収集

機材はトラクターのみであり、収集能力は限定的である。車両整備工場はなく、民間の整備工場

は存在しない。処分場は他郡と同様に民間工事業者の掘削により埋立エリアが明確になっている。 

以上より、処分場（選定基準 E）は基準を達成しているものの、その他の基準はすべて未達成で

あり、本プロジェクトの機材調達対象としては不適である。 
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1-1-2 開発計画 

現在、スーダン国としての環境・廃棄物分野に関する法規制は無く、州ごとに法規制が整備され

ている状況である。各州における環境・廃棄物分野に関する法規制を以下に示す。 

表 1-19 環境・廃棄物分野に関する法規制 
州名 法律名 

ハルツーム州 
ハルツーム州の浄化活動組織に関する暫定政令（2014年） 
ハルツーム地方行政長官によるまちの浄化に関する改善指示 

紅海州 州公衆衛生法（2011年） 

北コルドファン州 

州環境保護法（2016年） 
州都市環境法（2016年） 
シェイカン郡（Shaken Locality）における公衆衛生に関する指示（2014年） 
固形廃棄物管理に関する行動計画 

出典：JICA調査団、2019年 

 

また、環境分野の国家計画としては、UNEP、EU及び Nile TeapNile Basin Initiative Transboundary 

Environmental Action Project（Nile TEAP）の支援により、スーダン国環境・森林・都市開発省（MEFPD）

と南スーダン国Ministry of Housing, Physical Planning and Environmentと共同で“National Plan for 

Environmental Management in Post-Conflict Sudan”（以下、「NPEM」）を作成しているところである。

この NPEMは 1）環境問題と課題、2）NPEMの方針と目標、3）国家環境課題と対策、4）南スー

ダン国における課題と対策、5）環境投資プログラム及び 6）モニタリングプログラムの 6項目か

ら構成されている。 

ハルツーム州では改訂M/Pを策定しており、2028年までに「収集率を 90%に改善する」、「料金

徴収を 80%に改善する」、「区ごとの清掃事務所による管理を実施する」、「機材のメンテナンス組

織を整備する」、「住民啓発や職員の啓発教育訓練を実施する」といった目的を掲げている。本プ

ロジェクトはこの改訂M/Pの内、廃棄物収集の能力向上及び廃棄物処分に係る能力向上に寄与す

るものであり、必要な機材調達及び施設整備を行う。 

 
1-1-3 社会経済状況 

スーダンの 2018 年の人口は約 4,180 万人であり（世界銀行、2018 年）、同年のハルツーム州の

人口は約 700万人、紅海州の人口は約 180万人、北コルドファン州の人口は約 265万人である。 

スーダンの主な産業は、鉱業、農業、林業、畜産業、漁業であり、2017年 GDP推定値は 1,175

億ドル、一人当たり GNI は 2,378USD、経済成長率は 4.3%である（世界銀行、2018 年）。主要輸

出品目は、石油、食用油、金、家畜（羊）であり、主要輸入品目は、航空機部品、サトウキビ、医

薬品、トラクター、小麦粉である（世界銀行、2015 年）。2011 年の南スーダン独立により、スー

ダンの石油関連製品輸出、国家歳入、対外収入、外貨準備高は大きく縮小した。スーダンは、原

油、金、鉄等の鉱物資源と肥沃な耕地に恵まれているが、代替収入源の確保、米「テロ支援国家」

指定の解除、対外債務の処理等が重要課題となっている。また、2019 年 4 月 11 日の政変で、30

年におよぶバシール政権が倒れたが、政治・経済とも安定化に至っていない。 
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1-2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

スーダンでは、人口増加率の全国平均が 2.4%（世界銀行、2019 年）に対し都市部平均は 3.2％

（世界銀行、2019年）となっている。これら人口増加に伴い最大都市を有するハルツーム州では

ごみ発生量が 4,890トン/日（2012年）から 5,925トン/日（2017年）に増大している。人口が密集

する都市域での適切な廃棄物収集は衛生的で健康的な居住環境を維持するための基礎的な行政サ

ービスであるが、当国では、資機材や行政官の経験・能力の不足などの理由から、収集・処理能

力が発生量に追い付いておらず、廃棄物の不法投棄や不適切な焼却による衛生環境の悪化や健康

被害が懸念されている。 

スーダンの大規模な行政改革の一環として、連邦環境・天然資源・都市開発省（Ministry of 

Environment, Natural Resources and Physical Development。以下、「MENRPD」）から廃棄物管理を含

む環境行政は 2018年 10月に NCEに引き継がれ、さらに NCEは 2020年 5月には連邦環境天然資

源（Higher Council for Environment and Natural Resources。以下、「HCENR」）に組織改編された。 

同国政府は、給水・衛生分野国家戦略（Water, Sanitation and Hygiene Sector National Strategic Plan, 

2012-2016）において都市域での廃棄物管理の改善を優先課題と位置付けるとともに、廃棄物管理

を管轄する各州・郡政府に対する能力強化を推進してきた。JICAは同方針を受け、ハルツーム州

において技術協力「ハルツーム州廃棄物管理強化プロジェクト」（2014 年～2017 年）等にて廃棄

物管理マスタープランの改訂を支援するとともに、無償資金協力「ハルツーム州廃棄物管理能力

向上計画」（2014 年～2017 年）で一次収集（家庭～中継基地）用の車両を調達した結果、同州で

の廃棄物収集量は 3,200トン/日（2012年）から 4,565トン/日（2017年）に増加した。他方、一次

収集能力の増加に伴い、二次収集（中継基地～最終処分場）についても増強が必要となっており、

ハルツーム州は改訂マスタープランに基づいて独自資金で中継基地の追加整備を行ったものの、

中継輸送機材の不足から中継基地施設内や周辺への投棄が生じている。「きれいな街のための廃棄

物管理機材改善計画」（以下、「本事業」）では最終処分場へ適切に運搬する体制を構築するため、

ハルツーム州の二次収集能力の増強を行う。 

他州の都市においても実施機関の管理能力の不足や機材不足に起因する問題が発生しているこ

とから、2017 年 12 月に各州の廃棄物管理の状況把握のための全国調査を実施し、優先的に機材

整備を進める 5州を選定した。これら 5州のうち、廃棄物管理体制が比較的整い、州政府等の上

流の意思決定機関による廃棄物管理改善の方針が確認され、且つ主要都市を有する紅海州と北コ

ルドファン州を新たな無償資金協力の支援対象州として選定した。他方で、両州ともごみ発生量

に対し必要となる収集車両の 6～7 割程度の台数しか保有していないため収集能力が限定的であ

り、住居エリアを含む郊外の廃棄物収集は未徹底である。また収集されたごみは最終処分場に運

搬される途中で、機材の老朽化と不適切な運用による飛散や不法投棄が見られるうえ、最終的に

は市街地に近接したに処分場へ管理無しに投棄（オープンダンプ）されている。これらの未収集

地域や収集車両が通る沿道及び処分場周辺ではごみの散乱や悪臭、害虫の発生等の衛生環境への

悪影響が出ていることから、両州において収集から最終処分に至るまでの廃棄物管理を適正に行

うために必要な機材・重機の整備が急務となっている。また、HCENRは 2018年 7月にこの 2州

を対象とした技術協力プロジェクトの要請を行った。ハルツーム州からは、二次収集車両の整備
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のための機材調達に係る無償資金協力の要望が上がっている。 

2019 年 11 月の JICA と HCENR との協議で合意した機材の要請内容は、下記に示すとおりであ

る。（資料-4 2019年 11月協議議事録（以下、「M/D」）を参照） 

 紅海州及び北コルドファン州における廃棄物収集車両の整備 

 紅海州及び北コルドファン州における処分場運用機材の整備 

 ハルツーム州における中継輸送車両の整備 

 

1-3 我が国の援助動向 

我が国のスーダンへの援助実績は以下のとおりである。 

表 1-20 我が国のスーダン国への援助動向 
                                                              （単位：百万ドル） 

年度 円借款 無償資金協力 技術協力 合計 
2013 － 58.11 18.19 76.31 
2014 － 39.40 13.10 52.51 
2015 － 32.11 8.70 40.82 
2016 － 22.28 14.54 36.82 
累計 17.02 1,171.28 314.03 1,402.33 

出典：外務省ホームページより JICA調査団作成、2019年 
備考：支出純額ベース。技術協力は JICAに加え、関係省庁及び地方自治体による技術協力を含む。 

 

また、廃棄物分野における我が国の技術協力及び無償資金協力の実績は以下のとおりである。 

表 1-21 我が国のスーダン国への援助実績（廃棄物分野） 
協力内容 実施年 案件/その他 概要 

無償資金協力 1985～1987 首都圏衛生改善計画 ごみ収集車、し尿収集車、その他関連機材の整備
無償資金協力 2013～2016 ハルツーム州廃棄物管理

能力向上計画 
廃棄物収集運搬機材、最終処分場運用機材などの
機材調達及び廃棄物収集運搬機材を整備するた
めのセントラルワークショップの建設 

技術協力プロジ
ェクト 

2014～2017 ハルツーム州廃棄物管理
強化プロジェクト 

ハルツーム州の廃棄物管理キャパシティディベ
ロップメント 

専門家派遣 2010～2013 専門家派遣 廃棄物管理セクターへの専門家派遣 
研修員受入れ 2010～2018 研修員受入れ 環境管理、環境行政、地方行政、アフリカのきれ

いな街プラットフォーム（ACCP）廃棄物管理等
出典：JICAホームページより JICA調査団作成、2019年 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

オランダのアイントホーフェン基礎自治体が都市間連携としてゲダレフ州に対して技術協力、

及び機材供与等を実施した（1999 年～2010 年）。国連開発計画（United Nations Development 

Programme。以下、「UNDP」）が温暖化対策プログラムとして、廃棄物管理及びコンポスト・医療

系廃棄物に対する支援を準備しており、2019 年 11 月ごろから開始される予定であったが、まだ

開始されていない。支援内容は①廃棄物管理方針策定支援、②廃棄物管理キャパシティビルディ

ング、③コンポストである。 

外務・英連邦・開発省（Foreign, Commonwealth & Development Office）は、「ポートスーダン 水・
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衛生 戦略投資計画 2016-2022 Port Sudan, Water and Sanitation, Strategic Investmenr Programme 

2016-2022, Nov. 2015」の廃棄物管理セクターで、廃棄物管理計画策定及び実施計画を提案してい

るが、報告書作成時点では実施に至っていない。 
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

2-1-1-1 廃棄物関連組織 

廃棄物管理行政を所管する連法政府機関は、連邦環境協議会（National Council for Environment。

以下、「NCE」）*3である。各州で廃棄物行政の実務を担っているのは清掃公社（企業局）（State 

Cleaning Corporation、以下、「SCC」）や郡清掃管理部（Locality Cleaning Affiliate。以下、「LCA」）

である。具体的には、ハルツーム州を対象とするハルツーム州清掃公社（Khartoum Cleaning 

Corporation、以下、「KCC」）、紅海州を対象とする紅海州清掃公社（Red Sea Cleaning Corporation。

以下、「RSCC」）及び北コルドファン州を対象とする北コルドファン州清掃公社（North Kordofan 

Cleaning Corporation。以下、「NKCC」）である。この他にも、ハルツーム州では環境協議会（Higher 

Council for Environment。以下、「HCE」）や小行政区である 108の管理ユニット（Administrative Unit。

以下、「AU」）が廃棄物管理に関わっている。対象 3 州における廃棄物関連組織を表 2-1 に示す。 

表 2-1 スーダンにおける廃棄物関連組織 
 ハルツーム州 紅海州 北コルドファン州 

国（連邦） 連邦環境協議会（NCE） 
州 環境協議会（HCE） 

ハルツーム州清掃公社（KCC）
紅海州清掃公社（RSCC） 北コルドファン州清掃公社

（NKCC） 
ローカリティ
（郡） 

郡清掃管理部（LCA） 
管理ユニット（AU） 

 清掃公社から職員が派遣されている郡では郡清掃管理
部（LCA）が収集サービスを実施している。 
 その他の郡では、収集サービスは多くの場合、保健部
門の一部として実施されており、郡清掃管理部
（LCA）は設置されていない。 

出典：JICA調査団、2020年 
 

2-1-1-2 連邦環境協議会(NCE)  

2-1-1-2-1 役割・機能 

NCE は MENRPD が所掌していた廃棄物管理を含む環境行政を引き継ぐ形で 2018 年 10 月に設

置された。NCEは、省（Ministry）と同列で、長である Secretary General は、大臣（Minister） と

ほぼ同格である。2020年 5月に省庁再編に伴い、NCE、連邦砂漠化対処協議会（National Council 

for Desertification）、連邦生物安全協議会（National Council of Bio-safety）の 3組織が統合され、新

たに連邦環境天然資源評議会（Higher Council for Environment and Natural Resources。以下、「HCENR」）

が設置された。本調査報告書では、2020 年 2 月調査当時の内容に基づき、以下に NCE の情報を

まとめているが、2020年 8月時点で、HCENRの廃棄物管理に係る所掌は旧 NCEと同等であるこ

と確認している。 

NCEの主な役割は以下のようにまとめられる。 

                                                        
*3 環境省は 2018年 10月に連邦環境協議会（NCE）に、2020年 5月に連邦環境天然資源（HCENR）に組織改編
している。 
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 国土の自然環境を保全しつつ、開発を促進するための方針、計画及びプログラムを作成

し、法律を提案する。 

 環境悪化、干ばつ及び砂漠化の進行を防ぐために関係機関と協力して調整を図り、土地

利用を合理化する。 

 環境や天然資源の分野における主たる国家プロジェクトの実施において、中央政府及び

州政府と協力する。 

 健康や自然環境を保護し、公害や環境汚染を防ぐための方針、計画、プログラム及び法

律を作成する。 

 自然環境資源や森林の分野において、国際的及び地域間の協力を進める。 

 環境や自然環境開発に関わる民間セクターの事業評価及び管理を行う。 

 

2-1-1-2-2 組織・人員 

NCEの組織図は以下のとおりである。2019年 2月の国家非常事態宣言及び大統領緊急命令の発

令と、これに伴う行政再編により大臣（Minister）が不在となり、次官（Secretary General）が組織

の最高意思決定者となっている。総職員数は 160 名であり、そのうち廃棄物管理分野の職員数は

5名である。本プロジェクトの主たるカウンターパート（以下、「C/P」）は環境業務部（Department 

of Environmental Affairs）であり、同部署内に廃棄物管理ユニット（Solid Waste Management Unit）

が設置されている。 

 
備考：本プロジェクトの担当部署を二重線・着色で示す。 
出典：NCEへのヒアリングを基に JICA調査団作成、2019年 

図 2-1 連邦環境協議会（NCE）の組織図 
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2-1-1-3 ハルツーム州清掃公社（KCC）の組織・人員 

KCCは、2015年から実質的な活動を開始し、ハルツーム州全体の主に中継輸送と最終処分を実

施しており、収集も管轄している。KCCはハルツーム州の環境・都市・農村開発協議会の下部組

織として発足した。 

 
出典：NCE提供資料をもとに JICA調査団作成、2019年 

図 2-2 ハルツーム州の組織図 

 

 
出典：KCC提供資料をもとに JICA調査団作成、2019年 

図 2-3 ハルツーム州清掃公社（KCC）の組織図 

 

2-1-1-4 紅海州清掃公社（RSCC） 

RSCCは他州に先駆け 2011年に設立された。紅海州 10郡の廃棄物管理の責務を負っているが、

現状では、ポートスーダンとスアキンの 2郡のみ RSCC職員を配置しており、住宅地域、市場、

公共エリア等のごみ収集を行っている。その他の郡では、各郡が自助努力により廃棄物管理事業

を実施している。 

Governor
office

General Secretariat

Ministry of 
finance

Higher Council for 
Environment, Urban and 

Rural promotion 

Ministry of physical 
planning and 
infrastructure

Ministry of 
Human resources 

Development 

Ministry of 
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Ministry of 
Education 

Ministry of 
local 

Governance  

KCC

5

Each department has 1 director

Drivers are included.
Plus 2 secretary

Number Plus 2 secretary and 1 driver Total number of staff
of Staff 13 4 52 17 95 6 400

16 working for the central workshop

32 working for the transferstations and mobile workshops
Under the workshops unit

Legal
Advisor

General
Manager

Internal
Auditor

Deputy
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office
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2.Finance (25)
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RSCCは州の組織として知事の直下に属している。RSCCの組織図を図 2-4に示す。所長（General 

Manager）の下に 7 つの部局がある。本プロジェクトの主たる C/P は清掃業務部（Operation and 

Coordination Department）である。 

 
備考：本プロジェクトの担当部署を二重線・着色で示す。 
出典：RSCC提供資料をもとに JICA調査団作成、2019年 

図 2-4 紅海州清掃公社（RSCC）の組織図 

 

(1) ポートスーダン郡 

RSCCにより住宅地域、市場、公共エリア等のごみ収集が定期的に行われている。廃棄物管理事

業は清掃業務部が担当しており、清掃業務部長（Director）の監督のもと、セクター調整員（Sector 

Coordinator）、保健員（Health Officer）、清掃監督員（Observer）、清掃監督員補（Assistant Observer）、

清掃作業員（収集作業員（Cleaner-collection worker）、道路清掃作業員（資源物回収・剪定等）（Road 

cleaner）、道路清掃作業員（Soil and sand cleaner））がごみ収集及び清掃業務を行っている。 

ごみ処理料金は財務部によって管理されており、会計検査官（Account inspector）、料金徴収員

（Fee collection）、出納係（Cashier）が担当している。 

(2) スアキン郡 

RSCC職員（マネージャー1名）が 2014年から配置されており、RSCCの管理下で廃棄物管理事

業が実施されている。その他の職員は郡に所属しており、収集監督員（Collection Superviser）4名、

料金徴収員（Rate Collector）5名、運転手（Driver）2名、清掃作業員（Cleaner）21名がごみ収集

及び清掃業務を行っている。 

(3) 課題 

RSCC による廃棄物管理事業の実施体制の強化が課題である。ポートスーダンを除き、郡から

RSCC への廃棄物管理事業の移管が進んでいない。郡によっては廃棄物管理事業を担う組織や人

員が配置されておらず、定期的な収集サービスが行われていない地域もある。廃棄物管理システ

ム全体を適正に機能させるためには、RSCCの監督の下、収集運搬、車両整備、処分場管理をすべ

て含んで実施することが望まれる。スアキンには RSCC からマネージャーが配属されており、段

階的に RSCC への事業移管が進んでいる。郡の保健部門で廃棄物管理事業を実施しているシンカ

ットについても、RSCC の職員を配置するなど、段階的に RSCC の監督による実施体制への移行
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を促すことが必要である。その他の地域では、未収集地域で新たにサービスを開始することにな

るため短期的な解決は実現可能性が低いと考えられるところ、将来の都市の発展に合わせた中長

期的な組織・人員計画を検討すべきである（必要な人員計画の詳細は表 3-35を参照）。 

 

2-1-1-5 北コルドファン州清掃公社（NKCC） 

NKCCは 2018年 4月に設立したばかりであり、郡からの廃棄物管理事業の移管が完了していな

い。紅海州と同様に、北コルドファン州 8郡の廃棄物管理の監督の責務を負っているが、2019年

4 月時点で郡から NKCC への廃棄物管理事業の移管が進んでいるのは、シェイカンとウンルワバ

の 2郡のみである。NKCC は州の独立組織であるが、上位組織として州知事を座長とし、保健省

大臣を副座長に据える役員会（Board of Directors）が設置されており、定期的に報告会が実施され

ている。NKCC の組織図を図 2-5 に示す。この組織図には処分場管理部門が無いが、同部門の追

加は役員会にて承認されており、今後組織体制及び人員を整備する予定である。本プロジェクト

の主たる C/Pは清掃業務部（General Directorate for Cleaning Operation）である。 

 
備考：本プロジェクトの担当部署を二重線・着色で示す。 
出典：NKCC提供資料をもとに JICA調査団作成、2019年 

図 2-5 北コルドファン州清掃公社（NKCC）の組織図 

 

(1) シェイカン郡 

NKCCの職員が配置されており、家庭ごみ・市場ごみともに定期的に収集している。現在は事業

部長（General Manager）の監督のもと、収集担当者、清掃担当者、車両整備担当者、財務担当者が

それぞれ廃棄物管理事業に従事している。州保健省の報告によると廃棄物管理事業従事者数（臨

時雇用を除く）は合計約 128 名である。前述のとおり NKCC から新組織体制が提案されており、

NKCC への廃棄物管理事業の移管が進んでいる（2-1-1-5参照）。2019 年の廃棄物管理事業計画で

は、NKCCの新組織図に基づき合計 199名（うち、正規雇用 148名、非正規雇用 51名）の職員配

置を提案している。 

事業部長

財務部 戦略・情報部 技術事業部 清掃業務部 住民啓発・広
報部

内部監査局
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(2) ウンルワバ郡 

NKCC の職員が配置されており、郡内に地域事務所が独自に設置されている。地域事務所には

清掃監督員及び事務員 11名が配属されており、臨時雇用により運転手 8名、作業員 75名が廃棄

物管理事業を実施している。 

(3) 課題 

NKCCによる廃棄物管理事業の実施体制の構築が課題である。前述のとおり、NKCCは 2018年

に設置されたばかりであり、組織的に脆弱である。今後、承認された組織図に基づき人員配置や

郡からの事業移管を進める必要がある。加えて、新組織図には処分場管理部門が含まれていない

ことから、廃棄物管理システム全体を総括する組織体制の強化が必要である。現在の NKCCの母

体はシェイカンの清掃部門であり、各郡の廃棄物管理事業に関する情報は州保健省が集約してい

る。NKCC の上位組織として州知事を座長とし、保健省大臣を副座長に据える理事会が設置され

ていることから、州政府によるイニシアティブが体制構築の要と言える（必要な人員計画の詳細

は表 3-35を参照）。 

 
2-1-2 財政・予算 

2-1-2-1 連邦環境協議会(NCE) 

NCEの財務収支は表 2-2のとおりである。収入は連邦政府からの補助のみである。NCEの年間

予算は限られており、主だった支出としては、州の廃棄物管理支援のための現地調査費を 2016年

から毎年計上している。また、2017年に全州を集めた全国会議を開催している。 

表 2-2 連邦環境協議会（NCE）における財務収支（2016 年～2018 年） 
（単位：SDG/年） 

年度 
項目 2016年実績 2017年実績 2018年計画 

収入 
連邦政府からの予算 500,000 500,000 250,000 
前年からの繰越 - 210,000 140,000 

合計 500,000 710,000 390,000  
支出 
人件費 100,000 100,000 100,000  
調査費 100,000 100,000 100,000  
会議運営費（全国会議） - 250,000 - 
燃料費 20,000 30,000 30,000  
印刷・文具 70,000 90,000 60,000 

合計 290,000 570,000 290,000  
出典：NCE提供資料、2019年 

 

2-1-2-2 KCC の財政 

KCCの財務収支は表 2-3のとおりである。KCCの年間事業費は約 2,788万 SDG（2018年実績）

であり、全て州からの補助で賄われている。 
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表 2-3 ハルツーム州清掃公社（KCC）財務収支（2016 年～2018 年） 
（単位：SDG/年） 

年度
項目 

2016年実績 2017年実績 2018年実績 

収入 
州からの補助 14,609,775 17,967,926 27,879,268

収入合計 14,609,775 17,967,926 27,879,268
支出 
人件費 2,925,130 3,068,017 4,979,377
その他経費（燃料費・修理費等） 11,684,645 14,899,909 22,899,891

 燃料費（中継車両） 500,675 4,929,500 7,895,185
燃料費（その他） 6,877,170 3,581,706 3,872,163

維持管理費（中継施設・処分場） 225,554 4,267,451 4,285,162
修理費（収集車両） 3,960,234 1,623,584 6,561,898

その他 3,680 135,500 66,735
支出合計 14,609,775 17,967,926 27,879,268

出典：KCCへのヒアリングをもとに JICA調査団作成、2019年 

 

2-1-2-3 紅海州清掃公社（RSCC） 

RSCC の財務収支は表 2-4 のとおりである。RSCC の年間事業費は約 1,476 万 SDG（2018 年実

績）であり、地方郡への緊急支援を除き、大半がポートスーダンの廃棄物管理事業費に充てられ

ている。また、州政府から事業費全体の 62%にあたる約 922 万 SDG/年（2018 年実績）の補助金

が拠出されており、維持管理費を州政府に依存している状態である。自主財源（ごみ処理料金）

は約 554万 SDG（収入全体の 38%）に留まっている。2018年の支出額は約 1,511万 SDGであり、

うち人件費は 211万 SDG（支出全体の 13.9%）である。人件費はすべて州からの補助により支払

われている。 

表 2-4 紅海州清掃公社（RSCC）財務収支（2017 年～2018 年） 
（単位：SDG/年） 

年度
項目 

2017年実績 2018年実績 

収入 
州からの補助（人件費） 1,213,982 2,097,760 
州からの補助（その他経費） 5,174,251 7,124,943 
ごみ処理料金  3,781,024 5,541,682 

収入合計 10,169,257 14,764,386 
支出 

人件費 1,199,827 2,107,664 
その他経費（燃料費・修理費等） 8,865,223 13,006,934 

支出合計 10,065,050 15,114,599 

出典：RSCCへのヒアリングをもとに JICA調査団作成、2019年 

 

(1) ポートスーダン郡 

廃棄物管理事業費は全て RSCCにより管理されている。詳細は 2-1-2-3を参照。 

(2) スアキン郡 

市場及び幹線道路沿いの店舗からごみ処理料金を徴収しており、収入は約 12,000SDG/月である。
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一方、廃棄物管理事業費は約 34,000SDG/月で、不足分は郡からの補助により賄われている。 

(3) 課題 

廃棄物管理のための安定した財源確保が課題である。自主財源としてポートスーダン、スアキ

ン、シンカットにおいてごみ処理料金の徴収が行われているが、廃棄物管理事業費全体を賄うこ

とはできておらず、州または郡からの補助金に依存している。自主財源で廃棄物管理事業費を全

額賄う独立採算が望ましいが、短期的な徴収料金の引き上げは住民や事業者への過度な負担とな

ることから、州または郡からの安定した補助金の拠出を確保するとともに、段階的なごみ料金徴

収対象エリアの拡大や価格の引き上げを総合的に検討していくことが必要である。 

 

2-1-2-4 北コルドファン州清掃公社（NKCC） 

NKCCは 2018年 4月に設立したばかりであり、財務実績は確認できなかった。参考としてNKCC

の予算要求額を表 2-5に示す。収入は約 1,093万 SDGに対し、支出は約 1,128万 SDGの予算を計

上している。ごみ処理料金の単価は北コルドファン州の条例で定められており、各家庭からの徴

収料金は 20SDG/世帯/月である。事業系ごみの徴収料金は事業規模に応じて 55SDG/月から

2,000SDG/月と定められており、また、各郡で上乗せ単価を定めることも可能である。ごみ処理料

金は毎年見直しが行われる。ごみ処理料金を支払わなかった場合、最大 2,000SDG の罰金が科せ

られる。 

表 2-5 北コルドファン州清掃公社（NKCC）予算要求額（2019 年、参考） 
（単位：SDG/年） 

年度
項目 

2019年予算要求 

収入  
 州からの補助 240,000 
 ごみ処理料金 10,592,000 
 罰金等 95,000 

収入合計 10,927,000 
支出  
清掃費 6,206,600 
車両整備費 1,220,000 
その他費 3,851,600 

支出合計 11,278,200 
出典：NKCCへのヒアリングをもとに JICA調査団作成、2019年 

 

(1) シェイカン郡 

廃棄物管理事業費は NKCCにより管理されている。詳細は 2-1-2-4を参照。シェイカンでは独自

のごみ処理料金単価を定めており、承認された 2019年の料金単価表には 177の事業種別に 20SDG/

月から 5,000SDG/月の料金単価が規定されている。 

(2) ウンルワバ郡 

ごみ処理料金を徴収している。廃棄物管理事業費の大部分は郡の一般財源から支出されており、
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郡へのヒアリングによると、郡の全体予算約 1,700万 SDGに対して約 30%が廃棄物管理事業費に

充てられているとのことである。ただし、郡に対して財務諸表の提出を求めたが、本調査期間中

には情報を確認できなかった。 

(3) 課題 

廃棄物管理事業費の実態把握及び安定した財源確保が課題である。NKCCは 2018年 4月に設立

したばかりであり、財務実績は確認できなかった。また、各郡は廃棄物管理事業費の大部分を一

般財源から支出しているが、人件費や燃料費などの支出項目には異なる用途の支出が含まれるた

め郡では正確な廃棄物管理事業費を把握しておらず、本調査期間中に財務実績を確認することは

できなかった。自主財源であるごみ処理料金の徴収で廃棄物管理事業費を全額賄う独立採算が望

ましいが、実際には州および郡からの補助金に大きく依存していると想定されることから、ごみ

処理料金の徴収実績を正しく把握するとともに、州および郡における廃棄物管理事業の優先度を

高め、安定的に補助金を確保することが必要である。 

 
2-1-3 技術水準 

(1) ハルツーム州 

KCCは、ごみ収集車両の運行管理、中継施設や最終処分場の管理及び機材整備を担当している。

2010 年から JICA 専門家及び技術協力プロジェクト等による技術協力及び指導により最終処分場

の管理体制強化や住民を巻き込んだ収集運搬体制の強化等、技術水準の向上が図られた。また、

前回無償で整備したセントラルワークショップで、予防保全の考え方に基づき、収集車両の定期

点検及び簡易な修理を行っている。ただし、セントラルワークショップで対応が出来ない重度の

故障や重機等の修理は民間のワークショップへ委託している。前回無償では中継輸送機材の整備

に特化した技術指導を行っておらず、本事業で調達予定の中継輸送機材の運営・維持管理に関す

る技術指導が必要である。 

(2) 紅海州 

RSCC の対象郡であるポートスーダン郡及びスアキン郡では、ごみ収集車両の運行管理を実施

している。RSCCのワークショップでは収集車両の日常点検及び簡易な修理を行っており、RSCC

のワークショップで対応が出来ない重度の故障等の修理を民間のワークショップへ委託している。

特に、スアキン郡ではコンパクター導入は初めてであり、ソフトコンポーネントによる収集車両

の定期点検や簡易な修理、収集運搬体制の強化に関する技術指導は必須である。また、ポートス

ーダン郡及びスアキン郡では、運営維持管理用の重機が無いため、既存最終処分場の管理は十分

に実施されておらず、オープンダンプの状態である。以上より、両郡に対して本事業で調達予定

の収集車両及び最終処分場運用機材の運営・維持管理に関する技術指導が必要である。 

(3) 北コルドファン州 

NKCC の対象郡であるシェイカン郡及びウンルワバ郡では、ごみ収集車両の運行管理を実施し

ている。NKCC のワークショップでは日常点検及び簡易な修理を行っており、NKCC のワークシ

ョップで対応が出来ない重度の故障等の修理を民間のワークショップへ委託している。ウンルワ



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                        準備調査報告書 

40 

バ郡ではコンパクター導入は初めてであり、ソフトコンポーネントによる収集車両の定期点検及

び簡易な修理、収集運搬体制の強化に関する技術指導は必須である。また、シェイカン郡及びウ

ンルワバ郡では、運営維持管理用の重機が無いため既存最終処分場の管理は十分に実施されてお

らず、オープンダンプの状態である。以上より、両郡に対して本事業で調達予定の収集車両及び

最終処分場運用機材の運営・維持管理に関する技術指導が必要である。 

 
2-1-4 既存施設・機材 

以下に各州及び郡の既存施設・機材の概要を示す。 

 

表 2-6 各州及び郡の既存施設・機材 
清掃公社名 種類 概要 

ハルツーム州清掃公社
（KCC） 

廃棄物収集運搬機材 表 1-8参照 
中継施設 図 1-1、図 1-2、図 1-3及び図 1-5参照 
最終処分場運営機材 表 1-9及び表 1-10参照 
中間処理・リサイクル施設 1-1-1-4-4参照 

紅海州清掃公社（RSCC） 廃棄物収集運搬機材 表 1-11、表 1-12及び表 1-13参照 
車両整備工場（ワークショップ） 1-1-1-5-2参照 
最終処分場運営機材 (1)参照 

北コルドファン州清掃
公社（NKCC） 

廃棄物収集運搬機材 表 1-14、表 1-15及び表 1-16参照 
車両整備工場（ワークショップ） 1-1-1-6-2参照 
最終処分場運営機材 1-1-1-6-3参照 

出典：JICA調査団、2020年 
 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

2-2-1-1 道路 

(1) ハルツーム州 

ハルツーム州の道路舗装状況は概ね良好であり、幹線道路幅も十分に確保されているため、乗

用車、大型車での移動が可能である。市内中心部は、ハルツーム空港を中心として商業エリア、

工業エリア、官公庁エリアに分かれている。通勤のための車両と物流のための大型車両の交通が

混在するため、朝夕は慢性的渋滞が起きている。 

(2) 紅海州 

紅海州の道路舗装状況は概ね良好であり、幹線道路幅も十分に確保されているため、乗用車、大

型車での移動が可能である。また、ポートスーダン市内は最大の国際貿易港でもあり、港には世

界各国からの大型貨物船やタンカーが停泊しており、この港からスーダン各地に様々な商品や原

材料がトラックや鉄道で運搬されている。ポートスーダン市内はハルツームよりも歩道や公園の

整備が進んでおり、ごみの散乱は非常に少ないものの、郊外には大規模なスラム街も形成されて

いる。 
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(3) 北コルドファン州 

北コルドファン州の道路舗装状況は概ね良好であり、幹線道路幅も十分に確保されているため、

乗用車、大型車での移動が可能である。北コルドファン州エルオベイド郡と首都ハルツーム州を

結ぶ幹線道路の一部では、雨季に通行が困難になる可能性がある個所がある。 

 

2-2-1-2 鉄道 

スーダンの鉄道は、国営のスーダン鉄道会社（Sudan Railway Corporation。以下、「SRC」）が運営

されている。主な路線は、首都のハルツームからポートスーダン、ワディハルファ等の路線があ

る。ただし、センナールから分岐してゲダレフ･カッサラ方面の路線は、所々で橋梁や路盤が流出

しており、廃線となっている状況である。ハルツームからポートスーダンの路線以外は、維持管

理状況が悪く走行速度は遅い。 

 

2-2-1-3 燃料 

スーダンでは、2020年 2月の補足現地調査にて、ガソリン、ディーゼル等の燃料不足及び価格

の高騰が生じている。これは、ハルツーム市のみならず、調査対象各州に及んでおり、ガソリン

スタンドには給油を待つ車両の長い列ができているのが各地で見られた。本調査では清掃公社等

の協力で燃料を確保することができたが、一部では燃料自体が十分供給されず、給油を受けるま

でに長時間を要するケースも生じた。本計画に基づく事業実施の際は、最新の情報を確認し、対

応策を検討しておく必要がある。 

 
2-2-2 自然条件 

2-2-2-1 気象 

スーダンは、ケッペンの気候区分で乾燥帯気候に属し、北部が砂漠気候、南部がステップ気候に

属し、雨季（概ね 7月～9月）と乾季（概ね 10月～6月）に区分される。年間降水量は、北部の

エジプトとの国境付近で 0mm、中部のハルツーム州で 50～200mm 程度、南部の南スーダンとの

国境付近で 700～800mm程度であり、南部に行くほど年間降水量は増加する。 

図 2-6にスーダン全国の年間降水量分布図を示す。また、対象 3州の気象の概要を以下に示す。 
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出典：SMA: Sudan Meteorological Authority のデータを基に調査団作成、2019年 

図 2-6 年間降水量分布図 

 

2-2-2-1-1 ハルツーム州 

ハルツーム州の首都ハルツームの降水量、蒸発量、気温及び風速を図 2-10に示す。ハルツーム

は、雨季は 7月～9月、乾季は 10月～6月、年間降水量 123.6mm、年間蒸発量 6,795.1mmとなっ

ている。雨季には月 7.6～57.7mm 程度の雨が降るが、それ以上に月の蒸発量の方が大きい。その

ため、降雨によるごみコンテナ内の雨水貯水、ごみの埋立地内でのごみ運搬車両のスタックや浸

出水の発生量は少ないと考えられる。平均気温は最高気温が

34.9℃、最低気温が 23.5℃、年間平均気温の変動は 11.4℃と

なっている。年間平均風速は 4.0mm/sとなっており、ビュー

フォートの風力階級では「階級 3：気の葉や小枝が揺れる」

に該当する。ただし、同風速階級の「階級 4：ほこりが舞い

あがり、木の枝が動く」が週 1回程度発生し、またハブーブ

と呼ばれる砂塵嵐も発生する。対象地域を現地踏査した結

果、風によって飛ばされたビニールなどが樹木に絡んでいる

場面をよく見かけており、ごみの収集地点や最終処分場での

ごみの飛散には注意が必要である。 

 

 
既存オープンダンピング場周辺の樹
木に風によって飛ばされたビニール
が付着 
出典：JICA調査団撮影（2019年 3月）

図 2-7 ハルツーム州 既存オー

プンダンピング場周辺状況 
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2-2-2-1-2 紅海州 

紅海州の州都ポートスーダンの降水量、蒸発量、気温及び風速を図 2-11に示す。ポートスーダ

ンは、雨季は 10月～12月、乾季は 1月～9月、年間降水量 79.9mm、年間蒸発量 3,760.5mmとな

っている。雨季には月 20 ㎜程度の雨が降るが、それ以上に月の蒸発量の方が大きい。そのため、

降雨によるごみコンテナ内の雨水貯水、ごみの埋立地内でのごみ運搬車両のスタックや浸出水の

発生量は少ないと考えられる。平均気温は最高気温が

36.2℃、最低気温が 23.2℃、年間平均気温の変動は 13℃と

なっている。年間平均風速は 3.8m/sとなっており、ビュー

フォートの風力階級では「階級 3：気の葉や小枝が揺れる」

に該当する。ただし、同風速階級の「階級 4：ほこりが舞い

あがり、木の枝が動く」が週 1回程度発生し、またハブー

ブと呼ばれる砂塵嵐も発生する。対象地域を現地踏査した

結果、風によって飛ばされたビニールなどが樹木に絡んで

いる場面をよく見かけており、ごみの収集地点や最終処分

場でのごみの飛散には注意が必要である。 

 

2-2-2-1-3 北コルドファン州 

北コルドファン州の州都エルオベイド（シェイカン郡）の降水量、蒸発量、気温及び風速を図

2-12に示す。エルオベイドは、雨季は 7月～9月、乾季は 10月～6月、年間降水量 373.4mm、年

間蒸発量 6,795.1mmとなっている。雨季には月 17.9～132.5mm程度の雨が降り、他の 2州の降水

量よりも多いが、それでも月の蒸発量の方が大きい。そのため、降雨によるごみコンテナ内の雨

水貯水、ごみの埋立地でのごみ運搬車両のスタックや浸出水の発生量は少ないと考えられる。平

均気温の最高気温が 32.0℃、最低気温が 21.9℃、年間平均

気温の変動は 10.1℃となっている。年間平均風速は 4.0mm

となっており、ビューフォートの風力階級では「階級 3：

気の葉や小枝が揺れる」に該当する。ただし、同風速階級

の「階級 4：ほこりが舞いあがり、木の枝が動く」が週 1

回程度発生し、またハブーブと呼ばれる砂塵嵐も発生す

る。対象地域を現地踏査した結果、風によって飛ばされた

ビニールなどが樹木に絡んでいる場面をよく見かけてお

り、ごみの収集地点や最終処分場でのごみの飛散には注意

が必要である。 

 

 
既存オープンダンピング場周辺の樹木に
風によって飛ばされたビニールが付着 
出典：JICA調査団撮影（2019年 3月）
図 2-8 紅海州 既存オープンダンピ

ング場周辺状況 

 
既存オープンダンピング場周辺の樹木に
風によって飛ばされたビニールが付着 
出典：JICA調査団撮影（2019年 3月）
図 2-9 北コルドファン州 既存オ

ープンダンピング場周辺状況 
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出典：SMAデータを基に JICA調査団作成、1986年～2015年（30年間）の月平均値 

図 2-10 ハルツームの降水量、蒸発量、気温及び風速 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 Total
降水量（mm） 0.0 0.0 0.0 0.4 5.0 3.8 24.1 57.7 24.7 7.6 0.3 0.0 123.6
蒸発量（mm） 488.6 516.0 666.0 687.0 691.4 636.4 567.7 474.2 467.3 548.7 549.1 502.7 6,795.1

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
31.0 33.5 36.8 40.6 42.0 41.5 38.8 37.4 39.0 39.5 35.7 32.1
15.9 17.7 20.8 24.7 27.7 28.2 26.7 25.6 26.6 26.4 21.8 17.9
23.5 25.6 28.8 32.7 34.9 34.9 32.8 31.5 32.8 32.9 28.8 25.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均
平均風速（m/s） 4.2 4.4 4.4 3.9 3.6 3.7 4.5 4.3 3.4 3.1 4.0 4.0 4.0

平均最高気温（℃）
平均最低気温（℃）
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出典：SMAデータを基に JICA調査団作成、1986年～2015年（30年間）の月平均値 

図 2-11 ポートスーダンの降水量、蒸発量、気温及び風速 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 Total
降水量（mm） 3.5 0.1 0.9 9.0 0.7 1.0 3.5 1.6 0.0 19.1 22.9 17.6 79.9
蒸発量（mm） 226.1 199.6 240.5 268.6 362.9 437.2 506.3 497.9 348.9 235.0 211.6 225.8 3,760.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
27.1 27.6 29.4 32.6 36.6 39.5 42.2 42.2 39.0 34.6 31.3 28.7
19.3 19.0 19.5 21.9 24.6 26.9 29.4 30.2 27.6 25.7 23.8 21.4
23.2 23.3 24.4 27.2 30.6 33.2 35.8 36.2 33.3 30.2 27.6 25.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均
平均風速（m/s） 4.6 4.3 4.1 3.7 3.4 3.3 3.7 3.4 3.1 3.4 4.2 4.8 3.8

平均最高気温（℃）
平均最低気温（℃）
平均気温（℃）

風速
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出典：SMAデータを基に JICA調査団作成、1986年～2015年（30年間）の月平均値 

図 2-12 エルオベイドの降水量、蒸発量、気温及び風速 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 Total
降水量（mm） 0.2 0.0 0.2 4.7 13.9 33.0 111.4 132.5 59.4 17.9 0.2 0.0 373.4
蒸発量（mm） 425.6 490.7 558.9 538.5 466.0 385.4 292.1 202.7 160.2 273.9 417.3 386.3 4,597.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
30.0 32.6 35.9 39.1 39.3 37.9 34.3 32.6 35.0 35.8 34.2 30.6
13.7 15.9 19.3 22.7 24.7 24.6 23.0 22.2 22.5 22.6 18.7 14.7
21.9 24.2 27.6 30.9 32.0 31.3 28.7 27.4 28.7 29.2 26.4 22.7

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年平均
平均風速（m/s） 4.2 4.4 4.4 3.9 3.6 3.7 4.5 4.3 3.4 3.1 4.0 4.0 4.0

平均最高気温（℃）
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2-2-2-2 地形 

スーダンの地形は、紅海沿いの山地、南コルドファン州北部の山地、北ダルフールの中央付近か

ら中央・南ダルフール州境界付近の山地が分布し、標高 800m を超える山地が分布する。その他

は、標高 200～600mの勾配の緩やかな平坦な地形である。スーダンの地形図を図 2-13に示す。 

紅海州は山地及び平坦な丘陵地帯に位置している。ハルツーム州はナイル川、青ナイル川、白ナ

イル川沿いの河岸段丘および平坦な丘陵地内に位置している。北コルドファン州は平坦な丘陸地

内に位置している。 

 

出典：ASTER GDEMを基に JICA調査団作成、2019年 

図 2-13 スーダンの地形図 

 

2-2-2-3 地質 

2-2-2-3-1 調査対象地域の地質 

スーダンの地質は、表 2-7 および図 2-14に示すように先カンブリア紀に形成された結晶質基盤

岩の上に新生代第四紀沖積世までの各時代の堆積物からなる。 

ポートスーダンの地質は、主に先カンブリア紀に形成された結晶質基盤岩であり、紅海沿いに

は海成堆積物、内陸には未固結堆積物、火山岩やヌビア砂岩・他の層群が点在する。 

ハルツームの地質は、主にヌビア砂岩・他の堆積岩類、北側には結晶質基盤岩が分布し、北側に

は第四紀の固結堆積物が分布する。 
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北コルドファンの地質は、複雑に入り組んでおり、第四紀の固結堆積物、火山岩、ヌビア砂岩・

他の堆積岩類群及び結晶質基盤岩からなる。 

表 2-7 スーダンの地質 
時代 岩相 地質構造 

第四紀 沖積シルトおよび粘土、ところにより砂を含む最も若い堆積物。 
ナイル川および他の川の河床部に堆積する。 
これらはゲジラ、アラツシャンおよびガッシュ層群を含み、厚さは最大
でも 100m以下である。 

水平な地層傾斜
を示す。 

 

新第三紀 紅海海岸/沿岸に顕著にみられる堆積物 
大陸性の礫、砂、シルトおよび粘土、海成サンゴからなる石灰岩からな
る。これらの堆積物全体の厚さは 2,000mを超える。 

後期新第三紀
～第四紀 

 

ウム・ルワバ層群は、スーダンの中央部と南部の 2つの大きな地溝帯：
バラおよびブルーナイル/ディンダー地域、に分布する。ウム・ルワバ層
群は、未固結の沖積層および湖底堆積物、砂、粘土により構成される。
層厚は、150m～500mである。 

新第三紀 
火山岩類 

基底の火山岩からなる。 
 

地層の傾斜は 
水平～緩傾斜 

上部ジュラ紀
～下部白亜紀 

ヌビア砂岩層は、ほぼスーダンの三分の一の地域を覆う。これは、広い
水平あるい緩傾斜の構造をもつ礫岩とシルト岩を挟在するよく成層した
砂岩からなる。ハルツーム地下水盆、クファラ地下水盆、アトバラ地下
水盆、ブルーナイル地下水盆、ガダレフ地下水盆、サグ・エルナアム地
下水盆およびダルフール地下水盆内に分布する。  

主要断層は、ヌビ
ア砂岩層中に発
達する。 

カンブリア紀
～石炭紀 

チャドとの国境に沿ったスーダンの西側の非変成の砂岩等からなる。陶
石の挟在層が中央コルドファン基盤岩コンプレックスの上部を覆う。 

- 

先カンブリア
紀（基盤岩） 

スーダンのほぼ半分の地域に未分類の基盤岩類が分布する。これらは、
変成作用を受けた火山岩類、堆積岩類および変成岩からなる。また、こ
れらは酸性の片麻岩、コーツアイト、結晶片岩を含む。これらは主に花
崗岩の貫入に伴って形成されたものと考えられる。. 

NE-SW お よ び 
NW-SE の割れ目
が発達する。 

出典：British Geological Survey HP、2019年 

 
出典：British Geological Survey HP、2019年 

図 2-14 スーダンの表層地質図 

Red Sea

North Korudofan 
Khartoum
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2-2-2-3-2 サイト地質 

(1) 紅海州 

紅海州ポートスーダン・スワキ

ン周辺地表層はほぼ平坦であり、

粘性土及びシルト質細粒土であ

る。これらの地層には、砂岩や泥

岩が風化した地盤強度が低い土

壌が含まれている。但し、ポート

スーダン郡の新規処分場建設予

定地は山地に近く礫交じり土砂

でとても強固な地質であり、土の

掘削にはエクスカベーターなど

の掘削専用機械でないと掘削できない。一方、スワキンは粘性土及びシルト質細粒土主体の地質

であり、エクスカベーターなどの掘削機などに比べ効率は落ちるがホイールローダーでも掘削は

可能と考える。 

(2) 北コルドファン州 

北コルドファン州の地表層

はほぼ平坦であり、地質は粘性

土及びシルト質細粒土である。

これらの地層には、砂岩や泥岩

が風化した地盤強度が低い土

壌が含まれている。ウンルワバ

処分場建設地近傍では民間業

者により、盛土用の土の採取が

ホイールローダーでスムーズ

に行われている。また、シェイ

カン郡既存処分場も定期的にホイールローダーを借り上げ、ホイールローダーで敷地内の土を掘

削し、掘削した土を覆土材として利用している。 

 
2-2-3 環境社会配慮 

本事業は以下の理由からカテゴリーC に分類される（国際協力機構環境社会配慮ガイドライン

（2010年 4月発行））。本プロジェクトにおける計画コンポーネントは、収集車両、中継輸送車両

及び処分場で使用する重機を予定しており、当該機材整備による環境社会影響は想定されず、環

境社会配慮に係る許認可取得も必要としない。また、車両の排ガス規制はスーダンにはない。 

 

ポートスーダン郡 新規処分場
近隣の地質（礫混じり土砂） 

スアキン郡 新規処分場近隣の
地質(粘性土及びシルト質細粒土)

出典：JICA調査団撮影（2019年 4月時点） 

図 2-15 紅海州ポートスーダン・スワキン周辺表層地質 

ウンルワバ郡処分場建設予定地近
傍の民間業者の土取り場（粘性土
及びシルト質細粒度） 

シェイカン郡既存処分場（粘性土
及びシルト質細粒土） 

出典：JICA調査団撮影（2019年 3月時点） 

図 2-16 北コルドファン州周辺表層地質 
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2-3 当該国における無償資金協力事業実施上の留意点 

責任機関が HCENR、実施機関が SCC（KCC、RSCC、NKCC）であり、対象地域はハルツーム

州、紅海州及び北コルドファン州の 4郡である。したがって、HCENRと各 SCCの連携及び HCENR

による免税等の手続きが確実に実施される必要がある。 

また、「3-3-2その他の相手国側の負担事項」で詳述されるが、調達機材の運営・維持管理に係る

2022年度の予算で確保しなければならない。 

 

2-4 その他（グローバルイシュー等） 

2-4-1 ジェンダー主流化への効果 

スーダンでは、「国家廃棄物管理戦略」の制定を目指しており、ジェンダーイシューを反映させた

内容とし、本案件実施により、女性のみならず子や高齢者を含めた地域市民全他の健康被害の低

減、市民及び地方自治体とのコミュニケーション向上につながることが期待されている。他方、

本プロジェクトではジェンダー平等や女性のエンパワーメントに資する具体的な取組を実施する

に至らなかったため、ジェンダー分類は、【対象外】GI（ジェンダー主流化ニーズ調査・分析案件）

に該当する。 

 
2-4-2 新型コロナウイルスに係る対応 

2020年 12月時点、スーダンでは到着から 96時間以内の PCR陰性証明（英語）が必要となって

いる。同証明書があり、発熱していなければ、入国後の検疫は免除され、到着後 14日間の自主隔

離義務は 2020年 9月以降解除されている。入国のための査証（Entry VISA又は Residence VISA）

は必要である。現場では感染防止対策として、マスクの着用、小まめな手洗い、うがいやソーシ

ャルディスタンスの確保を励行する。 
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第3章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

本プロジェクトの上位目標及びプロジェクト目標は、下表に示すとおりである。 

表 3-1 上位目標とプロジェクト目標（案） 
上位目標 廃棄物管理能力向上を図り、もって対象地域の衛生環境の改善に寄与する。 
プロジェクト目標 ハルツーム州、紅海州、北コルドファン州の都市部の廃棄物収集・運搬・処理

能力の強化を通して、各実施機関が地域住民に対して衛生的な廃棄物管理サ
ービスを提供できるようになる。 

成果 1 ハルツーム州の中継輸送が強化される。 
成果 2 紅海州清掃公社の対象都市における廃棄物管理能力が向上する。 
成果 3 北コルドファン州清掃公社の対象都市における廃棄物管理能力が向上する。 

指標 

［定量的効果］ 
・ごみ収集・処分量（トン/日）（RSCC、NKCC） 
・ごみ輸送量（トン/日）（KCC） 
［定性的効果」 
・廃棄物管理行政サービスの向上 
・廃棄物適正処理による都市衛生環境の改善 

出典：JICA調査団、2019年 

 
3-1-2 計画目標年度 

計画目標年度は計画機材が整備され、稼働し始める 2022年とする。 

 
3-1-3 プロジェクトのコンポーネント 

本プロジェクトのコンポーネントは表 3-2のとおりである。 

表 3-2 対象州・郡におけるごみ収集機材の調達（案） 

対象州・郡 
 

廃棄物管理用機材 

ハルツー
ム州 

紅海州 北コルドファン州 

合計 ポートスー
ダン郡 

スアキン郡 シェイカ
ン郡 

ウンルワ
バ郡 

コンパクター12m3 - 15台 2台 23台 4台 44台 
コンテナ
キャリア 

車両 - 9台 1台 6台 1台 17台 
コンテナ 8m3 - 18個 2個 12個 2個 34個 

中継輸送
機材 

トラクターヘッ
ド 

20台 - - - - 20台 

コンテナトレー
ラ 75m3 

20個 - - - - 20個 

維持管理用ツール - 1セット 1セット 1セット 1セット 4セット
備考：標準スペアパーツは車両それぞれに含まれる。 
出典：JICA調査団、2020年 
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対象 4 郡それぞれのワークショップに調達する維持管理用ツール（案）は表 3-3 のとおりであ

る。 

表 3-3 対象 4 郡におけるワークショップに調達する維持管理用ツール（案） 
番号 機材名 単位 数量 

1 ラチェットセット（3/4インチ） 組 1 
2 ラチェットセット（3/8インチ） 組 1 
3 標準スパナセット 組 1 
4 大型スパナセット 組 1 
5 モンキーレンチ 組 1 
6 トルクレンチ 組 1 
7 帯鉄レンチ 組 1 
8 プライヤセット 組 1 
9 圧着工具 組 1 

10 ドライバーセット 組 1 
11 長尺六角棒セット 組 1 
12 ゴムハンマー 組 1 
13 スレッジハンマー 組 1 
14 デモリションバール 組 1 
15 プライバール 組 1 
16 普通パイプレンチ（250ミリ） 組 1 
17 スチールキャビネット 組 1 
18 大型パイプレンチ（450ミリ） 組 1 
19 標準六角棒セット 組 1 
20 大型六角棒セット 組 1 

出典：JICA調査団、2020年 

 
3-1-4 最終処分場運用機材調達（案） 

対象 4郡の最終処分場運用機材の調達案として下記の表 3-4に示す 

表 3-4 対象 4 郡における処分場機材の調達（案） 

対象州・郡 
 

最終処分場運用機材 

紅海州 北コルドファン州 
合計 ポートスー

ダン郡 
スアキン
郡 

シェイカン
郡 

ウンルワ
バ郡 

ブルドーザー21トン 1台 - 1台 - 2台 
ホイールローダー3m3 -  1台 - 1台 
ホイールローダー2m3 - 1台 - 1台 2台 
エクスカベーター0.8m3 1台 - - - 1台 
ダンプトラック 10トン 1台 - 1台 - 2台 
備考：スペアパーツを含む 
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-1-5 ソフトコンポーネント 

調達機材の技術的操作や維持管理能力を強固にするために、ソフトコンポーネントとして以下

の活動を行う。 

 予防保全技術指導 

 車両及び重機故障時対応指導 

 スペアパーツ・消耗品の保管・管理指導 

 労働安全衛生（OSH）の徹底指導 
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3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

3-2-1-1 基本方針 

紅海州と北コルドファン州の対象 4 郡で、廃棄物収集のための機材と処分場運用機材の不足が

重大な問題となっているため、4郡の機材の整備を最優先とする。また、ハルツーム州で、独自に

中継輸送施設を整備したものの、処分場までの中継輸送機材が大きく不足しており、この改善を

図る。同時に円滑な維持管理を可能とするよう配慮する。 

 

3-2-1-2 自然環境条件に対する方針 

対象地域は全て砂漠地帯の中にあり、自然条件が厳しく、乾季における日中の気温は摂氏 40度

以上になることが多いため、全ての調達機材の塗装の劣化が進まないように直射日光及び温度上

昇に強い塗装を計画する。 

対象地域内の道路事情は、主要都市間の幹線道路は舗装道路が主であるが、幹線道路以外は未

舗装の道路がほとんどである。また、前回のハルツーム廃棄物無償案件では未舗装の道路状況が

劣悪で、①フェンダー、②アクセルコントロールワイヤー、③コントロールレバーピン、④スプ

ラッシュガードの破損・脱落等があったため、振動及び砂嵐対策を計画する。 

なお、対象地域は標高 1,000m以下であるため、高地仕様は計画しない。 

 

3-2-1-3 社会経済条件に対する方針 

スーダン国民の多くはイスラム教徒であり、毎年約 1 ヶ月間に亘り行われるラマダンやその後

のイード期間中は休暇を取る職員が多い。このため、これらの期間については本プロジェクトに

よる調達機材の納入･検査、据付、初期操作指導等の業務は極力避ける。 

また、イスラム教では 1日 5回の礼拝が行われる。この内 2回は日中の時間帯にあたっている。

業務遂行にあたっては、スーダン側関係者の礼拝について配慮することが重要である。 

 

3-2-1-4 調達事情に対する方針 

廃棄物収集車両についてはスーダン国内で多くの日本製機材の調達実績があることから、本邦

調達とする。中継輸送車両については、75m3 コンテナトレーラが日本で製造されていないこと、

また、ハルツーム州は第三国からの調達実績があることから、第三国調達とする。最終処分場運

用機材については世界中でも製造しているメーカーが限られているうえ、ブルドーザーを製造し

ている日系メーカーが、アメリカ合衆国による同国への経済制裁に配慮し、同国への販売を自主

規制している。また、ブルドーザー以外のエクスカベーター及びホイールローダーについても同

国への販売を自主規制しているため、第三国調達も含めた計画とする。ハルツーム州には収集車

両、中継輸送車両及び処分場運用機材を扱う代理店が複数社あり、日本製品及び第三国製品を扱

った経験を有する業者もあるため、いずれの調達も円滑に行うことができると考える。 
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3-2-1-5 現地業者の活用に対する方針 

対象中心機材は、本邦あるいは第三国調達となるため、製作において現地業者は係わらない。国

内輸送及び運営・維持管理段階で現地業者が活用されることになる。 

 

3-2-1-6 運営・維持管理に対する方針 

本プロジェクトで調達される機材は、対象 4郡、1州に配備され、各郡、州により運営・維持管

理が行われる。ハルツーム州は前回の無償資金協力で建設したワークショップを活用して運営・

維持管理を行う。4郡については、スアキン以外は整備工場を保有しているが、日常点々程度の簡

易な整備しか対応できない。スアキンについては、簡易な整備は RSCC からの支援を受ける。重

度な故障の整備については、紅海州と北コルドファンともに公共事業公社からの支援を受ける。 

 

3-2-1-7 機材等のグレードの選定に係る方針 

本プロジェクトの機材のグレードは、現地調査の結果、対象 4 郡では過剰な設備を有する車両

は存在しておらず、10年以上前に調達された車両をいまだに使用しているケースもあった。今回

の機材のグレードに関しても、ごみの収集車両及び中継輸送が問題なく行え、維持管理も容易な

標準的なグレードとすることを基本とする。また、最終処分場運用機材についても同様に標準的

なグレードとする。 

 

3-2-1-8 調達方法、工期に係る方針 

廃棄物収集運搬機材は、本邦調達を原則とする。中継輸送車両は 75m3コンテナトレーラが日本

で製造されていないため、第三国調達とする。最終処分場運用機材は、本邦調達では競争性が確

保できないことから第三国調達とする。本邦調達機材の工期については、大量の機材を輸送する

という点に留意し、海上輸送の日程及びルートを計画する（「2-4-2-4 輸送計画」に詳細あり）。 

 
3-2-2 基本計画（機材計画） 

本調査で調達を想定している機材の設計方針は以下のとおりである。 

 
3-2-2-1 北コルドファン州 

(1) 廃棄物収集運搬機材 

 収集運搬に効率的で衛生的なコンパクターを基本とし、家庭ごみ及び 30%のマーケット（小

さな市場）からのごみを収集する。 

 70%のマーケット（大きな市場）からのごみの収集運搬は、ごみが同じエリアから大量に排

出され、ごみ排出時間も不定期であることを考慮しコンテナキャリアとする。 
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(2) 処分場運営機材 

 処分場の運営に必要なブルドーザー（転圧）、ホイールローダー（覆土掘削等）、エクスカ

ベーター（覆土掘削）、ダンプトラック（覆土輸送）とする。 

 上記機材は一般的な重機であり、処分場の運営だけでなく、現在ごみが散乱している場所

の改善や新規最終処分場の建設工事、他の土木工事等にも有効に活用できる。 

(3) 車両整備機材 

 車両整備のための機材（維持管理用ツール）は各郡 1セットとする。 

 機材のグレードは、前回無償でハルツーム州 7 郡に調達した「ローカルワークショップ用

車両整備機材」と同レベルの車両整備工具セットを基本とし、必要に応じて工具を追加す

る。 

 

3-2-2-2 紅海州 

(1) 廃棄物収集運搬機材 

 収集運搬に効率的で衛生的なコンパクターを基本とし、家庭ごみ及び 30%のマーケット（小

さな市場）からのごみを収集する。 

 70%のマーケット（大きな市場）からのごみの収集運搬は、ごみが同じエリアから大量に排

出され、ごみ排出時間も不定期であることを考慮しコンテナキャリアとする。 

(2) 処分場運営機材 

 処分場の運営に必要なブルドーザー（転圧）、ホイールローダー（覆土掘削等）、エクスカ

ベーター（覆土掘削）、ダンプトラック（覆土輸送）とする。 

 上記機材は一般的な重機であり、処分場の運営だけでなく、現在ごみが散乱している場所

の改善や新規最終処分場の建設工事、他の土木工事等にも有効に活用できる。 

(3) 車両整備機材 

 車両整備のための機材（維持管理用ツール）は各郡 1セットとする。 

 機材のグレードは、前回無償でハルツーム州 7 郡に調達した「ローカルワークショップ用

車両整備機材」と同レベルの車両整備工具セットを基本とし、必要に応じて工具を追加す

る。 

 
3-2-2-3 ハルツーム州 

(1) ハルツーム州中継施設における輸送機材 

 中継施設から処分場までごみを輸送するごみ輸送トレーラとする。 

 現在ハルツーム州で稼働している中継施設、計画している中継施設で利用可能な機材とす

る（中継施設のダンピングプラットフォームの高さ等を考慮）。 

 既存のごみ押し込み装置式は故障が多いため、維持管理が容易なオープン型の大型トレー

ラを基本とする。 
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3-2-2-4 機材基本計画 

運営・維持管理能力及び必要性、効率性を勘案した機材の種類と数量は以下のとおりである。 

表 3-5 調達する機材の種類と数量（案） 

項目 
ハルツー
ム州 

紅海州 北コルドファン州 
合計 ポートスー

ダン郡 
スアキン郡 シェイカ

ン郡 
ウンルワ
バ郡 

1．廃棄物
収集運搬
機材 

コンパクター12m3 - 15台 2台 23台 4台 44台 
コンテナ
キャリア 

車両 - 9台 1台 6台 1台 17台 
コンテナ 8m3 - 18個 2個 12個 2個 34個 

2．中継輸
送機材 

トラクターヘッド 20台 - - - - 20台 
コンテナトレーラ 75m3 20個 - - - - 20個 

3．最終処
分場運用
機材 

ブルドーザー21トン - 1台 - 1台 - 2台 
ホイールローダー3m3 - - - 1台 - 1台 
ホイールローダー2m3 - - 1台 - 1台 2台 
エクスカベーター0.8m3 - 1台 - - - 1台 
ダンプトラック 10トン - 1台 - 1台 - 2台 

4．車両整備機材（維持管理用ツール） - 1セット 1セット 1セット 1セット 4セット

出典：JICA調査団、2020年 

 
3-2-2-5 ハルツーム州中継輸送機材計画 

2022年におけるハルツーム州のごみ処理フローを以下に示す。 

 
出典：Clean Khartoum Master Plan 2 (Dec. 2016)を元に調査団作成 

図 3-1 ハルツーム州全体のごみ処理フロー（2022 年） 

70% 1.ハルツーム T/S(1,200トン/日)
ハルツーム LA 1,006 トン/日

1,437 トン/日
30% 8.ソバ T/S(1,350トン/日)

431 トン/日
570 トン/日 ハルツーム L/S

70% 1001 トン/日 (合計) 2,251 トン/日
ジャバル・アウリア LA

815 トン/日
30% 7.アンドロス T/S(800トン/日)

244 トン/日

ウンバダ LA 100% 3.ウンバダ T/S(900トン/日)
752 トン/日 752 トン/日

カラリ LA 100% 5.カラリ T/S(600トン/日)
547 トン/日 547 トン/日

40% 6.南オンドルマン T/S(400トン/日) オンドルマン L/S
344 トン/日 2159 トン/日

オンドルマン LA
860 トン/日 60% 2.オンドルマン T/S(1,050トン/日)

516 トン/日

バハリ LA
741 トン/日 100% 4.ワデフィア T/S(1,050トン/日)

570 トン/日 バハリ L/S
シャルガナイル LA 100% 741 トン/日 1,312 トン/日

570 トン/日 1,312 トン/日 (合計)

5,722 トン/日
ごみ輸送量合計
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これら中継施設から処分場までの中継輸送に対し、KCCの既存機材（予算確保済み機材を含む）

での輸送を差し引き、不足する量に対して必要なコンテナトレーラ＋トラクターヘッドを計画す

る。 

KCC が新規でコンテナトレーラ＋トラクターヘッドの 44 台の調達を計画したが、20 台の予算

確保しか出来ていない状況であった。現在 20台は調達済みである。また、建設中の 5か所の中継

施設が 2020年に完成となっていることから、ニーズに至急対応する必要がある。不足している中

継輸送機材（コンテナトレーラ＋トラクターヘッド）を下記の表のように検討した。主に中継施

設から処分場までの走行距離、交通状態を考慮したトリップ数、中継施設の輸送量に基づいて計

画した。 

表 3-6 中継輸送において不足している中継輸送機材の検討 

No. T/S 
中継基地 

ごみ輸送量
（2022年）
（トン/日）
（A） 

ごみ処分量
（トン/日） 

既存 
トレーラ数

2022年既存
トレーラ輸
送能力（ト
ン/日）（B）

新規トレ
ーラ調達
台数 

1台当たり
新規トレー
ラ輸送量
（トン/トリ
ップ） 

トリ
ップ
/日 

2022年新
規トレー
ラ輸送量
（トン/
日）（C） 

2022年不足
輸送量（ト
ン/日） 

（A）-（B）
-（C）=（D）

1 ハルツーム 1,006 ハルツー
ム L/S 

2,251 

9 548 0 20.3 3 0 458
7 アンドロス 244 0 0 2 20.3 6 244 0
8 ソバ 1,001 0 0 6 20.3 3 365 636
2 オンドルマン 516

オンドル
マン L/S 

2,159 

5 508 0 20.3 5 0 8
3 ウンバダ 752 6 609 0 20.3 5 0 143
5 カラリ 547 0 0 2 20.3 5 203 344
6 南オンドルマン  344 0 0 2 20.3 3 122 222

4 ワデフィア 1,312 バハリ L/S 
1,312 0 0 8 20.3 4 650 662

  合計 5,722 5,722 20 1,665 20     1,583 2,474
備考：既存トレーラ配置済みの中継施設を着色で示す。 
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-2-2-6 紅海州・北コルドファン州ごみ収集機材計画 

ごみ収集機材計画は、下図のフローに基づいて策定する。既存ごみ収集車両は、車齢 16年以下

のものと、それ以上の老朽化した車両で構成されている。ごみ収集機材計画では、これらの既存

ごみ収集車両の能力を評価し、適正な調達台数を算出する。 

 
出典：JICA調査団、2019年 

図 3-2 ごみ収集機材計画の策定フロー 
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ごみ収集車両の収集運搬能力は、以下の式のとおり算出する。 

収集能力（トン/日）=容量（m3）×トリップ数（回/日）×比重（トン/m3）×積載率×稼働率×有

効率 

積載率： 収集運搬車両の 1回当たりの公称運搬能力を 100%とした場合の実際に積載できる
廃棄物量。本調査では、90%とした。 

稼働率： 休日・待機日・修理日等の非稼働日なしで 1 日当たりの計画作業量を実施した場
合の合計作業量（日数）を 100%とした場合の実際の作業量（日数）。本調査では、
週 6日の稼働を想定して 86%（＝6日÷7日）とした。 

有効率： 機材の老朽化に伴う稼働率の低下に関わる指標。本来可能であると考えられる適
切な稼働率での作業量（日数）を 100%とした場合の実際の作業量（日数）。本調査
では、以下の値を採用する。 

表 3-7 有効率 
計画目標年次における機材年齢 計画有効率 

10年以下 100% 
11年以上 15年以下 50% 
16年以上 0%（廃棄） 
出典：JICA調査団、2019年 

 

ごみ収集車に積載した際に廃棄物の比重は、以下のとおり設定する。 

表 3-8 積載時の廃棄物の比重 

項目 比重（トン/m3） 

コンパクター 0.50 
コンテナキャリア（リフトタイプ） 0.35 
トレーラー・コンテナ 0.30 
ダンプトラック 0.35 
出典：JICA調査団、2019年 

 

新規車両のトリップ数は、既存車両のトリップ数を参考として表 3-9のとおりの計画とする。市

内に中継施設を持たない 4郡では、コンパクターが 2トリップ、コンテナキャリアが 2トリップ

とした。 

表 3-9 新規車両のトリップ数 
州名 紅海州 北コルドファン州 

郡名/項目 ポートスーダン郡 スアキン郡 シェイカン郡 ウンルワバ郡 
コンパクター 2 2 2 2
コンテナキャリア（リフトタイプ） 2 2 2 2

出典：JICA調査団、2019年 

 

(1) 収集運搬計画 

本調査の計画年次は、3年後の 2022年とする。2022年のごみ発生量は、表 3-10に示すとおりで

ある。なお、人口推計は 2008年国勢調査、ごみの発生原単位は現状と同じ値を採用した。運営・

維持管理ができる郡にのみ、整備することとする。 
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表 3-10 計画年次におけるごみ発生量 
州名 紅海州 北コルドファン州 

合計 
郡名/項目 

ポートスー
ダン郡 

スアキン
郡 

シェイカ
ン郡 

ウンルワバ
郡 

2022年計画人口 

都市部人口 565,158 60,804 494,348 81,854 1,202,164
郊外部人口 0 32,843 254,694 410,571 698,108
遊牧民 6,562 24,015 22,976 8,941 62,494
合計 571,720 117,6662 772,018 501,366 1,962,766

家庭ごみ発生量（kg/人/日） 0.38 0.38 0.5 0.5 -

ごみ発生量（トン/
日） 

家庭ごみ 217 45 386 251 899
市場ごみ 156 24 200 70 450
その他ごみ - - 40 25 65

都市部割（%） 99 52 64 16 -
計画収集率（%） 70 70 70 70 -

計画収集量（トン/
日） 

家庭ごみ 150 16 173 29 368
市場ごみ 108 9 90 8 215
その他ごみ 0 0 18 3 21
合計 258 25 281 40 604

出典：JICA調査団、2020年 

 

(2) 計画年次における既存機材の収集運搬能力 

計画年次の 2018 年時点の既存機材の収集運搬能力は、表 3-11 に示すとおりである。既存機材

のトリップ数については、原則、現状と同じトリップ数とするが、最低でも 2 トリップは行うも

のとした。また、算出の詳細を「資料-6-1 計画機材台数根拠」に示す。 

表 3-11 2018 年時点の既存機材の収集運搬能力 
州名 紅海州 北コルドファン州 

合計 
郡名/項目 

ポートス
ーダン郡

スアキン
郡 

シェイカ
ン郡 

ウンルワ
バ郡 

既存収集車両台数 

コンパクター 12 0 2 0 14
コンテナキャリア
（アームタイプ） 

0 0 1 1 2

トラクター 25 2 9 5 41
ダンプトラック 3 0 12 2 17
合計（台） 40 2 24 8 74

既存機材の収集運搬能力（トン/日） 99 6 61 23 189
出典：JICA調査団、2020年 
 
(3) 新規調達台数の検討 

計画収集量から既存機材の収集運搬能力を差し引くと、不足する収集運搬能力は、表 3-12に示

すとおり全体で 440トン/日となる。これをコンパクター（12m3）とコンテナキャリア（アームタ

イプ）（12m3）が収集することとする。また、算出の詳細を「資料-6-1 計画機材台数根拠」に示す。 

  



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                        準備調査報告書 

60 

表 3-12 2022 年時点で不足する収集運搬能力 
州 紅海州 北コルドファン州 

合計 
郡/項目 

ポートスー
ダン郡 

スアキン郡
シェイカン
郡 

ウンルワバ
郡 

計画収集量（トン/日） 258 25 281 40 604

2022年時点の
既存機材台数
（台） 

コンパクター 6 0 1 0 7
コンテナキャリア
（アームタイプ） 

0 0 1 1 2

トラクター 16 2 8 0 26
ダンプトラック 2 0 12 2 16
合計（台） 24 2 22 3 51

既存機材の収集運搬能力（トン/日） 97 6 56 5 164
収集運搬不足能力（トン/日） 161 19 225 35 440
出典：JICA調査団、2020年 

 

上述の条件のもと新規調達台数は、表 3-13に示すとおり算出される。積載率、稼働率及び比重

は、既存機材と同じ条件とした。また、算出の詳細を「資料-6-1 計画機材台数根拠」に示す。 

表 3-13 新規調達台数 
州 紅海州 北コルドファン州 

合計 
郡/項目 

ポートス
ーダン郡 

スアキン
郡 

シェイカ
ン郡 

ウンルワ
バ郡 

コンパクター 15 2 23 4 44
コンテナキャリア（リフトタイプ） 9 1 6 1 17
合計（台） 24 3 29 5 61
新規機材の収集運搬能力（トン/日） 171 22 231 40 464
出典：JICA調査、2020年 
 

表 3-14に 2022年での既存機材及び新規機材のごみ収集量を整理する。また、算出の詳細を「資

料-6-1 計画機材台数根拠」に示す。 

表 3-14 2022 年時点で計画収集量（既存及び新規機材収集運搬能力） 
州名 紅海州 北コルドファン州 

 合計 
郡名/項目 

ポートス
ーダン郡

スアキン
郡 

シェイカ
ン郡 

ウンルワ
バ郡 

2022年計画収集量（トン/日） 258 25 281 40 604
既存機材の収集運搬能力（トン/日） 97 6 56 5 164
新規機材の収集運搬能力（トン/日） 171 22 231 40 464
合計収集運搬能力（トン/日） 268 28 287 45 628
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-2-2-7 紅海州・北コルドファン州最終処分場運用機材計画 

3-2-2-7-1 紅海州最終処分場運用機材計画 

(1) 埋立処分計画 

紅海州の対象郡の処分場運用計画を以下に示し、処分場運用機材に求められる計画作業量を表

3-15に示す。 

【処分場運用計画】 

 受け入れ時間は午前 8時から午後 6時までの 10時間とする。 
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 重機の稼働時間は最大 8時間とする。  

 覆土量は埋立ごみ量の 10%（ごみ層 2mごとに、20cmの覆土を行う）とする。 

 ごみの埋立作業重機は、①ごみ・覆土敷均し転圧機材、②覆土掘削機材、③覆土運搬機材

を基本とする。 

表 3-15 ごみ埋立量及び処分場運用機材の計画作業量 
州名 紅海州 北コルドファン州 

備考 
郡名/項目 ポートスーダン郡 スアキン郡 

a. ごみ搬入量（トン/日） 258 25  
b. ごみ比重（敷均し・転圧前）（トン/m3） 0.5 0.5  
c. ごみ埋立量（敷均し・転圧前）（m3/日） 516 50 =a / b 
d. 覆土量（敷均し・転圧後）（m3/日） 52 5 e × 10% 
e. 計画作業量    
e-1. ごみ・覆土転圧機材の作業量（m3/日） 568 55 =c+d 
e-2. 覆土掘削・運搬機材の作業量（m3/日） 52 5 =d 
出典：JICA調査団、2020年 

 

(2) 処分場運用機材の調達方針 

1) 機材の選定方針 

① ごみ・覆土敷均し転圧機材は、計画地は風が強くごみや覆土の飛散を防止するために、十分

な転圧能力が必要なことから 21トンクラス以上のブルドーザーとする。 

② ごみ・覆土埋立量が 300m3/日*4以上の場合の処分場運用機材は、①ごみ・覆土敷均し転圧機

材、②覆土掘削機材、③覆土運搬機材とする。300m3/日*4以下の場合は経済性などを考慮し

て処分場運用機材はホイールローダーのみとする。その場合、ホイールローダーはごみの敷

均し・運搬及び覆土の掘削・運搬を 1台で行う。また、ホイールローダーはごみ・覆土の締

固めができないため、定期的に ACRのブルドーザーによる締固めを実施する。 

③ 覆土掘削機材は、覆土採取場の地質が土砂などの柔らかい地質の場合は汎用性の高いホイ

ールローダーとする。砂礫などの固い地質の場合はエクスカベーターとする。 

④ 覆土運搬車両は雨が少ない場合は 2WDとし、多い場合は 4WDとする。 

⑤ 覆土運搬車両は覆土の運搬効率や不法投棄廃棄物の除去などの併用作業も考慮して 10トン

クラス以上とする。 

2) 機材の種類の選定 

各郡のごみ埋立作業用機材の種類を設計方針と計画条件から以下のように選定した。 

表 3-16 埋立作業用機材の選定（紅海州） 

郡名 
計画条件 ごみ埋立作業用機材 

ごみ・覆土埋立
量（トン/日）

計画地雨量 
計画地 
地質 

ごみ・覆土敷
均し転圧機材 

覆土 
掘削機材 

覆土 
運搬機材 

ポートスー
ダン郡 

568 
少ない 

礫交じり土砂 ブルドーザー 
エクスカベー
ター 

ダンプトラッ
ク 

スアキン郡 55 土砂 ホイールローダー 
出典：JICA調査団、2020年 

                                                        
*4 21トンクラスのブルドーザーの稼働率を 50%確保する。 
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3) 機材能力の設定 

ごみ埋立作業用の機材の標準作業量は我が国の各指針*5を基に以下のように算出する。 

【標準作業量の算出方法】 
1) ブルドーザー 
21トン級ブルドーザー：600 m3/日 

2) エクスカベーター 
以下の式により、標準作業量を算出する。 

Q = 3,600 × q0 ×K × f × E / Cm  
Q:運転時間当たりの作業量（m3/h）、q0:バケット容量（m3）、K:バケット係数（0.6）、f: 土量換算係
数（1.0）、E:作業効率（0.8）、Cm:サイクルタイム（36 sec）（ ）内：採用した値 
バケット容量 0.8 m3の場合、運転時間当たり作業量は、以下の通り 38.4 m3/時間となる。  
Q= 3,600 × 0.8 × 0.6 × 1.0 × 0.8 / 36 = 38.4 m3/h 

3) ホイールローダー 
以下の式により、標準作業量を算出する。 

Q = 3,600 × q0 × K × f × E / Cm  
Q:運転時間当たりの作業量（m3/h）、q0:バケット容量（m3）、K:バケット係数（0.5）、f: 土量換算係
数（1.0）、E:作業効率（0.55）、Cm:サイクルタイム（ごみ敷均し作業：83 sec、覆土掘削・運搬作業：
173 sec）（ ）内：採用した値 
 バケット容量 2.0 m3の場合、運転時間当たりのごみ敷均し作業及び覆土掘削・運搬作業量は、

それぞれ以下の通り、23.9 m3/時間と 11.4 m3/時間になる。  
Q= 3,600 × 2.0 × 0.5 × 1.0 × 0.55 / 83 = 23.9 m3/h 
Q= 3,600 × 2.0 × 0.5 × 1.0 × 0.55 / 173 = 11.4 m3/h 
 

4) ダンプトラック（10トンクラス） 
以下の式により、標準作業量を算出する。 

Q = 60 × C × f × E / Cm  
Q:運転時間当たりの作業量（m3/h）、C:1回の積載土量（5.3m3）、f: 土量換算係数（1.0）、E:作業効
率（0.9）、Cm:サイクルタイム（18 min）（ ）内：採用した値 
 10tクラスの場合、運転時間当たりの覆土運搬作業量は、以下の通り 15.9 m3/時間となる。  
Q= 60 × 5.3 × 1.0 × 0.9 / 18 = 15.9 m3/h  

 

(3) 埋立作業用機材の調達計画 

1) ポートスーダン 

ポートスーダン処分場の埋立作業用機材の調達計画を以下に示す。  

表 3-17 埋立作業用機材の調達計画（ポートスーダン郡） 

 計画作業量 
（m3/日） 

新規機材 
台数 
（台）

規格 
標準作業量 作業時間 

（時間） 
作業量
（m3/日）（m3/時間）（m3/日） 

ごみ・覆土敷均し転圧機材 568 1 21 ﾄﾝ ｸﾗｽ ― 600 ― 600
覆土掘削機材 52 1 0.8m3 ﾊﾞｹｯﾄ 38.4 ― 1.4 53.8
覆土運搬機材 52 1 10 ﾄﾝ ｸﾗｽ 15.9 ― 3.3 52.5

出典：JICA調査団、2020年 

                                                        
*5 国土交通省土木工事積算基準、道路土工 施工指針、2019年 
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2) スアキン 

スアキン処分場の埋立作業用機材の調達計画を以下に示す。 

表 3-18 埋立作業用機材の調達計画（スアキン郡） 

 計画作業量 
（m3/日） 

新規機材 
台数 
（台）

規格 
標準作業量 作業時間 

（時間） 
作業量
（m3/日）（m3/時間）（m3/日） 

ごみ・覆土敷均し機材 55 
1 2.0m3 ﾊﾞｹｯﾄ

23.9 ― 2.3 55.0
覆土掘削機材 5 11.4 ― 0.5 5.7
覆土運搬機材 5 ―  

合 計 ― ― ― ― ― 2.8 ― 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-2-7-2 北コルドファン州最終処分場運用機材計画 

(1) 埋立処分計画 

北コルドファン州の対象郡の処分場運用計画を以下に示し、処分場運用機材に求められる計

画作業量を表 3-19に示す。 

【処分場運用計画】 

 受け入れ時間は午前 8時から午後 6時までの 10時間とする。 

 重機の稼働時間は最大 8時間とする。  

 覆土量は埋立ごみ量の 10%（ごみ層 2mごとに、20cmの覆土を行う）とする。 

 ごみの埋立作業重機は、①ごみ・覆土敷均し転圧機材、②覆土掘削機材、③覆土運搬機材

を基本とする。 

 

表 3-19 ごみ埋立量及び処分場運用機材の計画作業量 
郡名/項目 シェイカン郡 ウンルワバ郡 備考 

a. ごみ搬入量（トン/日） 281 40  
b. ごみ比重（敷均し・転圧前）（トン/m3） 0.5 0.5  
c. ごみ埋立量（敷均し・転圧前）（m3/日） 562 80 =a / b 
d. 覆土量（敷均し・転圧後）（m3/日） 56 8 e × 10% 
e 計画作業量   
e-1. ごみ・覆土転圧機材の作業量（m3/日） 618 88 =c+d 
e-2. 覆土掘削・運搬機材の作業量（m3/日） 56 8 =d 
出典：JICA調査団、2020年 

 

(2) 処分場運用機材の調達方針 

1) 機材の選定方針 

① ごみ・覆土敷均し転圧機材は、計画地は風が強くごみや覆土の飛散を防止するために、十分

な転圧能力が必要なことから 21トンクラス以上のブルドーザーとする。 
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② ごみ・覆土埋立量が 300m3/日*6以上の場合の処分場運用機材は、①ごみ・覆土敷均し転圧機

材、②覆土掘削機材、③覆土運搬機材とする。300m3/日*6以下の場合は経済性などを考慮し

て処分場運用機材はホイールローダーのみとする。その場合、ホイールローダーはごみの敷

均し・運搬及び覆土の掘削・運搬を 1台で行う。また、ホイールローダーはごみ・覆土の締

固めができないため、定期的に DRPのブルドーザーによる締固めを実施する。 

③ 覆土掘削機材は、覆土採取場の地質が土砂などの柔らかい地質の場合は汎用性の高いホイ

ールローダーとする。砂礫などの固い地質の場合はエクスカベーターとする。 

④ 覆土運搬車両は雨が少ない場合は 2WDとし、多い場合は 4WDとする。 

⑤ 覆土運搬車両は覆土の運搬効率や不法投棄廃棄物の除去などの併用作業も考慮して 10トン

クラス以上とする。 

 

2) 機材の種類の選定 

各郡のごみ埋立作業用機材の種類を設計方針と計画条件から以下のように選定した。 

表 3-20 埋立作業用機材の選定（北コルドファン州） 

郡名 
計画条件 ごみ埋立作業用機材 

ごみ・覆土埋立
量（トン/日） 

計画地 
雨量 

計画地 
地質 

ごみ・覆土 
敷均し転圧機材

覆土 
掘削機材 

覆土 
運搬機材 

シェイカン郡 618 
少ない 土砂 

ブルドーザー ホイールローダー ダンプトラック
ウンルワバ郡 88 ホイールローダー 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3) 機材能力の設定 

ごみ埋立作業用の機材の標準作業量は我が国の各指針7を基に以下のように算出する。 

【標準作業量の算出方法】 
1) ブルドーザー 
21トン級ブルドーザー：600 m3/日 

 
2) ホイールローダー 
以下の式により、標準作業量を算出する。 

Q = 3,600 × q0 × K × f × E / Cm  
Q:運転時間当たりの作業量（m3/h）、q0:バケット容量（m3）、K:バケット係数（0.5）、f: 土量
換算係数（1.0）、E:作業効率（0.55）、Cm:サイクルタイム（ごみ敷均し作業：83 sec、覆土掘
削・運搬作業：173 sec）（ ）内：採用した値 
 バケット容量 3.0 m3の場合、運転時間当たりの覆土掘削作業量は、以下の通り 35.8m3/時
間となる。  
Q= 3,600 × 3.0 × 0.5 × 1.0 × 0.55 / 83 = 35.8 m3/h 

 バケット容量 2.0 m3の場合、運転時間当たりのごみ敷均し作業及び覆土掘削・運搬作業
量は、それぞれ以下の通り、23.9 m3/時間と 11.4 m3/時間になる。  
Q= 3,600 × 2.0 × 0.5 × 1.0 × 0.55 / 83 = 23.9 m3/h 
Q= 3,600 × 2.0 × 0.5 × 1.0 × 0.55 / 173 = 11.4 m3/h 
 

                                                        
*6 21トンクラスのブルドーザーの日稼働率を 50%確保する。 
*7 国土交通省土木工事積算基準、道路土工 施工指針、2019年 
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3) ダンプトラック（10トンクラス） 
以下の式により、標準作業量を算出する。 

Q = 60 × C × f × E / Cm  
Q:運転時間当たりの作業量（m3/h）、C:1回の積載土量（5.3m3）、f: 土量換算係数（1.0）、E:作
業効率（0.9）、Cm:サイクルタイム（18 min）（ ）内：採用した値 
 10 トンクラスの場合、運転時間当たりの覆土運搬作業量は、以下の通り 15.9 m3/時間と
なる。  

Q= 60 × 5.3 × 1.0 × 0.9 / 18 = 15.9 m3/h  
 

(3) 埋立作業用の機材の調達計画 

1) シェイカン 

シェイカン処分場の埋立作業用機材の調達計画を以下に示す。  

表 3-21 埋立作業用機材の調達計画（シェイカン郡） 

 計画作業量 
（m3/日） 

新規機材 

台数 
（台）

規格 
標準作業量 

作業時間 
（時間） 

作業量
（m3/日）作業時間

（時間）
作業量
（m3/日） 

ごみ・覆土敷均し転圧機材 618 1 21 ﾄﾝ ｸﾗｽ ― 600 ― 600
覆土掘削機材 56 1 3.0m3 ﾊﾞｹｯﾄ 35.8 ― 1.6 57.3
覆土運搬機材 56 1 10 ﾄﾝ ｸﾗｽ 15.9 ― 3.5 55.7

出典：JICA調査団、2020年 

 

2) ウンルワバ 

ウンルワバ処分場の埋立作業用機材の調達計画を以下に示す。 

表 3-22 埋立作業用機材の調達計画（ウンルワバ郡） 

 計画作業量 
（m3/日） 

新規機材 

台数 
（台）

規格 
標準作業量 

作業時間 
（時間） 

作業量
（m3/日）作業時間

（時間）
作業量
（m3/日） 

ごみ・覆土敷均し機材 88 
1 2.0m3 ﾊﾞｹｯﾄ

23.9 ― 3.7 88.4
覆土掘削機材 

8 11.4 
― 0.8 9.1

覆土運搬機材 ― 
合 計 ― ― ― ― ― 4.5 ― 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-2-8 処分場調達機材まとめ 

埋立作業用の調達機材一覧を以下に示す。 

表 3-23 埋立作業用の調達機材まとめ 
州名 郡名 機材名 規格 台数 備考 

紅海州 
ポートスーダン郡 

ブルドーザー 21トン クラス 1台 覆土、敷均し 
エクスカベーター ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 0.8m3 1台 覆土掘削 
ダンプトラック 10トン クラス 1台 覆土・ごみ運搬

スアキン郡 ホイールローダー ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 2.0m3 1台 覆土掘削、運
搬、敷均し 
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州名 郡名 機材名 規格 台数 備考 
北コルドファン
州 

シェイカン郡 

ブルドーザー 21トン クラス 1台 覆土、敷均し 

ホイールローダー ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 3.0m3 1台 覆土掘削、運
搬、敷均し 

ダンプトラック 10トン クラス 1台 覆土・ごみ運搬

ウンルワバ郡 ホイールローダー ﾊﾞｹｯﾄｻｲｽﾞ 2.0m3 1台 覆土掘削、運
搬、敷均し 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-3 概略設計 

3-2-3-1 KCC 中継輸送機材の仕様 

KCC中継輸送機材の概略仕様は、以下のとおりである。 

(1) コンテナトレーラ（75m3）＋トラクターヘッド 

 車両総重量（GVW）：32トン以上 
 エンジン：400 PS以上 
 コンテナ形式：オープン 

 コンテナ容量：75m3 

 

3-2-3-2 RSCC 及び NKCC 廃棄物収集運搬機材の仕様 

RSCC及び NKCC廃棄物収集運搬機材の概略仕様は、以下のとおりである。 

(1) 大型コンパクター（12m3） 

 ボディ容量：12m3級 
 車両総重量（GVW）：13.5トン以上 
 エンジン：190 PS以上 

(2) コンテナキャリア（リフトタイプ）（コンテナ 8m3） 

 ボディ容量：8m3級 
 車両総重量（GVW）：12トン以上 
 エンジン：190 PS以上 

 

3-2-3-3 RSCC 及び NKCC 最終処分場運用機材の仕様 

RSCC及び NKCC最終処分場運用機材の概略仕様は、以下のとおりである。 

(1)  ブルドーザー（ポートスーダン、シェイカン） 

 エンジン最大出力：230 HP以上 

 運転重量：20トン級以上 

(2) エクスカベーター（ポートスーダン） 

 バケット容量：0.8m3  

 エンジン最大出力：150 HP以上 



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                        準備調査報告書 

67 

(3) ホイールローダー（スアキン、ウンルワバ） 

 バケット容量：2.1m3 以下 

 エンジン最大出力：140 HP以上 

(4) ホイールローダー（シェイカン） 

 バケット容量：3.1m3 以下 

 エンジン最大出力：230 HP以上 

1) ダンプトラック（ポートスーダン、シェイカン） 

 積載量：10トン 

 シャーシ操作：左ハンドル、マニュアルトランスミッション 

 駆動系：4×2 

 
3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

本プロジェクトの無償資金協力に係る交換公文・贈与契約（以下、「E/N・G/A」）締結後、スー

ダン側によって、本邦コンサルタントが選定され、実施設計が実施される。実施設計結果に基づ

く入札図書の完成後、入札によって決定した本邦請負業者と契約を行い、機材調達が実施される。 

 

3-2-4-1-1 事業実施主体 

(1) 責任機関 

本プロジェクトのスーダン側責任機関は HCENRである。HCENRは本プロジェクトの責任機関

として、本邦コンサルタント及び請負業者と密接な連絡並びに協議を行い、プロジェクトを円滑

に実施するための総合的な管理組織を構築する必要がある。 

(2) 実施機関 

本プロジェクトの実施機関も HCENRである。HCENRのもと、直接的に廃棄物管理事業の実施

において、整備機材を運営・維持管理するのは NKCC、RSCC、KCCである。NKCC、RSCC、KCC

は HCENR、本邦コンサルタント及び請負業者と連絡・協力体制を構築してプロジェクトに取り組

む必要がある。 

 

3-2-4-1-2 コンサルタント 

本プロジェクトの機材調達を推進するため、本邦コンサルタントが HCENRと契約し、本プロジ

ェクトに係わる詳細設計と調達監理業務を実施する。また、本邦コンサルタントは入札図書を作

成すると共に、事業実施主体である HCENR の代わりに入札業務を実施する。プロジェクト実施

の各段階におけるコンサルタント業務は以下のとおりである。 
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(1) 詳細設計 

概略設計を基に詳細設計を行い、入札図書を作成する。その他、機材仕様書の確認及び入札業

者・企業の評価を実施する。また、入札図書の内容に係る技術的な質疑応答や、入札業者の技術

プロポーザル部分の評価を実施する。 

(2) 調達監理 

本邦コンサルタントは、機材調達監理を実施する。本邦コンサルタントは、調達機材における品

質・機能・員数の確認、輸送中における外観上の損傷等の確認等を行う。なお、確認事項に異常

が認められた場合、速やかに報告書を作成し、関係者にて対処協議を行う。 

 

3-2-4-1-3 請負業者 

我が国の無償資金協力の枠組みに基づき、一般公開入札によりスーダン側から選定された日本

国法人の請負業者が、本プロジェクトの機材調達、初期操作指導を実施する。請負業者は本プロ

ジェクトの完成後も、引き続きスペアパーツの供給、故障時の対応等のアフターサービスが必要

であるため、機材の引き渡し後の連絡調整についても十分に配慮する必要がある。 

機材調達の入札に関しては本邦業者による日本製品の調達を原則とするが、一部のメーカーに

偏ることのない仕様とし広く多くの調達業者・メーカーが入札参加できる内容とする。但し、米

国のスーダンへの経済制裁の影響により一部の重機については本邦業者の参入が困難であるため、

第三国調達も含めることに加え仕様の幅を広げることにより競争性を確保する。更に、調達車両

の特殊性から車両メーカーによっては、独自の架装が生産・製造されていないことも受け、架装

部分については現地調達も含めることによって調達業者・メーカーの競争性を確保する。 

 

3-2-4-1-4 技術者派遣の必要性 

車両及び重機については、それぞれの機材供給メーカーから派遣される日本人技術者または第

三国人技術者が、操作・維持管理に関する技術指導（OJT）を行う必要がある。 

 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

3-2-4-2-1 スーダン側への技術移転 

機材調達後に機材供給メーカーは、技術者を派遣し、スーダン側技術者（収集車両の運転者及び

車両整備士）に初期操作・運用指導を実施し、技術移転を図る。 

 

3-2-4-2-2 免税手続きについて 

本プロジェクトで調達する資機材に関するスーダン側の免税手続き（付加価値税を含む）は先

方負担となるが、煩雑な手続きが工期の遅延にも影響することから、請負業者は手続きの進捗に

留意する必要がある。また、スーダンでは多くの輸入製品については税関前に SSMO（Sudan 
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Standard and Metrology Organization）による規格の照合検査が行われる。同機関より入手した資料

を基に検査対象となる資機材や内容を検討し、施工・調達計画に反映する。 

表 3-24 免税手続きの流れ 
税目 免税 免税方式 根拠法、条項 【免税に必要な情報（手順、申請先、所要期間）】 過去の実績、問題の有無、内容

VAT 
（日本から
の新規輸
入・現地で
高価な消耗
品を購入す
る場合） 

○ 事前 E/N、G/A 

① 調達業者は船積書類のコピーをHCENRへ提出す
る。 
② HCENRは船積書類に加え、免除申請レター（様
式無し）を財務省へ提出する。 
③ 約 2週間後には、関税、VAT、港湾税、SSMO審
査費等の免責書類が発行され、Tax Chamberに送られ
る。 

・免税申請は、船積毎に行う。 
・免除可能な全ての税目をレタ
ーに記載する必要がある。 
・国際協力省へ書類を提出する
必要はないが、当該案件の政府間
合意の締結後、合意書類、プロジ
ェクト書類（目的、予算、到達予
定機材等の情報）を国際協力省へ
提出する必要がある。 

VAT 
（ローカル
サプライヤ
ーが新規輸
入する場
合） 

○ 事前 E/N、G/A 

①  ローカルサプライヤーは船積書類のコピーを
HCENRへ提出する。 
② HCENRは船積書類に加え、免除申請レター（様
式無し）を財務省へ提出する。 
③ 約 2週間後には、関税、VAT、港湾税、SSMO審
査費等の免責書類が発行される。 
④ HCENRは発行された免責書類をローカルサプラ
イヤーへ手交する。 

・荷受人が HCENRの場合のみ、
対応可能。 
・免税申請は、船積毎に行う。 
・免除可能な全ての税目をレタ
ーに記載する必要がある。 
・国際協力省へ書類を提出する
必要はないが、当該案件の政府間
合意の締結後、合意書類、プロジ
ェクト書類（目的、予算、到達予
定機材等の情報）を国際協力省へ
提出する必要がある。 

VAT 
（ローカル
サプライヤ
ーの在庫か
ら購入する
場合） 

- 還付 E/N、G/A 

① 政府間合意後に、合意文書のコピーを財務省から
General Secretary of Tax Chamber Under Secretaryへ共
有してもらう。 
② 案件が VAT Office で実施案件リストに加えられ
る。 
③ HCENRは、機材調達後、レシート原本を 1ヶ月
～3ヶ月単位でまとめ、財務省へ提出する。 
④ 財務省から還付依頼レターと共に提出したレシ
ー ト が General Secretary of Tax Chamber Under 
Secretaryへ送付される。 
⑤ 提出したレシートとレターが VAT Office へ回付
される。 

・還付金の受取りまでに平均 3年
程度かかる。 
・財務省としては、本手続きは複
雑かつ時間がかかるため、協力し
ない姿勢である。 

 
税目 免税 免税方式 根拠法、条項 【免税に必要な情報（手順、申請先、所要期間）】 過去の実績、問題の有無、内容 

関税 ○ 事前 E/N、G/A 

① 調達業者は船積書類のコピーを HCENRへ提出す
る。 
② HCENRは船積書類に加え、免除申請レター（様
式無し）を財務省へ提出する。 
③ 約 2週間後には、関税、VAT、港湾税、SSMO審
査費等の免責書類が発行され、Tax Chamberに送付
される。 

・免税申請は、船積毎に行う。 
・免除可能な全ての税目をレター
に記載する必要がある。 
・国際協力省へ書類を提出する必
要はないが、当該案件の政府間合
意の締結後、合意書類、プロジェ
クト書類（目的、予算、到達予定
機材等の情報）を国際協力省へ提
出する必要がある。 

 
税目 免税 免税方式 根拠法、条項 【免税に必要な情報（手順、申請先、所要期間）】 過去の実績、問題の有無、内容

SSMO審査
費 

○ 事前 E/N、G/A 
関税、VAT手続きと同じ。 関税、VAT手続きと同じ。 

港湾税 ○ 事前 E/N、G/A 関税、VAT手続きと同じ。 関税、VAT手続きと同じ。 
出典：過去の無償案件資料、財務省との協議を基に JICA調査団作成、2020年 

 



きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                        準備調査報告書 

70 

3-2-4-2-3 プロジェクトのロット分け 

本プロジェクトでは、ハルツーム州（中継輸送車両：20台）、紅海州ポートスーダン郡（コンパ

クター：15台、コンテナキャリア：9台、ブルドーザー：1台、エクスカベーター：1台、ダンプ

トラック：1台）、紅海州スアキン郡（コンパクター：2台、コンテナキャリア：1台、ホイールロ

ーダー：1台）、北コルドファン州シェイカン郡（コンパクター：23台、コンテナキャリア：6台、

ブルドーザー：1台、ホイールローダー：1台、ダンプトラック：1台）、北コルドファン州ウンル

ワバ郡（コンパクター：4台、コンテナキャリア：1台、ホイールローダー：1台）と 3州ごとに

分けた場合、紅海州と北コルドファン州の重機の台数が少ないため、手続きの煩雑な重機のロッ

トの魅力が薄れることが懸念される。また、機材種ごとのロット分け（①車両が計 81台、内訳は

コンパクター44台、コンテナキャリア 17台、中継輸送車両 20台、②重機が計 8台、内訳はブル

ドーザー2台、エクスカベーター1台、ホイールローダー3台、ダンプトラック 2台である）とす

ると州ごとのロット分け同様に重機のロットが小規模となり、手続きの煩雑な重機のロットの魅

力が薄れることが懸念される。従って、1ロットとした。 

 
3-2-4-2-4 輸送計画 

機材調達地である日本からスーダン主要港であるポートスーダン港までの調達機材の輸送は海

上輸送8となり、ポートスーダン港で通関手続きを行う。ポートスーダン港の通関手続き後、それ

ぞれの対象郡までトレーラ輸送とする。また、海上輸送については基本的に RO-RO船（Roll on/Roll 

off ship）（自走可能な車両等の輸送に用いられる船舶）を使用する計画とする。 

機材調達地である日本または第三国（欧州、南米、アジアを想定）からスーダンまでの所要輸送

期間はポートスーダン港の通関手続きを含め、最大 60日程度である。なお、これらの調達機材の

輸送には長期間の海上輸送、港の荷揚げ、各プロジェクトサイトまでの内陸輸送並びに保管に十

分耐え得る梱包方法を採用する。 

 
出典：JICA調査団作成、2020年 

図 3-3 輸送計画 

                                                        
8 輸送手段として航空輸送も考えられるが、高額であることから、現実的な輸送手段は海上輸送のみである。 

車両メーカー工場

(日本または第三国)
(出荷前検査)

日本または第三国港

(船積前検査・船積)

最長5日

自走もしくはト

レーラー輸送

ポートスーダン港

(スーダン)
(荷揚・通関)

最長10～15日

海上輸送

30～35日

1.ハルツーム州

2.紅海州ポートスーダン郡

3.紅海州スアキン郡

4.北コルドファン州シェイカ

ン郡

5.北コルドファン州ウンル

ワバ郡

プロジェクトサイト
(各郡が指定するサイト)

トレーラー輸送

最長5日

日本または第三国 スーダン
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3-2-4-2-5 据付工事計画 

本プロジェクトにおける調達機材の据付工事は発生しない。全てが船積前に工場で完成してい

るため、現地での調整や施設の試運転作業は発生しない。海上輸送の際に一部のパーツが取り外

されることがあるが、その取付けは通常の納品業務と考えられるため、特段の取付・調整作業の

計画はしない。 

 
3-2-4-2-6 機材調達国について 

スーダンでは、アメリカの経済制裁の影響から、ごみ収集車両及び重機を製造している日系メ

ーカーで販売を見合わせている業者も少なくない状況であるため、調達国が限定される。しかし、

現地調査の結果より、スーダンには本邦製品をはじめ欧州製品等の調達実績があり、現地代理店

を所有する第三国大手メーカーも複数社存在することが確認された。よって、本プロジェクト完

了後にもスペアパーツの調達が可能であること等についても留意し、第三国調達も検討する。 

 

3-2-4-3 調達・据付区分 

本プロジェクトが実施された場合の我が国とスーダン側の負担区分は、3-3節に示す。 

 

3-2-4-4 調達監理計画 

我が国の無償資金協力制度に基づき、コンサルタントは概略設計の趣旨を踏まえ、調達監理業

務について一貫したプロジェクトチームを編成し、円滑な業務実施を図る。コンサルタントは、

機材製品検査、現地初期操作指導及び運用指導等の工程進捗に併せて専門技術者を派遣し、計画

に基づいた運用及び安全管理が実施されるよう努める。以下に主要な調達監理上の留意点を示す。 

(1) 工程監理 

コンサルタントは、請負業者が契約書に明示された業務完了期限を遵守するよう求め、各月毎

に進捗監理を行う。工程遅延が予測されるとき、コンサルタントは JICAに報告すると共に請負業

者に対して注意を促し、対策案の提出と実施を求める。 

(2) 品質、出来高管理 

コンサルタントは、調達機材が、契約図書に明示されている品質、出来高を満足するよう下記項

目に基づき品質・出来高監理を実施する。確認及び照査の結果、品質や出来高の確保が危ぶまれ

るとき、コンサルタントは直ちに請負業者に訂正、変更、修正を求める。 

 機材仕様書の照査 

 機材の製作図及び仕様書の照査 

 工場検査への立会いまたは工場検査結果の照査 

 機材の初期操作指導、調整・運用指導及び検査要領書の照査 
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(3) 機材調達監理の基本方針 

本プロジェクトにおける調達機材は物量が多いため、日本及び第三国調達がそれぞれ想定され

る。工程・品質監理が円滑に行われるよう、輸送日数を考慮するとともに、スーダン側で想定さ

れる許認可手続き等にも留意する。また、各地より調達される機材が要求仕様を満たしているか、

確実に検査を行い確認する。 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

品質管理は、前述の調達監理と一体として実施される。品質管理計画において、コンサルタント

は、製作・納入された機材が、契約図書で要求されている機材の品質、仕様を満足しているか監

理する。 

(1) 工程管理 

調達に係る請負業者の工場管理に基づく工程管理として、コンサルタントは請負業者の報告か

ら進捗状況を確認し、必要に応じて工程遵守の警告等を発する。なお、コンサルタントの調達の

工程管理として、以下の作業を実施する必要がある。 

 無償資金協力制度で要求される期間と機材製作に必要と考えられる期間を考慮し、必要かつ

十分な工期を設定し、機材調達契約条件となる計画工程表を作成する。この計画工程表は入

札図書で提示する。 

 入札時に請負業者の提示する工程が工期厳守に十分であることを確認する。 

 計画工程と請負業者の実績を比較しながら工程の進捗状況を確認する。 

 請負業者の工程が計画から大きく遅れてきた場合、請負業者に対する警告を発し、請負業者

の工期遵守を促す。また、必要に応じて工期遵守への対応策の検討・提案を行う。 

(2) 品質管理 

無償資金協力で調達する調達機材は、工場で製作される。したがって、請負業者の工場の管理に

基づく品質管理を原則とし、コンサルタントは完成時の性能検査確認等から機材品質を確認する。

なお、コンサルタントは品質管理のため以下の業務を実施する。 

 概略設計を踏まえた機材仕様を入札図書で提示する。 

 入札時に、請負業者の提案する機材が入札図書で規定した仕様を満たしていることを確認す

る。 

 必要に応じ、入札図書規定より詳細な部分の仕様を請負業者の承認図書等を通じて確認する。 

 工場製作完了時の品質検査への立会い及び検査結果報告書のレビュー等を通して機材の品質

を出荷前に確認する。必要に応じて、製品の手直し等を請負業者へ指示する。 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

3-2-4-6-1 機材調達計画 

機材調達には廃棄物収集機材、中継輸送機材、処分場運用機材を含む計画とする。日本及び第三
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国調達機材は、ポートスーダン港へ到着後に通関手続きが実施される。後者の場合は輸入品が通

関未実施の状態で列車にてハルツーム市へ輸送される。 

(1) 廃棄物収集機材及び中継輸送機材 

本プロジェクトで調達される廃棄物収集機材及びコンテナは日本製品であるが、中継輸送機材

は第三国製品を基本とする。スーダン国における既存の廃棄物収集車両の一部は日本製であり、

複数の車両メーカーが現地代理店を所有する等、修理・保守サービスの体制は充実している。ス

ペアパーツの必要種類及び分量はメーカーによって考え方が異なることから、過去の類似案件で

の調達実績も勘案し、以下を最低限必要な条件として調達する計画である。 

 調達後 1年間の整備及び交換を保証すること。 

 車両メーカーの製造となるシャーシ部、架装メーカーの製造となるボディ部双方のスペアパ

ーツを調達すること。 

(2) 処分場運用機材 

本プロジェクトで調達される処分場運用機材は第三国製品を基本とする。複数社が現地代理店

を所有しており、修理・保守サービスの体制は充実している。スペアパーツについても廃棄物収

集機材と同等の方針に基づき選定する。 

本プロジェクトで調達される機材の調達先は表 3-25の想定により計画する。 

表 3-25 本プロジェクトの機材調達先（調達国、原産国） 
機材 
番号 項目 調達国 原産国 

日本 現地 第三国 日本 現地 第三国
1-1 大型コンパクター ○ - - ○ - - 
1-2 コンテナキャリア ○ - - ○ - - 
2-1 中継輸送車両 トラクターヘッド - - ○ - - ○ 
2-2 中継輸送車両 75m3コンテナトレーラ - - ○ - - ○ 
3-1 ブルドーザー - - ○ - - ○ 
3-2 エクスカベーター - - ○ - - ○ 
3-3 ホイールローダー2m3 - - ○ - - ○ 
3-4 ホイールローダー3m3 - - ○ - - ○ 
3-5 ダンプトラック - - ○ - - ○ 
4 維持管理用ツール ○ - - ○ - - 
出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-4-7 初期操作指導･運用指導等計画 

機材引渡しの際に、新規の収集車両、中継輸送車両（ハルツーム州のみ）及び重機機材であるた

る。また、ハルツーム州及び 4 郡では、新規の機材調達に合わせてドライバーを新規で雇用する

ことになり、取扱説明及び維持管理に係る説明が必要であり、収集車両メーカーの技術者（1名）、

中継輸送車両メーカーの技術者（1名）及び重機メーカーの技術者（1名）が当該業務を行う計画

とする。本指導に必要な日数を、積算時点で想定される機種及び地域から計画する。初期操作指

導は、対象 1州及び 4郡に対して行うが、効率を考慮して開催することとする。 

また、初期操作指導に加え、機材請負業者は、スーダン側受講者に対し定期点検方法、故障時の

診断方法、メーカーへの修理依頼手順、連絡方法等、日常の維持管理に必要なノウハウを指導す
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る。機材請負業者は、上記初期操作指導及び運用指導終了後、完了報告書をコンサルタントへ提

出する。同報告書によって、スーダン及びコンサルタントによって機材引渡しが可能であること

が確認された場合、コンサルタントは、スーダンの承認をもって、機材請負業者へ技術指導完了

証明書を発行する。表 3-26に要員計画を示す。 

表 3-26 初期操作指導に関わるメーカー技術者の要員計画 

対象都市 対象機材 作業場所 
（想定） 

所要人工 
（収集車両メーカー1名、 
中継車両メーカー1名、 
重機メーカー1名） 

対象人数 

ドライバ
ー 

メカニ
ック 

1. ハルツーム州 中継輸送機材 20
台 

ハルツーム州 2日間 
中継車両メーカー1名 

約 20人 約 2人

2. 紅海州ポートスー
ダン郡 

収集機材 24台 
重機 3台 

ポートスーダン
郡 

3日間 
収集車両メーカー1名+ 
重機メーカー1名 

約 20人 約 2人

3. 紅海州スアキン郡 収集機材 3台 
重機 1台 

スアキン郡 2日間 
収集車両メーカー1名+ 
重機メーカー1名 

約 10人 約 2人

4. 北コルドファン州
シェイカン郡 

収集機材 29台 
重機 3台 

シェイカン郡 3日間 
収集車両メーカー1名+ 
重機メーカー1名 

約 20人 約 2人

5. 北コルドファン州
ウンルワバ郡 

収集機材 5台 
重機 1台 

ウンルワバ郡 2日間 
収集車両メーカー1名+ 
重機メーカー1名 

約 10人 約 2人

計 5日×2州＋2日×1州
=12日間 

  

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 

3-2-4-8-1 ソフトコンポーネントを計画する背景 

紅海州・北コルドファン州では、それぞれ 2011 年と 2018 年に清掃公社が設立されたが、収集

運搬機材及び処分場機材のメンテナンス能力を十分に具備しておらず、新規機材導入にあたり、

全収集車両及び処分場重機の総合的な維持管理体制の構築が不可欠である。清掃公社の整備工場

（北コルドファン州はシェイカン郡の整備工場を兼用）では機材の基本的な運営・維持管理は実

施可能であるが、複雑な修理は困難であると判断されることから、故障を未然に防ぐ「予防保全」

の徹底を図ることが重要である。ハルツーム州では、前回の無償資金協力（2014年～2017年）に

よりセントラルワークショップが建設されているが、中継輸送機材に特化した技術指導は行われ

ておらず、支援ニーズが示されている。 

また、紅海州・北コルドファン州の清掃公社は、現状では処分場重機を 1 台も所有していない

ことから、処分場機材の円滑な導入のため、整備工や運転手への研修ではメーカーによる初期操

作指導及び運用指導（OJT）に加え、ソフトコンポーネントで安全指導や日常点検、故障時対応な

どの技術指導を行うことが必要である。 

このような状況を踏まえ、ソフトコンポーネントでは RSCC、NKCC及び KCCの機材維持管理

システムの確立に必要な技術的支援を行う。なお、本プロジェクトで計画しているソフトコンポ

ーネントは、関連技術協力プロジェクトと整合性を保ち、補完する役割を担う。 
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3-2-4-8-2 ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントの実施により、以下の成果を想定している。 

成果① 廃棄物管理従事者が予防保全技術を習得する。 

成果② 整備工場の整備士が車両及び重機の故障時対応の手順を習得する。 

成果③ 整備工場におけるスペアパーツ・消耗品の保管、管理体制が整う。 

成果④ 廃棄物管理従事者が労働安全衛生の知識を習得する。 

これらにより、整備機材の維持管理能力が向上し、ごみ収集量及び適正に処分されるごみ量が

増加する。 

 

3-2-4-8-3 成果達成度の確認方法 

成果達成度を確認するための成果・指標とその測定方法を表 3-27に示す。 

表 3-27 成果達成度の確認方法 
成果 指標 測定方法 

【成果①】 
廃棄物管理従事者が予
防保全技術を習得す
る。 

1. 調達機材の予防保全技術をとりまとめた文書はあるか。  予防保全指導書 
2. 収集車両及び中継機材の運転手（又はその監督者）は
「日常点検表」に基づき的確に機材の点検ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

3. 重機オペレーター（又はその監督者）は「日常点検表」
に基づき的確に機材の点検ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

4. 直営及び公共事業公社の整備工場の規模、能力に応じた
調達機材の「定期点検予定表」は整備されているか。 

 予防保全指導書（定期点
検予定表を含む） 

5. 整備工場の整備士（又はその監督者）は「定期点検表」
に基づき的確に機材の点検ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

【成果②】 
整備工場の整備士が車
両及び重機の故障時対
応の手順を習得する。 

1. 調達機材の故障時対応の手順をとりまとめた文書はある
か。 

 故障時対応指導書 

2. 直営及び公共事業公社の整備工場の規模、能力及び故
障・不具合の程度に応じて故障時対応の手順が整理さ
れ、ジョブカードの使用手順が関係者に周知されている
か。 

 故障時対応指導書（ジョ
ブカードを含む） 

 セミナー・研修記録 

3. データ管理システム（車両台帳や修理記録等の記録簿）
は整備されているか。 

 故障時対応指導書 
 車両台帳及び修理記録簿

4. 整備工場の整備士は「故障時対応指導書」に基づき的確
に機材の修理ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

【成果③】 
整備工場におけるスペ
アパーツ・消耗品の保
管、管理体制が整う。 

1. スペアパーツ・消耗品の保管・管理台帳（指導書）は整
備されているか。 

 スペアパーツ・消耗品の
保管・管理台帳（指導
書） 

2. スペアパーツ・消耗品の保管・管理台帳に基づく管理方
法が関係者に周知されているか。 

 セミナー・研修記録 
 

【成果④】 
廃棄物管理従事者が労
働安全衛生の知識を習
得する。 

1. 廃棄物管理従事者の労働安全衛生の知識を分かりやすく
まとめた文書はあるか 

 労働安全衛生指導書 
 安全指導用リーフレット

2. 廃棄物管理従事者は、調達機材による重大事故防止のた
めの安全対策を正しく理解しているか。 

 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 
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成果 指標 測定方法 
3. 廃棄物管理従事者は、安全具の着用などの労働衛生改善
のための取り組みを正しく理解しているか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-4-8-4 ソフトコンポーネントの活動内容 

メーカーによる初期指導は基本的操作の指導が中心となる。これには含まれない以下の活動を

ソフトコンポーネントにて実施する。 

表 3-28 ソフトコンポーネントの活動内容 
成果 活動概要 活動内容 
成果① 活動①：予防保全技術指導  

活動①-1：予防保全指導書の作成 定期点検計画の作成方法や日常点検表及び定期点検表の使用
手順などの予防保全技術についてとりまとめたマニュアルを
作成する。 

活動①-2：運転手・重機オペレータ
ーへの日常点検研修 

運転手・重機オペレーターに対して、車両外装や部品の目視確
認、ブレーキ等の動作確認、エンジンオイル等の消耗品の点検
などの日常点検に関する指導を行う。 

活動①-3：整備士への定期点検研修 整備工場の整備士に対して、定期点検マニュアルに基づく定期
点検の実施指導及びエンジン装置、シャーシ装置、電装・油圧
装置等の点検・修理の技術指導を行う。 

成果② 活動②：車両及び重機故障時対応
指導 

 

活動②-1：現況把握（過去の故障事
例等の詳細確認） 

各州・郡における既存の車両及び重機の状態や過去の代表的な
故障事例等の詳細を確認する。 

活動②-2：故障時対応指導書の作成 修理作業指示の手順や車両点検・修理歴情報の管理、修理技術
をとりまとめた指導書を作成する。 

活動②-3：整備士への故障時対応研
修 

直営及び公共事業公社の整備工場の整備士に対して、故障時対
応指導書に基づく故障時対応手順、データ管理及び車両・重機
修理に関する指導を行う。 

活動②-4：車両整備機材の使用・維
持管理の指導 

整備工場の機材リスト及びマニュアルの作成支援を行い、整備
機材の使用及び維持管理に関する指導を行う。 

成果③ 活動③：スペアパーツ・消耗品の保
管・管理指導 

 

活動③-1：スペアパーツ・消耗品管
理台帳・マニュアル（指導書）の作
成及び指導 

スペアパーツ・消耗品の適切な保管に向け、管理台帳の整備及
び台帳を利用した管理指導を行う。 

成果④ 活動④：労働安全衛生の徹底指導  
活動④-1：労働安全衛生指導書及び
安全指導用リーフレットの作成 

調達機材に関連する重大事故の防止や、作業員のけがや病気に
よる稼働率低下を予防するため、廃棄物管理現場の労働安全衛
生に関する指導書を作成する。現場作業を行う全廃棄物管理従
事者を対象とした取組内容であることから、現場監督を通じて
全作業員への普及啓発を行うことができるよう、指導書の内容
を分かりやすくまとめた安全指導用リーフレットを合わせて
作成する。 

活動④-2：運転手・作業員等への労
働安全衛生研修 

調達機材の運転手や作業員に対して労働安全衛生指導書に基
づく安全指導を行う。また、手袋やマスクなどの安全具の着用、
作業前後の衛生指導などの労働環境（安全衛生）改善に関する
指導を行う。 

出典：JICA調査団、2020年 
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3-2-4-8-5 投入計画（実施リソース） 

ソフトコンポーネントの実施にあたっては、機材維持管理の日本人専門家（収集運搬及び中継

輸送機材運用・維持管理コンサルタント 1名、処分場機材運用・維持管理コンサルタント 1名）

を派遣する。ソフトコンポーネントの投入計画を表 3-29に示す。 

表 3-29 ソフトコンポーネントの投入計画 
 項目 内容 

(a) 収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理コンサルタント（1名） 
 従事期間 1.90人月（国内準備 0.3人月、現地作業 1.60人月） 
派遣時期 機材引き渡し後 
現地傭人 日本人専門家の補佐（1名） 1.47人月 

(b) 処分場機材運用・維持管理コンサルタント（1名） 
 従事期間 1.53人月（国内準備 0.2人月、現地作業 1.33人月） 
派遣時期 機材引き渡し後 
現地傭人 日本人専門家の補佐（1名） 1.2人月 

出典：JICA調査団、2020年 

 

(1) 収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理コンサルタント 

「収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理コンサルタント」は廃棄物収集車両（ハルツーム

州の場合は中継輸送車両のみ対象）の運転手及び整備士の指導、教育のために紅海州・北コルド

ファン州・ハルツーム州の 3州に合計 1.60か月派遣される。また、既存整備工場の日常点検の整

備技術マニュアルを作成する。 

(2) 処分場機材運用・維持管理コンサルタント 

「処分場機材運用・維持管理コンサルタント」は処分場管理用重機の運転手及び整備士の指導、

教育のために、紅海州・北コルドファン州の 2州に合計 1.33か月派遣される。 

(3) 阻害要因及び必要な措置 

ポートスーダンの治安状況の悪化を受け、日本人専門家が現地入りできない場合、ソフトコン

ポーネントの実施方法を変更する可能性がある。ポートスーダンへの派遣可否について現時点で

判断が難しいが、適宜 JICAの指示に従い、現在の予算内でソフトコンポーネントの実施方法を再

検討する。ソフトコンポーネントが十分に実施できなかった場合、技術支援の内容が適切に定着

しない可能性があることから、日本人専門家は、HCENRと緊密に連携してソフトコンポーネント

の実施方法を検討し、第三国人技術者の派遣等でできる限り成果の発現に支障を来さないよう努

める。また、並行して実施予定の技術協力プロジェクトと連携し、HCENRから対象州・郡への継

続的な指導を行うよう要請する。 

 

3-2-4-8-6 ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程（案）を表 3-30に示す。 
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表 3-30 ソフトコンポーネントの実施工程（案） 

 
出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-4-8-7 ソフトコンポーネント成果品 

各コンサルタントは表 3-31の成果品を実施機関側及び JICAに提出する。 

表 3-31 成果品一覧表 
成果 項目 成果品 

成果① 予防保全技術指導 予防保全指導書（紅海州・収集車両） 
予防保全指導書（紅海州・重機） 
予防保全指導書（北コルドファン州・収集車両） 
予防保全指導書（北コルドファン州・重機） 
予防保全指導書（ハルツーム州・中継機材） 

成果② 車両及び重機故障時対応指
導 

故障時対応指導書（紅海州・収集車両） 
故障時対応指導書（紅海州・重機） 
故障時対応指導書（北コルドファン州・収集車両） 
故障時対応指導書（北コルドファン州・重機） 
故障時対応指導書（ハルツーム州・中継機材） 

成果③ スペアパーツ・消耗品の保
管、管理指導 

スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（紅海州） 
スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（北コルドファン州） 
スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（ハルツーム州） 

成果④ 労働安全衛生の徹底指導 労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（収集運搬作業）
労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（中継輸送作業）
労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（処分場管理作業）

全体 進捗報告 
完了報告 

ソフトコンポーネント実施状況報告書（英文） 
ソフトコンポーネント完了報告書（和文） 

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-2-4-8-8 ソフトコンポーネントの相手国側の責務 

監督機関である HCENRはから本件担当者を 1名任命し 、ソフトコンポーネント全体を管理す

る。実施機関となる各清掃公社は、①収集運搬、②処分場管理及び③維持管理のエンジニア（ハ

ルツーム州は①と③のみ）を担当として任命し、日本人専門家と協力して活動を行う。機材維持

管理セミナーは州都で実施する想定であり、各郡から研修参加者を招集するために必要な事務費・

交通費等を負担し、各コンサルタントと協力し、責任を持って維持管理の体制作り・改善・持続

的実施を行う。 

機材　引渡し

機材　初期操作及び運用指導

機材　各3州 Taking-over Certificate

ソフトコンポ―ネント

収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理

国内作業

現地作業

　　現地傭人雇用期間

処分場機材運用・維持管理

国内作業

現地作業

　　現地傭人雇用期間

報告書提出

項目
2023年2022年

1月8月 9月 10月 11月 12月

実施状況報告書 完了報告書
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3-2-4-9 実施工程 

本プロジェクトの E/N、G/A締結後の実施工程は、表 3-32に示す通りである。 

表 3-32 事業実施工程表 

 
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-2-5 安全対策計画 

スーダン国は周辺国に比べて一般犯罪等の治安上の問題は比較的少ない。しかしながら機材の

盗難防止の安全確保等には十分留意する必要がある。また、本プロジェクト対象はハルツーム州、

紅海州、北コルドファン州であり、アクセスが良好でモニタリング等が容易に行える地域であり、

インターネットを利用しての遠隔操作が可能である。 

2018 年末からハルツーム州を中心としたスーダン国各地にて大小様々な規模の反政府の抗議活

動が行われ、2019 年 4 月 11 日にはバシール政権が倒れる事態となった。調査団員は常に連絡手

段を確保し、現地調査に際しては JICA事務所の定める安全対策及び行動規範に従いながら、調査

を実施したが、治安状況の悪化のため調査を中断し帰国した。帰国後は現地傭人を使ってデータ

収集を継続しリモートで調査を進めた。2020年 2月に現地補足調査を実施し、概略設計をとりま

とめた。 

紅海州ポートスーダン郡では、2019年 8月に部族間が衝突し、家屋や店舗が燃やされる等によ

り多数の死傷者が発生した。報告書作成時点で、外務省の海外安全情報では危険度はレベル 3（渡

航中止勧告）のままとなっており、最新情報を確認のうえ現地行動において規定を順守し、安全

確保を図る。実施段階においても危険度が下がらない場合は、ソフトコンポーネントにおいては、

第三国人技術者の現地派遣や、紅海州担当者にハルツームに来てもらってのトレーニング実施な

ど、HCENEと連携しての実施を考慮する。また、機材調達・輸送においても、現地活動が可能な

スーダン国代理店・第三国人プロフェッショナル等の活用が考えられる。 

 

項目 通算月

交換公文(E/N)締結

無償資金拠出協定(G/A)締結

計画内容最終確認

機材仕様等のレビュー・入札図書作成

入札図書承認

公示

図渡し、内説

入札

入札評価

業者契約

製作図作成・承認取得

機器製作

機材輸送

ソフトコンポーネント

22 231 2 3 4 20 2111 12 13 14 15 16 17 185 6 7 8 199 10

各種検査（製品検査・出荷前検査・船積前検査）

検査・引き渡し（初期操作指導等含む）

契
約

実
施
設
計

▼

調
達
工
程

▼

▼

▼

▼
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3-3 相手国側分担事業の概要 

3-3-1 日本側及び相手国側の負担事項 

本プロジェクトが実施された場合の我が国とスーダン側の負担区分は、2019年 11月のM/D（資

料-4参照）で、表 3-33のとおり確認された。 

表 3-33 日本側及びスーダン側の負担事項 

ステージ 手続き 注 

ス
ー
ダ
ン

 

日
本

 

JI
C

A
 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

業
者

 

銀
行

 

公式要請 外交チャンネルを通して
の無償の公式要請 公式要請は評価の前 x x - - - -

1. 準備 (1) 準備調査 
概略設計と積算作成 - x - x x - -

2. 評価 

(2) 準備調査 
積算、負担事項を含む概
略設計案の説明. 

- x - x x - -

(3) 実施条件の合意 
条件は日本政府の合意前に署
名される E/N案・G/A案とと
もに協議される。 

x x 
(E/N) 

x 
(G/A) - - -

(4) 日本政府内閣の合意 - - x - - - -

3. 実施 

(5) 交換公文（E/N） - x x - - - -
(6) 贈与契約（G/A）の署
名 - x - x - - -

(7) 銀行取極（B/A） JICAに通知 x - - - - x
(8) コンサルタント契約
と A/P 発行 JICAの認証 x - - x - x

(9)詳細設計（D/D） - x - - x - -
(10) 入札図書の作成 JICAの認証 x - - x - -
(11) 入札 JICAの認証 x - - x x -
(12) 業者契約と A/P 発行 JICAの認証 x - - - x x

(13) 調達 大きな設計変更、契約変更に
JICA認証 x - - x x -

(14) 完了証明 - x - - x x -
4. 事後モ
ニタリン
グ・評価 

(15) 事後モニタリング 一般的に 1、3、10年後に実
施 x - x - - -

(16) 事後評価 基本的に完成 3年後に実施 x - x - - -
注：「x」は負担事項を示す。 
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-3-2 その他の相手国側の負担事項 

プロジェクトの効果を発現・持続するためにスーダン側が取り組むべき事項は、以下のとおり

である。 

1) 州政府の土地において掘削等により埋立地が確保されている。土地の範囲がわかり、収

集車の出入り及び処分場運用機材を管理する管理事務所が設置される。 

2) 新規に調達する廃棄物収集機材、処分場運用機材の維持管理経費が確保される。 

3) 調達される廃棄物収集機材及び処分場運用機材が各郡の廃棄物収集・処分に使用される
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ように、適切に配置される。 

4) 廃棄物収集機材及び処分場運用機材の維持管理が適切に実施される体制を構築するとと

もに、調達する交換部品等を適切に管理する。 

5) 将来にわたって、紅海州・北コルドファン州・ハルツーム州の廃棄物事業の運営維持管

理に必要な継続的人材育成（教育・訓練）を行う。 

なお、2018年 7月 25日付でスーダン側から廃棄物管理能力向上のための技術協力プロジェクト

の要請書が提出されている。上記 5)の人材育成については、この技術協力プロジェクトにより補

完・強化することが考えられる。 

KCC は、今までの支援もあって組織体制があり、中継輸送機材を運用し、新中継施設及び新中

継輸送車両を州の財政で確保しているなど、機材の受入れ体制は基本的にある。現地調査中に建

設中であった新規中継施設の完成が前提となる。 

スーダン側の負担事項の詳細は 2019年 11月付 M/D（資料-4参照）において、以下のように確

認された。 

表 3-34 主要な先方負担事項 

No. 項目 期限 実施機関 概算金額

 1) 入札前     
1 銀行口座開設（B/A） G/A署名後 

1か月以内  
HCENR / 
MoFEP 

銀行口座開
設費
（B/A）

2 支払い授権書（A/P）発行（コンサルタントへの支払い） 契約書署名後 
1か月以内 

HCENR / 
MoFEP 

 

3 次の土地の確保と不要物撤去 
1) 整備機材保管スペース 

入札通知前 HCENR / 
SCCs 

 

4 プロジェクト・モニタリング・レポートの提出（詳細設計の結果を含む）入札図書確定前 HCENR / 
SCCs 

 

 2) プロジェクト実施中    

1 支払い授権書（A/P）発行（調達業者への支払い） 契約書署名後 
1か月以内 

HCENR/ 
MoFEP 

 

2 B/Aに基づく、次の銀行支払手数料    

 1) A/P通知手数料 契約書署名後 
1か月以内 

HCENR/ 
MoFEP 

 

 2) A/P支払手数料 支払い毎 HCENR/ 
MoFEP 

 

3 速やかな通関手続きの確保と国内輸送の調達業者への支援 実施期間 HCENR/ 
MoFEP 

 

4 プロジェクトに係る人の入国と滞在の保証 実施期間 HCENR/ 
MoFEP 

 

5 免税となる物品の関税、内税、その他徴税の免除の保証 実施期間 HCENR/ 
MoFEP 

 

6 本無償資金協力でカバーされないが、必要な経費 実施期間 HCENR 
 

7 プロジェクト・モニタリング・レポート及び完了報告書のJICAへの提出 実施期間 HCENR / 
SCCs 

 

 3) プロジェクト完了後    
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No. 項目 期限 実施機関 概算金額

1 無償資金協力で整備された機材の維持管理と適正・効果的な使用 
1) 維持管理費の負担 
2) 運営・維持管理制度 
3) 定期点検・整備 

プロジェクト完
了後 

HCENR/ 
SCCs 

 

2 プロジェクト・モニタリング・レポートのJICAへの提出 プロジェクト完
了3年後 

HCENR/ 
SCCs 

 

 

［プロジェクト資金でスーダン側が実施する項目］ 
No. 項目 

1 機材の整備 
1) 次の輸送 

a) 日本または第三国からのスーダンへの海上輸送 
b) 荷揚げ港からプロジェクトサイトまでの国内輸送 

2 詳細設計、入札支援、調達監理（コンサルティング・サービス） 

注：SCC：State Cleaning Corporation：州清掃公社、2020年 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 廃棄物収集運搬及び中継輸送機材の運営・維持管理計画 

3-4-1-1 運営計画 

今回調達を予定している廃棄物収集運搬及び中継輸送機材であるコンパクター、コンテナキャ

リア及びコンテナトレーラ＋トラクターヘッドは、現在スーダン国のハルツーム州、紅海州、北

コルドファン州において一般的に利用されており、利用や配車計画については、現在各州及び郡

で実施している手法を踏襲することで実施できる。現在の利用において問題が発生している点に

ついては、本プロジェクトのソフトコンポーネントにおいて、日本人専門家から運用指導を行う

ことにより改善することが可能である。 

 

3-4-1-2 維持管理計画 

ハルツーム州においては、民間の修理工場、販売ディーラーが複数存在しており、現在は、前回

建設したセントラルワークショップで日常点検及び整備を実施しているため、本プロジェクトで

調達した中継輸送機材についても同様に維持管理することが可能である。 

他の対象紅海州・北コルドファン州については、現在、車両の維持管理は、ローカルワークショ

ップで実施しており、本プロジェクトで調達した機材についても同様に維持管理することが可能

である。機材に重大な故障等が生じた場合に限り、公共事業公社の修理工場に修理を依頼する。

なお、本プロジェクトのソフトコンポーネントにおいては、機材の予防保全技術、車両故障時の

対応、スペアパーツ・消耗品の保管管理について指導を実施し、具体的な対応の改善を図ること

としている。 
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3-4-1-3 運営・維持管理体制 

廃棄物収集運搬及び中継輸送機材の運営・維持管理に必要な人員配置を表 3-35に示す。紅海州

及び北コルドファン州では、調達車両の運転手及び収集作業員の増員が必要である。ハルツーム

州では中継機材の運転手の増員が必要である。 

表 3-35 廃棄物収集運搬及び中継輸送機材の運営・維持管理体制   
紅海州（RSCC） 北コルドファン州（NKCC） 

ハルツーム
州（KCC）ポートスー

ダン郡 スアキン郡 シェイカン郡 ウンルワバ郡 

2018 2022 2018 2022 2018 2022 2018 2022 2018 2022

管理 部長（マネージャー） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
収 集
運搬・
清掃 

運転手（収集運搬） 27 51 2 5 19 48 8 13   
収集作業員 56 78 4 10 38 96 16 26   
清掃作業員 N/A N/A 21 21 172 172 64 64   

中 継
輸送 

運転手（中継輸送）         12 32
作業員         18 18

車 両
整備 

技術者（エンジニア） 2 2 0 0 0 1 0 0   
整備士（メカニック） 2 2 0 2 0 2 0 2   
作業員（倉庫管理） 0 0 0 0 0 1 0 0   

会計 事務員 2 2 5 5 1 1 5 5   

合計 90 136 33 44 231 322 94 111 31 51
出典：JICA調査団、2020年 

 
3-4-2 最終処分場運用機材の運営・維持管理計画 

3-4-2-1 運営計画 

最終処分場運用機材としては、紅海州ポートスーダン郡にブルドーザー、エクスカベーター、北

コルドファン州シェイカン郡にブルドーザー、ホイールローダー、紅海州スアキン郡、北コルド

ファン州ウンルワバ郡にホイールローダーを調達する予定としているが、どの機材についても、

対象 4 郡で一般的に利用されており、問題なく運転することができる。また、本プロジェクトの

ソフトコンポーネントにおいて、日本人専門家とともに、埋立処分作業の方法書を各郡で作成す

ることにより、適切な作業を継続的に実施することが可能となる。 

 

3-4-2-2 維持管理計画 

最終処分場運用機材については、各運転手が実施する日常点検を除き、ローカルワークショッ

プで実施しており、本プロジェクトで調達した機材についても同様に維持管理することが可能で

ある。機材に重大な故障等が生じた場合に限り、公共事業公社の修理工場に修理を依頼する。 

 

3-4-2-3 運営・維持管理体制 

最終処分場運用機材の運営・維持管理に必要な人員配置を表 3-36に示す。紅海州、北コルドフ

ァン州ともに調達重機の運転手及び作業員の増員が必要である。 
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表 3-36 最終処分場運用機材の運営・維持管理体制 

部門 役職 

RSCC NKCC 
紅海州 北コルドファン州 

ポートスーダン
郡 スアキン郡 シェイカン郡 ウンルワバ郡 

2018 2022 2018 2022 2018 2022 2018 2022 
処 分
場 

重機運転手 0 3 0 1 0 3 0 1
作業員 0 6 0 2 0 6 0 2

出典：JICA調査団、2020年 

 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

施工・調達業者契約認証まで非公開期間を 1年間とする。 

 

3-5-1-1 日本側負担経費 

施工・調達業者契約認証まで非公開期間を 1年間とする。 

 

3-5-1-2 相手国側負担経費 

先方負担の概算事業費： 638千 SDG（約 1.3百万円） 

（銀行手数料：638千 SDG） 

 

3-5-1-3 積算条件 

(1) 積算時点  2020年 2月 

(2) 為替交換レート 1US$ = 110.17円 

1SDG =  24.39円 

1EUR = 122.47円 

(3) 調達期間  入札及び機材調達の期間は、3-2-4-9 実施工程に示したとおり。 

(4) その他  積算は、無償資金協力の制度を踏まえて行うものとする。 

 
3-5-2 運営・維持管理費 

3-5-2-1 廃棄物収集運搬機材の運営・維持管理費 

既存機材及び本プロジェクトでの新規調達機材の数量に応じて、各州では運営・維持管理費を

確保する必要がある。収集車両及び中継車両が増加する一方で、一部機材の燃費及び修理費の削

減を見込むことができる。 

収集にあたっては、基準としてコンパクター及びコンテナキャリアは 1 台につき運転手 1 名、
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補助員はコンパクター2名、コンテナキャリアは必要としないものとして算出した。また、中継輸

送にあたっては、基準として車両 1台につき運転手 1名が作業にあたるものとして算出した。 

各調達機材車両の燃費は、コンパクターが 2km/L、コンテナキャリアが 4km/L、コンテナトレー

ラ＋トラクターヘッドが 4km/Lと設定した。燃料費単価は 4.11SDG/Lとした。 

年間に必要となる整備及びメンテナンス費は、車両本体価格の 2%と設定した。 

それぞれの機材の運営維持管理にかかる費用については、基準として、1州 4郡で住民及び事業

者からごみ処理料金の徴収等から支出されているが、不足する場合は州からの補助金により補填

されている。 

 

3-5-2-2 最終処分場運用機材の運営・維持管理費 

既存機材及び本プロジェクトでの新規調達機材の数量に応じて、2022 年に想定される最終処分

場改善機材の運営・維持管理費を算出した。 

重機に関して、ブルドーザー、エクスカベーター及びホイールローダーは 1 日 1 シフト（8 時

間）の稼働を計画する。ブルドーザー（2 台）、エクスカベーター（1 台）及びホイールローダー

（3台）の稼働に必要な運転手はそれぞれ 1名ずつとなる。 

各重機の燃費は、ブルドーザーは 27L/h、エクスカベーター及びホイールローダーは 18L/hと設

定した。また、ダンプトラックあたっては、1台につき運転手 1名、燃費は 4km/L と設定した。

燃料費単価は 4.11SDG/Lとした。 

年間に必要となる整備及びメンテナンス費は、車両本体価格の 2%と設定した。 

機材の運営維持管理にかかる費用については、基準として、1州 4郡で住民及び事業者からごみ

処理料金の徴収等から支出されているが、不足する場合、州からの補助金により補填されている。 

 

3-5-2-3 廃棄物管理にかかる運営・維持管理費 

2022 年に想定される廃棄物収集機材及び最終処分場運用機材の運営・維持管理を表 3-37 に示

す。対象 4 郡及び 1 州における 2022 年での運営維持管理費は、2018 年時点と比較する大幅に増

加となっているが、州の支出全体からの補助金により補うことが可能と判断出来る。 
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表 3-37 対象州及び郡において想定される廃棄物管理にかかる運営維持管理費 

単位：SDG/年 

州/郡 項目 
2018年 

運営維持管理費
（支出実績） 

2022年 
運営維持管理費
（支出増加予測）

2022年 
運営維持管理費 
（支出合計予測） 

料金徴収額 
（自主財源率）

KCC 
（ハルツーム
州） 

人件費 4,979,377 720,000 5,699,377 

 

燃料費（中継車両） 7,895,185 1,657,152 9,552,337 
燃料費（その他） 3,872,163 0 3,872,163 
維持管理費（中継施
設・処分場） 

4,285,162 2,932,800 7,217,962 

修理費（収集車両） 6,561,898 0 6,561,898 
その他 66,735 0 66,735 
合計 27,660,520 5,309,952 32,970,472 0 (0%)

RSCC 
（紅海州ポー
トスーダン
郡） 

人件費 2,107,664 1,332,000 3,439,664 
燃料費 6,711,466 2,313,216 9,024,682 
維持管理費 6,295,468 2,573,765 8,869,233 

合計 15,114,598 6,218,981 21,333,579 
8,106,760

(38%)

RSCC 
（紅海州スア
キン郡） 

人件費 190,603 192,000 382,603 
燃料費 33,143 317,664 350,807 
維持管理費 30,992 381,676 412,668 

合計 254,738 891,340 1,146,078 
401,127
 (35%)

NKCC 
（北コルドフ
ァン州シェイ
カン郡） 

人件費 6,206,600 1,704,000 7,910,600 
燃料費 1,220,000 3,031,315 4,251,315 
維持管理費 3,851,600 3,072,831 6,924,431 
合計 11,278,200 7,808,146 19,086,346 > 0 (0%)

NKCC 
（北コルドフ
ァン州ウンル
ワバ郡） 

人件費 2,508,000 312,000 2,820,000 
燃料費 1,548,288 538,618 2,086,906 
維持管理費 1,043,712 549,942 1,593,654 
合計 5,100,000 1,400,559 6,500,559 > 0 (0%)

出典：JICA調査団、2020年 
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第4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

事業実施のための前提条件は、以下のような先方の負担事項が確実に実施されることである。 

 遅延のない免税措置の実施 

 最終処分場の確保*9 

 運営・維持管理費の確保 

 人材の確保 

 駐車スペースの確保 

 

4-2 プロジェクト全体計画のための必要な相手方投入（負担）事項 

プロジェクトの効果を発現・持続するために先方が取り組むべき事項は、以下のとおりである。 

 機材が適切に配車され、運用される。 

 各郡の維持管理能力が改善され、定期点検の徹底・交換部品の管理等が適正に行われる。 

 持続的な廃棄物管理の枠組みを示す戦略が改訂され、最終処分場の管理が行われる。 

 

4-3 外部条件 

本プロジェクト実施のための外部条件として、以下が挙げられる。 

 スーダンの廃棄物管理行政に大きな政策上の変更が生じないこと。 

 中間処理、最終処分場の運用及び廃棄物管理に関して収集・運搬体制が継続される。 
 

4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

(1) プロジェクトの裨益対象 

裨益対象は本プロジェクトにおける対象 4郡とハルツーム州で約 757万人である。 

表 4-1 プロジェクトの裨益対象 
対象都市 裨益対象人口（人）** 

ハルツーム州 6,729,171 
紅海州ポートスーダン郡 395,611 
紅海州スアキン郡 42,563 
北コルドファン州シェイカン郡 346,044 
北コルドファン州ウンルワバ郡 57,298 

合計 7,570,686 
** 2022年都市部人口×目標収集率（ハルツーム州 72%、その他 70%）  
出典：JICA調査団、2020年 

                                                        
*9 2020年 12月時点で、2020年 2月署名の T/Nにて合意されたポートスーダン郡、スワキン郡及びウンルワバ郡
の新規処分場の土地証明書が取得されたことを確認している。 
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(2) 緊急性 

スーダンでは排出される廃棄物量が増大しているが、適切な収集・処分が実施されておらず、未

収集地域もある。必要なキャパシティに対し、既存の収集・運搬・処分に係る廃棄物管理機材は

大きく不足しており、本プロジェクト実施による緊急的な改善が求められている。 

(3) 国家廃棄物管理戦略に資するプロジェクト 

HCENR では、以下を骨子とする「国家廃棄物管理戦略」の制定を目指している。 

 各州で廃棄物管理マスタープラン（M/P）を策定する。 

 廃棄物収集率 100%を目指す。 

 管理されていないオープンダンピングでなく、管理した埋立処分を行う。 

 廃棄物管理を行う廃棄物管理局（あるいは廃棄物管理公社）を設立し、予算・人員を配置す

る。 

本プロジェクトは、収集・運搬及び処分に必要な機材を調達することにより、上記項目の達成に

資するものである。 

(4) 我が国の援助政策・方針との整合性 

我が国の対スーダン国別開発協力方針（2018 年）では、大目標として「生活基礎インフラの整

備・行政サービスの強化を通じ、住民の生活を向上させる」ことを掲げており、本プロジェクト

は重点分野のひとつである「基礎生活分野支援」に位置付けられる。また、TICAD7横浜行動計画

でその意義が再確認された「アフリカのきれいな街プラットフォーム（African Clean Cities Platform: 

ACCP）」の活動の推進にも資するものである。 

したがって、本プロジェクトは衛生・都市環境の改善及び行政の廃棄物管理能力・サービス向上

に貢献するものであり、我が国の援助政策・方針とも合致している。 

 
4-4-2 有効性 

4-4-2-1 定量的効果 

本プロジェクトから得られる定量的効果の指標を「対象 4 郡の廃棄物収集量（トン/日）」及び

「対象 1 州の廃棄物輸送量（トン/日）」と設定する。現状の数値（基準値）及び実施後の目標値

は、以下のとおりである。 

表 4-2 プロジェクト実施で期待される定量的評価 

指標名 
基準値 

（2018年実績値） 
目標値（2025年） 
【事業完成 3年後】

廃棄物収集量（トン/日） 紅海州ポートスーダン郡 99 273 
紅海州スアキン郡 6 26 
北コルドファン州シェイカン郡 61 295 
北コルドファン州ウンルワバ郡 23 42 

廃棄物輸送量（トン/日） ハルツーム州 4,567 6,983 
出典：JICA調査団、2020年 
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4-4-2-2 定性的効果 

本プロジェクトを実施することにより、次に示す定性的効果が期待できる。 

 廃棄物管理行政サービスの向上 
 廃棄物適正処理による都市衛生環境の改善 
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資料-1 調査団員・氏名 
 

 

 

 

 



 



調査団員・氏名 
 

第 1次現地調査時 

（JICA） 

氏名 担当業務 所属 

近藤 整 総括 
独立行政法人国際協力機構（JICA）地球

環境部環境管理グループ 

小島 英子 計画管理 
独立行政法人国際協力機構（JICA）地球

環境部環境管理グループ 

（コンサルタント） 

南 直行 業務主任/廃棄物管理計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

清野 昭則 機材計画 1（収集・運搬） 八千代エンジニヤリング株式会社 

齋藤 正浩 機材計画 2（処分場） 八千代エンジニヤリング株式会社 

小谷 倫加恵 
組織体制／法制度・廃棄物管理政

策・計画／維持管理計画 
八千代エンジニヤリング株式会社 

加藤 篤志 調達計画/積算/機材輸出入 八千代エンジニヤリング株式会社 

 

第 2次現地補足調査時 

（コンサルタント） 

南 直行 業務主任/廃棄物管理計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

齋藤 正浩 機材計画 2（処分場） 八千代エンジニヤリング株式会社 

加藤 篤志 調達計画/積算/機材輸出入 八千代エンジニヤリング株式会社 

 

概略設計協議時 

（JICA） 

氏名 担当業務 所属 

高橋 亮 団長 JICA スーダン事務所 

下平 千恵 副団長 独立行政法人国際協力機構（JICA）地球

環境部環境管理グループ 

中丸 駿介 計画管理 独立行政法人国際協力機構（JICA）地球

環境部環境管理グループ 

（コンサルタント） 

南 直行 業務主任/廃棄物管理計画 八千代エンジニヤリング株式会社 

齋藤 正浩 機材計画 2（処分場） 八千代エンジニヤリング株式会社 

小谷 倫加恵 
組織体制／法制度・廃棄物管理政

策・計画／維持管理計画 
八千代エンジニヤリング株式会社 

加藤 篤志 調達計画/積算/機材輸出入 八千代エンジニヤリング株式会社 

 

資料-1-1



 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料-2 調査行程 
 

 

 

 

 

 



 



調査行程 

第 1次現地調査 

 

 

 

 

総括 計画管理
業務主任者／廃
棄物管理計画

副業務主任者／
機材計画１（収集

運搬）

機材計画２（処分
場）

調達計画/積算/
機材輸出入

組織体制／法制度・
廃棄物管理政策・計
画／維持管理計画

2019 年 近藤　整 小島　英子 南　直行 清野 昭則 齋藤　正浩 加藤　篤志 小谷　倫加恵

1 3/16 土

2 3/17 日

3 3/18 月

4 3/19 火

5 3/20 水

6 3/21 木

7 3/22 金 ［移動］

8 3/23 土
［移動］ハルツーム着、

調査団打合せ

9 3/24 日

10 3/25 月 ［移動］日本初 ［移動］日本発

11 3/26 火
[移動］, ハルツーム着、ハ
ルツーム → ポートスーダン

[移動］, ハルツーム
着、ハルツーム → ポー

トスーダン

12 3/27 水

13 3/28 木

14 3/29 金

15 3/30 土

16 3/31 日

17 4/1 月

18 4/2 火

19 4/3 水

20 4/4 木
JICAスーダン事務所協
議、［移動］ハルツーム発

21 4/5 金
[Travel] Arriving in
Japan

Other project

22 4/6 土

23 4/7 日

24 4/8 月

25 4/9 火

26 4/10 水

27 4/11 木

28 4/12 金

29 4/13 土

30 4/14 日

[移動］ ハルツーム発

[移動] 日本着

調査団打合せ

表敬・協議: JICAスーダン事務所,  NCE

ハルツーム中継施設、処分場調査（ハルツーム、オンドルマン）

ハルツーム収集状況調査（バハリ）、
[移動] ハルツーム → ポートスーダン

協議：NKCC、州保健省、　表敬：北コルドファン州知事、
エルオベイド（シェイカン郡）　収集、ワークショップ、処分場調査

NKCC協議、　エルラハド　収集・処分場調査

NCE　ミニッツ協議、　大使館報告 NCE　ミニッツ協議

ハルツーム調査（宿舎待機） 紅海州調査（エルカネブ聞き取り、シンカット調査）

ハルツーム調査（宿舎待機） 宿舎待機

資料整理 [移動] 19:00 ポートスーダン → ハルツーム

ハルツーム調査（宿舎待機） ハルツーム調査（宿舎待機）

ハルツーム調査（宿舎待機） [移動] 17:00 ハルツーム → ポートスーダン　（紅海州）

ハルツーム調査（宿舎待機） 紅海州調査（RSCC、大学、都市省、新処分場調査）

JICAスーダン事務所協議
北コルドファン州調査

（バラ調査、　NKCC協議）

資料整理 [移動] エルオベイド →  ハルツーム

資料整理 資料整理

[移動] エルオベイド →  ハルツーム、　NCE協議
北コルドファン州調査

（シェイカン民間修理工場、DRP調査）

北コルドファン州調査
（ウンラワバ調査）

協議: 紅海州　Red Sea CC (RSCC);  ポートスーダン収集、ワークショップ、処分場調査

スアキン収集、処分場調査、　［移動］ポートスーダン→ハルツーム

資料整理

[移動] ハルツーム → エルオベイド （北コルドファン州）、　団内会議

KCC協議

ハルツーム中継施設、処分場調査

NCE協議

資料整理

日時

JICA コンサルタント

移動・日本発

移動・ハルツーム着

表敬・協議: JICAスーダン事務所,  NCE
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第 2次現地補足調査 
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概略設計協議時 

  

JICA コンサルタント 

地球環境管理

第二チーム 
スーダン事務所

業務主任/

廃棄物管理

計画 

機材計画２

（処分場） 

組織体制/

法制度・廃

棄物管理

政策・計画

/維持管理

計画 

調達計画/積算/機

材輸出入 

下平 知恵／

中丸 俊介 

高橋 亮／吉

村 幸恵 
南 直行 斉藤正弘 

小谷倫加

恵 
加藤 篤志 

1 10 月 12 日 月 DOD 協議派遣前会議資料作成、概要資料案作成 

2 10 月 13 日 火 DOD 協議派遣前会議資料作成、概要資料案作成 

3 10 月 14 日 水 DOD 協議派遣前会議資料提出、概要資料案提出 

4 10 月 15 日 木 DOD 協議派遣前会議資料修正、概要資料案修正 

5 10 月 16 日 金 DOD 協議派遣前会議資料修正、概要資料案修正 

6 10 月 17 日 土   

7 10 月 18 日 日   

8 10 月 19 日 月 JICA 対処方針会議 

9 10 月 20 日 火 DOD 協議、HCENR、準備調査報告書（案）説明・協議、ミニッツ（案）協議 

10 10 月 21 日 水 JICA スーダン事務所、HCENR、MOF、ミニッツ（案）修正作業 

11 10 月 22 日 木 JICA スーダン事務所、HCENR、MOF、ミニッツ（案）修正作業 

12 10 月 23 日 金   

13 10 月 24 日 土   

14 10 月 25 日 日 JICA スーダン事務所、HCENR、MOF、ミニッツ署名 

注：HCENR（The Higher Council for Environment and Natural Resources : 連邦環境天然資源高等評議会） 
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資料-3 関係者（面会者）リスト 
 

 

 

 

 



 



関係者（面会者）リスト 

所属/Agency and Position 氏名/Name 
National Council for Environment (NCE) 
Secretary General 
Acting Director General 
Adviser - Coordinator 

Mr. Aboud Gabriel Saeed 
Mr Sayed Hag Elmour Ahmed 
Dr. Bushra Hamed Ahmed 

Solid Waste Management Unit Manager Mr. Gosai Ahmed Mohammed Hamed Alla 

Khartoum Cleaning Corporation 
General Manager Salah Ahmed Osman  
Red Sea Cleaning Corporation 
General Manager Osama Mohammed Hassan 
North Kordofan Cleaning Corporation 
General Manager Emad Eldein Abdalla Mohamed Adam 
North Kordofan Ministry of Health 
Health Minister Dr. Abdullah Hussein Faki Omer 
Suakin Locality 
Executive Director Mohammed Awadab Mohammed 
Sinkat Locality 
Executive Director Khalid Al-Sheikh 

Sheikan Locality 
Executive Director  Abdel Hadi Abdallah Mohammed Adnan 

El Qaneb Locality 
Executive Director Abdelrahman Mahjoub Mohammed Hassan 

El Rahad Locality 
Executive Director El Teib Mohammed Idris 

Um Rawaba Locality 
Executive Director Osama Umbada Mohammed 

Bara Locality 
Executive Director Adam Al -Teib Nur Al -Medina 

Drought Recovery Project in North Kordofan 
Executive Director Hassan Abdalrahman Mohammed Abdelrahman. 

Altameer Corporation & Roads (Red Sea State) 
General Manager Mr. Hisham Al -Shaar 

JICA Sudan Office 
Chief Representative Makoto TAKAHASHI 
Senior Representative Umi KIMURA 
Representative Tomoko ONO 
Project Formulation Advisor 
Project Formulation Advisor 

Kozue AMEMIYA 
Yukie YOSHIMURA 

Program Officer 
Program Officer 

Halima Abdeeb Abdalla 
Inas Kamal Ramli 
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資料-4 協議議事録（M/D） 
（4-1 第一次現地調査時（2019 年 11 月 11 日）） 

（4-2 概略設計協議時（2020 年 10 月 25 日）） 
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1. ソフトコンポーネントを計画する背景 

（１）背景 

スーダン国ハルツーム州、紅海州及び北コルドファン州では、近年の経済成長に伴い、農村部から都
市部への人口流入が進み、人口が密集する都市域では衛生的で健康的な居住環境を維持するため適切
な廃棄物収集が必要とされる。この都市人口の増加は廃棄物発生を促している。しかし、不適切な廃棄
物管理は生活環境と公衆衛生の悪化を招き、廃棄物管理システムの整備・改善が急務となっている。 

本プロジェクトの対象である紅海州及び北コルドファン州 4 主要郡（ポートスーダン郡、スアキン
郡、シェイカン郡、ウンルワバ郡）では、廃棄物管理体制の強化に取り組んでいるものの、廃棄物収集
及び最終処分場運営機材の不足及び老朽化が大きな問題となっている状況である。また、ハルツーム州
では改訂マスタープランに基づいて独自資金で追加の中継施設の整備が進む中、二次収集（中継施設～
最終処分場）の能力増強が必要となっている。 

上記の状況を踏まえ、本プロジェクトでは、既に廃棄物管理サービスが提供されている紅海州及び北
コルドファン州 4主要郡において、不足する収集運搬及び最終処分場運営機材の補充を行うとともに、
ハルツーム州の中継輸送機材の補充を行う。プロジェクト対象地域を管轄する清掃公社では、機材の基
本的な運営・維持管理は実施可能であるが、運転手・整備士の車両の維持管理に関する知識の不足、日
常点検・定期点検の未実施、修理機材の不足など改善・強化すべき面があることから、ソフトコンポー
ネントで各州・郡の維持管理能力の向上に必要な技術的支援を行う。 

なお、本プロジェクトは、ハルツーム州、紅海州、北コルドファン州の都市部の廃棄物運搬・処理能
力の強化を図るものであり、当国の給水・衛生分野国家戦略（Water, Sanitation and Hygiene Sector 
National Strategic Plan, 2012-2016）が掲げる都市廃棄物管理の改善に資するものとして位置付けられ
る。 

（２）本体事業の概要 

「スーダン国スーダンのきれいな街のための廃棄物管理改善計画」は機材案件であり、対象 3 州の
廃棄物管理の改善に係る、①収集・運搬機材の調達（コンパクター、コンテナーキャリア）、②中継輸
送機材の調達（中継輸送車両（75m3コンテナトレーラー・トラクターヘッド））、③最終処分場の運用
機材の調達（ブルドーザー、エクスカベーター、ホイールローダー、ダンプトラック）、④調達機材の
維持管理のための維持管理用ツール及びスペアパーツの調達で構成されている。 

（３）課題の認識とソフトコンポーネント 

１）機材の維持管理システムの強化 

各郡の廃棄物管理能力や現状、将来必要な車両及び機材の計画台数、運営・維持管理計画などの状況
を表 1 及び表 2 に示す。また、本プロジェクトの調達機材の運営・維持管理体制及び維持管理費を表
3及び表 4に示す。これらの本プロジェクトの対象地域では、既に廃棄物管理サービスが実施されてお
り、機材の基本的な運営・維持管理は実施可能である。機材調達に伴い不足する人員や予算は州政府に
よる補助を計画している（2020年 2月の T/Nで州政府の意思を確認している。） 

しかし、各清掃公社及び郡では、車両及び機材維持管理に関するシステムやルールが明確でなく、ハ
ルツーム州を除き、清掃公社直営のワークショップでの修理能力は極めて限定的である。運転手･整備
士の車両の維持管理に関する知識や動機付けが乏しく、大きな故障が発生するまで車両を稼動させて
しまう傾向にあるため、交換部品や修理時間が増えたり、修理ができずに車両や機材が放棄されたりと
いった問題が発生している。また修理用部品の台帳への記録が行われておらず、計画的な部品調達が実
施されていないことも課題である。 

このような状況を踏まえ、ソフトコンポーネントでは、各州の維持管理システムの確立に必要な技術
的支援を行う。「平成 25年度 スーダン共和国 ハルツーム州廃棄物管理能力向上計画」（以下、前回無
償資金協力）のソフトコンポーネントにて、ハルツーム清掃公社で活用する収集車両維持管理に係る各
種マニュアル・標準指導書（表 5）が整備されていることから、これらを基に、清掃公社（または郡）
で実施する定期点検の内容や故障時対応指示書の見直しを行う。 
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紅海州ではアルタミヤ公共事業公社（ACR: Altameer Corporation & Road）、北コルドファン州では
干ばつ復旧プロジェクト（DRP: Drought Recovery Project）などの公共事業公社の車両整備工場を利
用可能であることを確認している。紅海州及び北コルドファン州の清掃公社の修理能力不足を補完す
るため、車両及び重機が不具合を起こす前に整備する「予防保全」を基本とし、日常点検や簡単な修理
は清掃公社の整備工場、定期点検や大きな修理は公共事業公社の整備工場を活用する維持管理システ
ムの整備を行う。 

ハルツーム州においては、既存のマニュアル・標準指示書を基に、中継輸送機材に特化した内容拡充
を支援する。 

 
表 1 プロジェクト対象地域の収集車両・中継輸送車両台数及び運営・維持管理状況と計画 

州 郡 
2022年の車両台数 

（推計） 清掃公社
車両
基地

直営車両整備
工場１ 

将来の車両整備
計画２ 

車種 台数 
紅海州 ポートスー

ダン郡 
収集車両 既存：27

新：24 
有 有 有（簡易な修

理のみ） 
計画：清掃公社 
実施：清掃公社
と公共事業公社
（ACR） 

 

スアキン郡 既存：2 
新：3 有 

有 無 

北コルド
ファン州 

シェイカン
郡 

収集車両 既存：16
新：29 

有 有 有（ｼｪｲｶﾝ郡
保有、簡易な
修理のみ） 

計画：清掃公社 
実施：清掃公社
と公共事業公社
（DRP） 

 
ウンルワバ
郡 

既存：8 
新：5 

有 有 無 

ハルツー
ム州 

新規中継基
地 5か所 

中継輸送
車両 

既存：20
新：20 

有 有 有 計画：清掃公社 
実施：清掃公社 

注１）紅海州清掃公社は整備工場を保有、北コルドファン州清掃公社は整備工場を保有していないが、シェイカン郡の
整備工場を清掃公社に移管することが決まっており、現在移管の手続きが進められている。 

注２）ACR：アルタミヤ公共事業公社、DRP：干ばつ復旧プロジェクト 
出典：JICA調査団、2020年 

 
表 2 プロジェクト対象地域の重機台数及び運営・維持管理状況と計画 

州 郡 
2022年の車両台数

（推計） 処分場の状況 重機の利用状況 将来の車両整備
計画１＆２ 

車種 台数 
紅海州 ポートスー

ダン郡 
重機 既存：0 

新：3 
有・オープンダンピ
ング、新規建設計画
中（土地取得済） 

なし 計画：清掃公社 
実施：清掃公社
と公共事業公社
（ACR） 

 
スアキン郡 既存：0 

新：1 
有・オープンダンピ
ング、新規建設計画
中（2020 年 7 月末
取得予定） 

なし 

北コルド
ファン州 

シェイカン
郡 

重機 既存：0 
新：3 

有・オープンダンピ
ング３(土地取得済) 

清掃公社が重機
（重機ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
を含む）を公共
事業公社の DRP
から借上 

 

計画：清掃公社 
実施：清掃公社
と公共事業公社
（DRP） 

 

ウンルワバ
郡 

既存：0 
新：1 

有・オープンダンピ
ング、新規建設計画
中（土地取得済） 

注１）紅海州清掃公社は整備工場を保有、北コルドファン州清掃公社は整備工場を保有していないが、シェイカン郡の
整備工場を清掃公社に移管することが決まっており、現在移管の手続きが進められている。 

注２）ACR：アルタミヤ公共事業公社、DRP：干ばつ復旧プロジェクト 
注３）並行して実施予定の技術協力プロジェクトにてコントロールダンピングへの移行支援を想定 
出典：JICA調査団、2020年 
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表 3 プロジェクト対象地域における収集・中継輸送機材及び処分場運用機材の運営・維持管理体制   

紅海州（RSCC） 北コルドファン州（NKCC） 
ハルツーム州
（KCC） ポートスーダ

ン郡 スアキン郡 シェイカン郡 ウンルワバ郡 

2018 2022 2018 2022 2018 2022 2018 2022 2018 2022
管理 部長（マネージャー） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

収集運搬 
・清掃 

運転手（収集運搬） 27 51 2 5 19 48 8 13   
収集作業員 56 78 4 10 38 96 16 26   
清掃作業員 N/A N/A 21 21 172 172 64 64   

中継輸送 運転手（中継輸送）         12 32
作業員         18 18

処分場 重機運転手 0 3 0 1 0 3 0 1 
作業員 0 6 0 2 0 6 0 2 

車両整備 
技術者（エンジニア） 2 2 0 0 0 1 0 0   
整備士（メカニック） 2 2 0 2 0 2 0 2   
作業員（倉庫管理） 0 0 0 0 0 1 0 0   

会計 事務員 2 2 5 5 1 1 5 5   
合計 90 136 33 44 231 322 94 111 31 51

出典：JICA調査団、2020年 
 

表 4 対象州及び郡において想定される廃棄物管理にかかる運営維持管理費 
単位：SDG/年 

州/郡 項目 
2018年 

運営維持管理費
（支出実績） 

2022年 
運営維持管理費 
（支出増加予測） 

2022年 
運営維持管理費
（支出合計予測）

KCC 
（ハルツーム州） 

人件費 4,979,377 720,000 5,699,377
燃料費（中継車両） 7,895,185 1,657,152 9,552,337
燃料費（その他） 3,872,163 0 3,872,163
維持管理費（中継施
設・処分場） 4,285,162 2,932,800 7,217,962

修理費（収集車両） 6,561,898 0 6,561,898
その他 66,735 0 66,735

合計 27,660,520 5,309,952 32,970,472

RSCC 
（紅海州ポートスー

ダン郡） 

人件費 2,107,664 1,332,000 3,439,664
燃料費 6,711,466 2,313,216 9,024,682
維持管理費 6,295,468 2,573,765 8,869,233

合計 15,114,598 6,218,981 21,333,579

RSCC 
（紅海州スアキン

郡） 

人件費 190,603 192,000 382,603
燃料費 33,143 317,664 350,807
維持管理費 30,992 381,676 412,668

合計 254,738 891,340 1,146,078

NKCC 
（北コルドファン州
シェイカン郡） 

人件費 6,206,600 1,704,000 7,910,600
燃料費 1,220,000 3,031,315 4,251,315
維持管理費 3,851,600 3,072,831 6,924,431

合計 11,278,200 7,808,146 19,086,346

NKCC 
（北コルドファン州
ウンルワバ郡） 

人件費 2,508,000 312,000 2,820,000
燃料費 1,548,288 538,618 2,086,906
維持管理費 1,043,712 549,942 1,593,654

合計 5,100,000 1,400,559 6,500,559
出典：JICA調査団、2020年 
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表 5 前回無償資金協力で整備された各種マニュアル・標準指導書 
成果品 概要 

1. ワークショップマネジメント勤務（業
務）マニュアル 

服務規程、休日休暇規定、セントラルワークショップ庶
務規定、セントラルワークショップ人事規定、事案決定
規定、予算事務規定、会計事務規則、労働安全対策規
定、公務災害補償規定、安全具貸与規定、安全衛生委員
会設置規定、セントラルワークショップ職員研修規定 

2. 車両維持管理関連 
予防保全指導
書 

1) Daily inspection sheet 日常点検表（日常点検作業項目チェックリスト） 
2) Daily inspection manual 日常点検マニュアル（点検項目説明） 
3) Drivers manual 運転手マニュアル（車両操作の重要事項の説明） 
4) Driver's examination  運転手能力確認テスト 
5) Periodic service manual 定期点検マニュアル 
6) Periodic service sheet 定期点検表（定期点検作業項目チェックリスト） 
7) Periodic card 定期点検入庫指示ステッカー及びカード 
8) Periodic service schedule 定期点検交換部品情報シート 
9) Periodic service plan 定期点検予定表 

故障時対応指
導書 

10) Job card 一般修理作業指示書 
11) Truck data sheet 車両点検・修理歴情報シート 
12) Internal training criteria & 
Check sheet 

整備士内部講習会用教材 

13) Understanding test 整備士能力把握・講習会理解度確認テスト 
14) CWS Equipment 
maintenance schedule 

整備用機材維持管理日程表 

注）CWS：セントラルワークショップ 
出典：JICA調査団、2020年 

 
２）労働安全衛生 
本プロジェクトで調達する車両及び機材により、収集作業時の作業員の巻き込み事故や大型コンテ
ナ使用の作業時事故、処分場での重機とウェストピッカーの接触事故など重大事故につながる要因が
多数存在するため、機材整備に合わせて運転手・作業員への安全指導を行う。特にスアキン郡とシェ
イカン郡では初のコンパクター導入であることから、本プロジェクトで調達する機材を使用して死
傷者や病人が発生することのないよう、車両特性の違いや事故事例などを具体的に説明しつつ、労働
安全衛生に対する意識の向上に努めることが肝要である。合わせて、手袋やマスクなどの安全具の着
用、作業前後の衛生指導、内部研修制度の実施、事故発生時の対応と補償などを規定したマニュアル
の作成支援を行う。 
前回無償資金協力にて、ハルツーム清掃公社で活用する労働安全対策規定等を含む「勤務（業務）
マニュアル」（詳細は表 5 参照）が整備されており、ハルツーム州では労働環境改善として安全と
衛生の問題解決に一体的に取り組んでいる。この既存のマニュアルを基に、各州の状況に合わせた
労働安全衛生指導書の作成を支援する。ハルツーム州においては、既存のマニュアルを基に、中
継輸送機材に特化した内容の更新・拡充を行う。 

 
2. ソフトコンポーネントの目標 

本プロジェクトは、地域住民へ廃棄物管理サービスが適切に提供されることを目標としている。ソフト
コンポーネントは、本プロジェクトで整備する機材の円滑な導入及び長期間にわたり適正に運営・維持
管理するための支援を通じ、対象 3 州における廃棄物管理能力を向上させて、効率的な廃棄物収集サー
ビス、安全な埋立処分の実施を実現し、協力成果の持続性を確保することを目的とする。 
 
3. ソフトコンポーネントの成果 

ソフトコンポーネントで達成すべき成果は、以下 4項目である。 
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成果① 廃棄物管理従事者が予防保全技術を習得する。 
成果② 整備工場の整備士が車両及び重機の故障時対応の手順を習得する。 
成果③ 整備工場におけるスペアパーツ・消耗品の保管、管理体制が整う。 
成果④ 廃棄物管理従事者が労働安全衛生の知識を習得する。 

 
4. 成果達成度の確認方法 

成果達成度を確認するための指標とその測定方法は表 6のとおりである。 
 

表 6 成果達成度の確認方法 
成果 指標 測定方法 

【成果①】 
廃棄物管理従事者が
予防保全技術を習得
する。 

1. 調達機材の予防保全技術をとりまとめた文書はある
か。 

 予防保全指導書 

2. 収集車両及び中継機材の運転手（又はその監督者）
は「日常点検表」に基づき的確に機材の点検ができ
るか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

3. 重機オペレーター（又はその監督者）は「日常点検
表」に基づき的確に機材の点検ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

4. 直営及び公共事業公社の整備工場の規模、能力に応
じた調達機材の「定期点検予定表」は整備されてい
るか。 

 予防保全指導書（定期
点検予定表を含む） 

5. 整備工場の整備士（又はその監督者）は「定期点検
表」に基づき的確に機材の点検ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

【成果②】 
整備工場の整備士が
車両及び重機の故障
時対応の手順を習得
する。 

1. 調達機材の故障時対応の手順をとりまとめた文書は
あるか。 

 故障時対応指導書 

2. 直営及び公共事業公社の整備工場の規模、能力及び
故障・不具合の程度に応じて故障時対応の手順が整
理され、ジョブカードの使用手順が関係者に周知さ
れているか。 

 故障時対応指導書（ジ
ョブカードを含む） 

 セミナー・研修記録 

3. データ管理システム（車両台帳や修理記録等の記録
簿）は整備されているか。 

 故障時対応指導書 
 車両台帳及び修理記録
簿 

4. 整備工場の整備士は「故障時対応指導書」に基づき
的確に機材の修理ができるか。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

【成果③】 
整備工場におけるス
ペアパーツ・消耗品
の保管、管理体制が
整う。 

1. スペアパーツ・消耗品の保管・管理台帳（指導書）
は整備されているか。 

 スペアパーツ・消耗品
の保管・管理台帳（指
導書） 

2. スペアパーツ・消耗品の保管・管理台帳に基づく管
理方法が関係者に周知されているか。 

 セミナー・研修記録 
 

【成果④】 
廃棄物管理従事者が
労働安全衛生の知識
を習得する。 

1. 廃棄物管理従事者の労働安全衛生の知識を分かり
やすくまとめた文書はあるか 

 労働安全衛生指導書 
 安全指導用リーフレッ
ト 

2. 廃棄物管理従事者は、調達機材による重大事故防止
のための安全対策を正しく理解しているか。 

 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

3. 廃棄物管理従事者は、安全具の着用などの労働衛
生改善のための取り組みを正しく理解している
か。 

 セミナー・研修記録 
 研修理解度確認テスト
（合格基準 60%） 

出典：JICA調査団、2020年 
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5. ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

（１）成果と活動 

各成果に対し、表 7に示す活動を本ソフトコンポーネントにて実施する。 

表 7 ソフトコンポーネントの活動内容 
成果 活動概要 活動内容 
成果① 活動①：予防保全技術指導  

活動①-1：予防保全指導書の作成 定期点検計画の作成方法や日常点検表及び定期点検表の
使用手順などの予防保全技術についてとりまとめたマニ
ュアルを作成する。 

活動①-2：運転手・重機オペレーターへ
の日常点検研修 

運転手・重機オペレーターに対して、車両外装や部品の
目視確認、ブレーキ等の動作確認、エンジンオイル等の
消耗品の点検などの日常点検に関する指導を行う。 

活動①-3：整備士への定期点検研修 整備工場の整備士に対して、定期点検マニュアルに基づ
く定期点検の実施指導及びエンジン装置、シャーシ装置、
電装・油圧装置等の点検・修理の技術指導を行う。 

成果② 活動②：車両及び重機故障時対応指導  
活動②-1：現況把握（過去の故障事例等
の確認） 

各州・郡における既存の車両及び重機の状態や過去の代
表的な故障事例等の詳細を確認する。 

活動②-2：故障時対応指導書の作成 修理作業指示の手順や車両点検・修理歴情報の管理、修
理技術をとりまとめた指導書を作成する。 

活動②-3：整備士への故障時対応研修 直営及び公共事業公社の整備工場の整備士に対して、故
障時対応指導書に基づく故障時対応手順、データ管理及
び車両・重機修理に関する指導を行う。 

活動②-4：車両整備機材の使用・維持管
理の指導 

整備工場の機材リスト及びマニュアルの作成支援を行
い、整備機材の使用及び維持管理に関する指導を行う。

成果③ 活動③：スペアパーツ・消耗品の保管・
管理指導 

 

活動③-1：スペアパーツ・消耗品管理台
帳・マニュアル（指導書）の作成及び指
導 

スペアパーツ・消耗品の適切な保管に向け、管理台帳の
整備及び台帳を利用した管理指導を行う。 

成果④ 活動④：労働安全衛生の徹底指導  
活動④-1：労働安全衛生指導書及び安
全指導用リーフレットの作成 

調達機材に関連する重大事故の防止や、作業員のけがや
病気による稼働率低下を予防するため、廃棄物管理現場
の労働安全衛生に関する指導書を作成する。現場作業を
行う全廃棄物管理従事者を対象とした取組内容であるこ
とから、現場監督を通じて全作業員への普及啓発を行う
ことができるよう、指導書の内容を分かりやすくまとめ
た安全指導用リーフレットを合わせて作成する。 

活動④-2：運転手・作業員等への労働安
全衛生研修 

調達機材の運転手や作業員に対して労働安全衛生指導書
に基づく安全指導を行う。また、手袋やマスクなどの安
全具の着用、作業前後の衛生指導などの労働環境（安全
衛生）改善に関する指導を行う。 

出典：JICA調査団、2020年 
 
（２）予防保全技術指導 

１）予防保全指導書の作成 

 車両及び重機が不具合を起こす前に整備する予防保全技術を廃棄物管理従事者に指導するため、定期
点検計画や日常点検表及び定期点検表の使用手順などをとりまとめた指導書を作成する。収集車両につ
いては、既存のマニュアル・標準指導書（表 5）を基に、紅海州及び北コルドファン州の清掃公社や公共
事業公社、郡・地域の状況に合わせた改訂を行う。また、処分場維持管理のための重機を対象としたマニ
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ュアル・標準指導書は作成されていないことから、これを新たに作成する。ハルツーム州においては、既
存のマニュアル・標準指示書を基に、中継輸送機材に特化した内容拡充を支援する。 

 
表 8 予防保全指導書の種類及び内容 

州 成果品の種類 主な予防保全指導書の内容 

紅海州 ・予防保全指導書（収集車両）
・予防保全指導書（重機） 

 定期点検マニュアル（定期点検表による点検項目
及び手順） 
 定期点検予定表（走行距離や使用期間に基づく部
品別の定期点検基準、車両ごとの点検時期、等）
 日常点検マニュアル（日常点検表による運行前・
後の点検項目及び手順） 
 運転手マニュアル（車両操作の重要事項の説明）
 重機オペレーターマニュアル（重機操作の重要事
項の説明） 

北コルドフ
ァン州 

・予防保全指導書（収集車両）
・予防保全指導書（重機） 

ハルツーム
州 ・予防保全指導書（中継機材）

出典：JICA調査団、2020年 
 

表 9 予防保全指導書の想定される仕様・ページ数 
種類 想定される仕様・ページ数 

① 定期点検マニュアル  紅海州・北コルドファン：約 20 ページ×2 州 
 ハルツーム州：約 10 ページ×1 州 
 言語：英語・アラビア語 

② 定期点検予定表  紅海州・北コルドファン：清掃公社用、公共事業公社用各 1 種類・調達

機材別 6 種類・3 年間、約 36 ページ×2 州 
 ハルツーム州：セントラルワークショップ用 1 種類・3 年間、約 3 ページ

 言語：英語・アラビア語 
③ 日常点検マニュアル 
（日常点検表を含む） 

 紅海州・北コルドファン共通：収集車両用 約 2 ページ、処分場機材用 
約 4 ページ 
 ハルツーム州：中継機材用 約 1 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

④ 運転手マニュアル  紅海州・北コルドファン共通：収集車両用 約 4 ページ 
 ハルツーム州：中継機材用 約 1 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

⑤ 重機オペレーターマニ
ュアル 

 紅海州・北コルドファン：収集車両用 約 4 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

出典：JICA調査団、2020年 
 

２）運転手・重機オペレーターへの日常点検研修 
収集車両及び中継機材の運転手や重機オペレーターに対して、日常点検マニュアル及び運転手・重機オ
ペレーターマニュアルに基づく日常点検指導を行う。研修では、座学講習と実技指導によって車両運行
前・後で、車両外装や部品の目視確認、ブレーキ等の動作確認、エンジンオイル等の消耗品の点検などを
行い、日常点検表に確認結果を記録する。合わせて、コンパクターの積込時操作などの機材操作の重要事
項や洗車作業における注意点などの確認を行う。研修後に講習会理解度確認テストを実施し、成果達成
度を確認する。 

表 10 運転手・重機オペレーターへの日常点検研修の概要 
主な対象者 運転手、重機オペレーター 
目標 収集車両及び中継機材の運転手や処分場の重機オペレーターが日常点検（運行前・

後）の実施方法を習得する。 
教材 日常点検マニュアル、日常点検表、運転手・重機オペレーターマニュアル（英語・ア

ラビア語） 
実技指導 ・日常点検（運行前・後）の実施 

・燃料使用量、管理（エンジンオイル汚れや、アイドリング時の燃料消費量を実際に
見せ、燃料のムダをなくす） 
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主な対象者 運転手、重機オペレーター 
・洗車作業における注意点 

座学講習 ・日常点検（運行前、後）の講義 
・エンジン構造、シャーシ構造の概要確認 
・車両・重機操作の重要事項についての講義 
・安全運転、省エネ運転についての講義、等 

出典：JICA調査団、2020年 
 

３）整備士への定期点検研修 
直営及び公共事業公社の整備工場の整備士に対して、定期点検マニュアルに基づく定期点検の実施指
導やエンジン装置、シャーシ装置、電装・油圧装置等の部品別の点検・修理技術の指導を行う。事前に、
調達機材の部品別に走行距離や使用期間による交換時期の目安を整理した「定期点検交換部品情報シー
ト」を作成し、これに基づき、適切な車両定期点検の時期や交換部品を整理した「定期点検予定表」の作
成支援を行う。整備士は予定表に従い、点検及び基本整備作業を行う。研修では、座学講習と実技指導に
よって整備士が定期点検の一連の手順を習得できるよう指導する。研修後に講習会理解度確認テストを
実施し、成果達成度を確認する。 

 
表 11 整備士への定期点検研修の概要 

主な対象者 管理技術者、整備士 
目標 整備工場の整備士が定期点検マニュアルに則った点検方法を習得する。 
教材 定期点検マニュアル、定期点検表（英語・アラビア語） 
実技指導 ・定期点検の実施 

・定期点検記録の作成（定期点検表等の記入） 
座学講習 ・エンジン、シャーシ構造及び電装・油圧装置の概要確認 

・基本整備作業の講義（写真による作業比較） 
・定期点検予定表に基づく車両定期点検の講義、等 

出典：JICA調査団、2020年 
 
（３）車両及び重機故障時対応指導 

１）現況把握（過去の故障事例等の確認） 
前回無償資金協力では、通常では想定されない、未舗装の道路を走行したことによる走行振動や、気温
の高さに伴う熱膨張などを原因とした収集車両の故障が多く見られた（フェンダー破損・脱落、アクセル
コントロールワイヤーの変形、コントロールレバーピンの脱落、スプラッシュガード（泥除け）の脱落
等）。実践的な研修内容とするため、各州・郡における既存の車両及び重機の状態や過去の代表的な故障
事例等の詳細を確認する。 

 

２）故障時対応指導書の作成 
調達機材の故障時対応として、修理作業指示の手順や車両点検・修理歴情報の管理、修理技術をとりま
とめた指導書を作成する。収集車両については、既存のマニュアル・標準指導書や整備士内部講習会
用教材（表 5）を基に、紅海州及び北コルドファン州の直営や公共事業公社の状況に合わせた改訂を
行う。また、処分場維持管理のための重機を対象としたマニュアル・標準指導書は作成されていな
いことから、これを新たに作成する。ハルツーム州においては、既存のマニュアル・標準指示書を基
に、中継輸送機材に特化した内容拡充を支援する。なお、メーカー技術者の能力向上については、調
達業者の責任下で指導を行うため、本計画の対象外とする。 

 
表 12 故障時対応指導書の種類及び内容 

州 成果品の種類 主な故障時対応指導書の内容 

紅海州 ・故障時対応指導書（収集車両）
・故障時対応指導書（重機） 

 一般修理作業指示書（ジョブカード）
 車両点検・修理歴情報シート 
 整備士内部講習会用教材 北コルドファン州 ・故障時対応指導書（収集車両）
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州 成果品の種類 主な故障時対応指導書の内容 
・故障時対応指導書（重機）  車両整備機材リスト及びマニュアル 

ハルツーム州 ・故障時対応指導書（中継機材）
出典：JICA調査団、2020年 

 
表 13 故障時対応指導書の想定される仕様・ページ数 

種類 想定される仕様・ページ数 
① 一般修理作業指示書 
（ジョブカード） 

 対象 3 州：標準様式 約 2 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

② 車両点検・修理歴情報シート  対象 3 州：標準様式 約 1 ページ 
 登録データ： 紅海州 60 台、北コルドファン州 62 台、ハルツー

ム州 20 台（新規調達分） 
 言語：英語・アラビア語 

③ 整備士内部講習会用教材  対象 3 州：チェックリスト 約 2 ページ、付属資料（整備マニュア

ル）約 800 ページ 
 言語：英語・アラビア語（付属資料は英語のみ） 

④ 車両整備機材リスト及びマニ
ュアル 

 対象 3 州：約 20 ページ×3 州 
 言語：英語・アラビア語 

出典：JICA調査団、2020年 
 

３）整備士への故障時対応研修 
直営及び公共事業公社の整備工場の整備士に対して、故障時対応指導書に基づく故障時対応手順、デー
タ管理及び車両・重機修理に関する指導を行う。州ごとに直営及び公共事業公社の整備工場の規模や能
力が異なることから、州別に故障・不具合の程度に応じた故障時対応の手順を定め、一般修理作業指示書
（ジョブカード）による管理体制を徹底する。また、調達機材の車両等台帳を作成し、車両別に点検・修
理歴を記録し、データを管理する。研修では、座学講習と実技指導によって整備士が故障時対応の一連の
手順を習得できるよう指導する。研修後に講習会理解度確認テストを実施し、成果達成度を確認する。 

 
表 14 整備士への故障時対応研修の概要 

主な対象者 管理技術者、整備士 
目標 整備工場の整備士がジョブカードに基づく故障時対応を習得する。 
教材 一般修理作業指示書（ジョブカード）、車両点検・修理歴情報シート、整備士内部講

習会用教材（英語・アラビア語） 
実技指導 ・ジョブカードの記入及び車両点検・修理歴情報の記録 

・車両及び重機修理 
座学講習 ・車両及び重機修理の必要性・内容の判断 

・故障時対応の手順や記録管理方法、等 
出典：JICA調査団、2020年 

 

４）車両整備機材の使用・維持管理の指導 
整備工場の機材リスト及びマニュアルの作成支援を行い、これに基づき下記の実施指導を行う。 

 
表 15 整備機材の使用・維持管理の指導 

主な対象者 管理技術者、整備士 
目標 新規に導入された車両整備工具･機材の使用方法がわかり、適切に維持管理される。
教材 車両整備機材リスト及びマニュアル（英語・アラビア語） 
内容 新規に導入された車両整備工具･機材の使用方法・維持管理方法の指導 
出典：JICA調査団、2020年 
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（４）スペアパーツ・消耗品の保管・管理指導 

１）スペアパーツ・消耗品管理台帳・マニュアル（指導書）の作成及び指導 
スペアパーツ・消耗品の適切な保管に向け、管理台帳の整備及び台帳を利用した管理指導を行う。 
 

表 16 スペアパーツ及び消耗品の保管・管理指導 
主な対象者 管理技術者、整備士、記録作業員 
目標 調達機材のスペアパーツ及び消耗品の管理台帳が整備され、適切に保管・管理され

る。 
教材 スペアパーツ・消耗品管理台帳及びマニュアル（英語・アラビア語） 
内容 調達機材のスペアパーツ及び消耗品の管理台帳の使用方法、定期点検予定表やジョ

ブカードに基づくスペアパーツ及び消耗品の調達計画に関する指導 
出典：JICA調査団、2020年 

 
（５）労働安全衛生の徹底指導 
１）労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレットの作成 
調達機材に関連する重大事故の防止や、作業員のけがや病気による稼働率低下を予防するため、廃棄物
管理現場の労働安全衛生に関する指導書を作成する。現場作業を行う全廃棄物管理従事者を対象とした
取組内容であることから、現場監督を通じて全作業員への普及啓発を行うことができるよう、指導書の
内容を分かりやすくまとめた安全指導用リーフレットを合わせて作成する。 
 

表 17 労働安全衛生指導書の想定される仕様・ページ数 
種類 想定される仕様・ページ数 

① 労働安全衛生マニュアル  収集運搬用： 約 20 ページ 
 中継輸送用： 約 20 ページ 
 処分場管理用： 約 20 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

② 安全指導用リーフレット  収集運搬用： 約 1 ページ 
 中継輸送用： 約 1 ページ 
 処分場管理用： 約 1 ページ 
 言語：英語・アラビア語 

出典：JICA調査団、2020年 
 
２）運転手・作業員等への労働安全衛生研修 
調達機材は作業員の巻き込み事故や大型コンテナ使用の作業など重大事故につながる要因が多数存在
するため、調達機材の運転手や作業員に対して労働安全衛生指導書に基づく安全指導を行う。また、手袋
やマスクなどの安全具の着用、作業前後の衛生指導などの労働環境（安全衛生）改善に関する指導を行
う。研修後に講習会理解度確認テストを実施し、成果達成度を確認する。 
 

表 18 廃棄物管理の現場作業における労働安全衛生の指導 
主な対象者 運転手、重機オペレーター、整備士、現場監督者、現場作業員 
目標 廃棄物管理従事者が現場作業における労働安全衛生の知識を習得する。 
教材 労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（英語・アラビア語） 
内容 ・労働安全衛生に係る基礎情報 

・調達機材による重大事故防止のための安全対策 
・安全具の着用などの労働衛生改善のための取り組み 

出典：JICA調査団、2020年 
 

（６）機材運用・維持管理及び労働安全衛生セミナー 
ソフトコンポーネント実施後の効果発現・継続のためには、国や州、上位の意思決定者の支援が必要で
あることから、ソフトコンポーネントで実施する調達機材の維持管理技術指導及び労働安全衛生指導に
ついて概説するセミナーを開催する。 
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表 19 機材運用・維持管理及び労働安全衛生セミナーの概要 
主な対象者 調達機材の維持管理に関わる関係機関の意思決定者（HCENR、州政府、各清掃公社

の清掃局長及び各部門マネージャー、公共事業公社の部門長及び整備士チーフ等）
目標 持続可能な調達機材の維持管理システム構築に向けた意識付け・ルール作り 
場所 各州の州都（ハルツーム郡、ポートスーダン郡、シェイカン郡） 
内容 調達機材の予防保全、故障時対応、スペアパーツ・消耗品の保管・管理及び現場作業

における労働安全衛生の概要説明 
出典：JICA調査団、2020年 

 

（７）研修日程 
 各種研修の日程、形態、内容は以下のとおりである。 
 

表 20 収集車両運用・維持管理研修（整備士向け）（紅海州・北コルドファン州） 
日程 研修形態 研修内容 

1日目 座学講習会 1 基本整備作業（定期点検、故障時対応、スペアパ
ーツ・消耗品の保管・管理）の講義 

2日目 座学講習会 2 エンジン装置の概要 
3日目 座学講習会 3 シャーシ装置の概要、電装・油圧装置の概要 
4日目 実技指導 1（基本整備指導） 基本整備作業、整備機材のセットアップ 
5日目 実技指導 2（定期点検・故障時対応指

導） 
エンジン装置 1 

6日目 実技指導 3（定期点検・故障時対応指
導） 

エンジン装置 2 

7日目 実技指導 4（定期点検・故障時対応指
導） 

シャーシ装置 1 

8日目 実技指導 5（定期点検・故障時対応指
導） 

シャーシ装置 2 

9日目 実技指導 6（定期点検・故障時対応指
導） 

電装・油圧装置 

10日目 実技指導 7（記録管理指導） 定期点検記録（定期点検表の記入）、修理記録、
スペアパーツ・消耗品保管記録 

11日目 座学・理解度確認テスト トレーニング結果振り返り、理解度確認テスト 
出典：JICA調査団、2020年 

 
表 21 重機運用・維持管理研修（重機整備士向け）（紅海州・北コルドファン州） 

日程 研修形態 研修内容 
1日目 座学講習会 1 基本整備作業（定期点検、故障時対応、スペアパ

ーツ・消耗品の保管・管理）の講義 
2日目 座学講習会 2 エンジン装置の概要 
3日目 座学講習会 3 シャーシ装置の概要、電装・油圧装置の概要 
4日目 実技指導 1（基本整備指導） 基本整備作業、整備機材のセットアップ 
5日目 実技指導 2（定期点検・故障時対応指

導） 
エンジン装置 1 

6日目 実技指導 3（定期点検・故障時対応指
導） 

エンジン装置 2 

7日目 実技指導 4（定期点検・故障時対応指
導） 

シャーシ装置 1 

8日目 実技指導 5（定期点検・故障時対応指
導） 

シャーシ装置 2 

9日目 実技指導 6（定期点検・故障時対応指
導） 

電装・油圧装置 

10日目 実技指導 7（記録管理指導） 定期点検記録（定期点検表の記入）、修理記録、

資料-5-12



スーダン国きれいな街のための廃棄物管理機材改善計画 
                                              ソフトコンポーネント計画書 

 12

日程 研修形態 研修内容 
スペアパーツ・消耗品保管記録 

11日目 座学・理解度確認テスト トレーニング結果振り返り、理解度確認テスト 
出典：JICA調査団、2020年 

 
表 22 中継輸送機材運用・維持管理研修（整備士向け）（ハルツーム州） 

日程 研修形態 研修内容 
1日目 座学講習会 基本整備作業（定期点検、故障時対応、スペアパ

ーツ・消耗品の保管・管理）の講義 
2日目 実技指導 中継輸送機材の定期点検、故障時対応、スペアパ

ーツ・消耗品の保管・管理 
3日目 座学・理解度確認テスト トレーニング結果振り返り、理解度確認テスト 

出典：JICA調査団、2020年 
 

表 23 予防保全及び労働安全衛生研修（運転手・作業員向け）（対象 3州） 
日程 研修形態 研修内容 

1日目
（午前） 

座学講習会 ・運転手マニュアルに基づく予防保全指導 
・リーフレットに基づく労働安全指導 

（午後） 実技指導 ・日常点検記録（日常点検表の記入） 
出典：JICA調査団、2020年 

 
表 24 予防保全及び労働安全衛生研修（重機オペレーター・処分場作業員向け）（紅海州・北コルドフ

ァン州） 
日程 研修形態 研修内容 

1日目 
（午前） 

座学講習会 ・重機オペレーターマニュアルに基づく予防保
全指導 
・リーフレットに基づく労働安全指導 

（午後） 実技指導 ・日常点検記録（日常点検表の記入） 
出典：JICA調査団、2020年 

 
（８）活動計画と投入 
活動計画と投入（日本側及びスーダン側）を表 25に示す。収集運搬と埋立処分では機材の種類が異な
ること、また収集運搬作業と埋立処分作業では現場での指揮系統や作業従事者が異なることから、「収集
運搬及び中継輸送機材運用・維持管理」（対象 3州）と「処分場機材運用・維持管理」（ハルツームを除く
対象 2州）の 2名の日本人専門家を投入する。「収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理」と「処分場
機材運用・維持管理」で対象者が共通になると想定される場合は、両者で日程や内容を調整のうえ、相互
に連携して活動を実施する（「車両運用・維持管理及び労働安全衛生セミナー」として意思決定者や管理
職を対象としたセミナーを共同で実施予定）。スーダン側は、責任機関となる HCENR から担当（Director
または Manager）を 1名任命し 、ソフトコンポーネント全体を管理する。各州の清掃公社、郡（必要に
応じて）及び公共事業公社から「車両維持管理担当者」、「重機維持管理担当者」（ハルツーム州を除く）
及び「労働安全衛生担当者」の各分野にカウンターパートとなる職員を任命し（各組織の既存職員による
兼任を想定）、必要な人件費、事務費、交通費等を負担し、各コンサルタントと協力し、責任を持って作
業改善・持続的実施を行う。 

 
表 25 活動計画と投入 

活動 投入 
日本側 スーダン側* 

全体管理  日本人専門家：「収集運搬及
び中継輸送機材運用・維持
管理」[対象 3州]及び「処分
場機材運用・維持管理」[ハ
ルツーム州を除く 2州] 

 HCENR Directorまたは Manager 
活動①  車両維持管理担当者（各州の清掃公社のマネージャー、郡の清

掃担当者、公共事業公社の整備士長）[対象 3州] 
 重機維持管理担当者（各州の清掃公社の処分場部門長、郡の処
分場担当者、公共事業公社の整備士）[ハルツーム州を除く対象
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活動 投入 
日本側 スーダン側* 

 日本人専門家の補佐（現地
傭人） 

2州] 
活動②  労働安全衛生担当者（各州の清掃公社）[対象 3州] 

* 追加での人員配置はなく、各組織の既存職員による兼任を想定 
出典：JICA調査団、2020年 
 
各活動の詳細計画と日本人専門家の投入は表 26及び表 27に示すとおりである。 

 
表 26 「収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理」に係る活動の詳細計画 

No. 活動内容 
必要な投入
日本人専門

家 
国内作業 
1. 国内準備 1日目：既存データの検討、活動計画の作成 6日
  2 日目：収集車両の運用・維持管理に係る予防保全技術改善の標準指導書案、故

障時対応、スペアパーツ・消耗品保管・管理改善の標準指導書案の作成 [紅海
州・北コルドファン州] 

(0.3 M/M)

  3日目：中継輸送機材の運用・維持管理に係る予防保全技術改善の標準指導書案、
故障時対応、スペアパーツ・消耗品保管・管理改善の標準指導書案の更新・拡
充 [ハルツーム州] 

  4日目：労働安全衛生指導書案の作成 [紅海州・北コルドファン州] 
  5日目：労働安全衛生指導書の更新・拡充 [ハルツーム州] 
  6日目：安全指導用リーフレット作成（運転手・作業員への配布用）[対象 3州] 
現地作業 
 移動（往路） 2日
2. 現地作業準備： 

連邦環境天然資源高等評議会（Higher Council for Environment and Natural Resources、以下
HCENR）説明・協議（全活動共通）：ソフコン実施内容や日程の説明・協議、関連機関への協
力要請等の調整、ソフコン実施に係る各種手続の依頼 

1日

3. 各州現地訪問： 
各マニュアル・標準指導書（①予防保全技術、②故障時対応、③スペアパーツ・消耗品保管・
管理、④労働安全衛生）の説明、協議、過去の故障事例等の詳細確認（対象 3州、各 1日） 

3日

4. 車両維持管理システムの構築に向けた公共事業公社（ACR）と協議（定期点検の項目、修理記
録の管理方法、管理フローの確認等）（紅海州） 

1日

5. 車両維持管理システムの構築に向けた公共事業公社（DRP）と協議（定期点検の項目、修理記
録の管理方法、管理フローの確認等）（北コルドファン州） 

1日

6. 標準指導書（4種類）をベースに、各州・郡の状況に応じた指導書の作成（対象 3州） 1日
7. 車両運用・維持管理及び労働安全衛生セミナーの開催（対象 3州、各 1日）（※重機運用・維持

管理と共同）（表 19） 
3日

8. 車両運用・維持管理研修（整備士向け）の開催（ハルツーム州を除く対象 2州、各 11日）（表
20） 
場所：各州の州都（ポートスーダン郡、シェイカン郡） 

22日

9. 中継輸送機材運用・維持管理研修（整備士向け）の開催（ハルツーム州、3日）（表 22） 
場所：セントラルワークショップ（ハルツーム） 

3日

10. 予防保全及び労働安全衛生研修（運転手・作業員向け）の開催（対象 3州、各 1日）（表 23） 
場所：各州の州都（ハルツーム郡、ポートスーダン郡、シェイカン郡） 

3日

11. 都市間移動 
ハルツーム州⇔紅海州（空路 2日（フライト時間：片道 1時間）） 
ハルツーム州⇔北コルドファン州（陸路 2日） 

4日

12. ソフトコンポーネントのまとめ（報告書作成、HCENR・JICAへの報告） 2日
 移動（帰路） 2日
 

現地作業 合計 48日
(1.6 M/M)

合計 1.9 M/M
出典：JICA調査団、2020年 
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表 27 「処分場機材運用・維持管理」活動の詳細計画 

No. 活動内容 必要な投入 
日本人専門家

国内作業 
1. 国内準備 1日目：既存データの検討、活動計画の作成 4日
  2日目：重機の運用・維持管理に係る予防保全技術改善の標準指導書案、故障時

対応、スペアパーツ・消耗品保管・管理改善の標準指導書案の作成 [紅海州・
北コルドファン州] 

(0.2 M/M)

  3日目：処分場における労働安全衛生指導書案の作成 [紅海州・北コルドファン
州] 

  4 日目：安全指導用リーフレット作成（重機オペレーター及び処分場作業員へ
の配布用）[紅海州・北コルドファン州] 

現地作業 
 移動（往路） 2日
2. 現地作業準備： 

HCENR説明・協議（全活動共通）：ソフコン実施内容や日程の説明・協議、関連機関への協
力要請等の調整、ソフコン実施に係る各種手続の依頼 

1日

3. 各州現地訪問： 
各マニュアル・標準指導書（①予防保全技術改善、②故障時対応、③スペアパーツ・消耗品保
管・管理改善、④労働安全衛生）の説明、協議、過去の故障事例等の詳細確認（対象 2 州、
各 1日） 

2日

4. 重機維持管理システムの構築に向けた公共事業公社（ACR）と協議（定期点検の項目、修理
記録の管理方法、管理フローの確認等）（紅海州） 

1日

5. 重機維持管理システムの構築に向けた公共事業公社（DRP）と協議（定期点検の項目、修理
記録の管理方法、管理フローの確認等）（北コルドファン州） 

1日

6. 標準指導書（4種類）をベースに、各州・郡の状況に応じた指導書の作成（対象 2州） 1日
7. 重機運用・維持管理研修（整備士向け）の開催（対象 2州、各 11日）（表 21） 

場所：各州の州都（ポートスーダン郡、シェイカン郡） 
22日

8. 予防保全及び労働安全衛生研修（重機オペレーター・処分場作業員向け）の開催（対象 2州、
各 1日）（表 24） 
場所：各州の州都（ポートスーダン郡、シェイカン郡） 

2日

9. 都市間移動 
ハルツーム州⇔紅海州（空路 2日（フライト時間：片道 1時間）） 
ハルツーム州⇔北コルドファン州（陸路 2日） 

4日

10. ソフトコンポーネントのまとめ（報告書作成、HCENR・JICAへの報告） 2日
 移動（帰路） 2日
 

現地作業 合計 40日
(1.33 M/M)

合計 1.53 M/M
出典：JICA調査団、2020年 

 
（９） 実施リソース 
派遣する人材：「収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理」の日本人専門家（1 名）、「処分場機材運
用・維持管理」の日本人専門家（1名） 
従事期間：計 3.43人月（国内準備 0.5人月、現地作業 2.93人月） 
派遣時期：機材引き渡し後 
現地傭人：日本人専門家の補佐（2名） 計 2.67人月 

 
（１０） セミナー・研修対象者（ターゲットグループ） 
 
 活動①～④のセミナー・研修対象者を表 28に示す。 
 

表 28 セミナー・研修対象者 
活動 セミナー・研修名 対象州・郡 対象者 人数 
共通 車両運用・維持管理及び労 紅海州（ポートスーダ HCENR 1 

紅海州政府 2 
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活動 セミナー・研修名 対象州・郡 対象者 人数 
働安全衛生セミナー ン郡、スアキン郡） RSCC（清掃局長、清掃事業部門長、処分場

管理部門長、ワークショップ部門長等） 6 

ACR整備部門長、整備士チーフ 3 
スアキン郡役場 2 

小計 14 
北コルドファン州（シ
ェイカン郡、ウンルワ
バ郡） 

HCENR 1 
北コルドファン州政府 2 
NKCC（清掃局長、清掃事業部門長、処分場
管理部門長、ワークショップ部門長等） 6 

DRP整備部門長、整備士チーフ 3 
ウンルワバ郡役場 2 

小計 14 
ハルツーム州 HCENR 2 

ハルツーム州政府 2 
KCC（清掃局長、清掃事業部門長、処分場管
理部門長、ワークショップ部門長等） 6 

7LCAマネージャー 7 
小計 17 

活動①
～③ 

収集車両運用・維持管理研
修（整備士向け） 

紅海州（ポートスーダ
ン郡、スアキン郡） 

RSCCワークショップ職員 5 
ACR自動車整備士 10 
RSCC現場監督者※ 1 
スアキン郡現場監督者※ 1 

小計 17 
北コルドファン州（シ
ェイカン郡、ウンルワ
バ郡） 

シェイカン郡ワークショップ職員 5 
DRP自動車整備士 10 
NKCC現場監督者※ 1 
ウンルワバ郡現場監督者※ 1 

小計 17 
中継輸送機材運用・維持管
理研修（整備士向け） 

ハルツーム州 KCCワークショップ職員 10 
KCC現場監督者※ 1 
KCC中継基地監督者※ 5 

小計 16 
重機運用・維持管理研修 
（重機整備士向け） 

紅海州（ポートスーダ
ン郡、スアキン郡） 

RSCCワークショップ職員 5 
ACR自動車整備士 10 
RSCC現場監督者※ 1 
スアキン郡現場監督者※ 1 

小計 17 
北コルドファン州（シ
ェイカン郡、ウンルワ
バ郡） 

シェイカン郡ワークショップ職員 5 
DRP自動車整備士 10 
NKCC現場監督者※ 1 
ウンルワバ郡現場監督者※ 1 

小計 17 
活動①、
④ 

予防保全及び労働安全衛生
研修（運転手・作業員向け）
（収集運搬作業） 

紅海州（ポートスーダ
ン郡、スアキン郡） 

RSCC 現場監督者、労働安全衛生担当者、
運転手、清掃作業員 20 

スアキン郡現場監督者、労働安全衛生担当
者（収集運搬） 2 

小計 22 
北コルドファン州（シ
ェイカン郡、ウンルワ
バ郡） 

NKCC 現場監督者、労働安全衛生担当者、
運転手、清掃作業員 20 

ウンルワバ郡現場監督者、労働安全衛生担
当者（収集運搬） 2 

小計 22 
予防保全及び労働安全衛生
研修（運転手・作業員向け）
（中継輸送作業） 

ハルツーム州 KCC現場監督者、労働安全衛生担当者（中
継基地） 2 

新規 5中継基地配属職員、運転手 20 
小計 22 
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活動 セミナー・研修名 対象州・郡 対象者 人数 
予防保全及び労働安全衛生
研修（重機オペレーター・処
分場作業員向け）（処分場管
理作業） 

紅海州（ポートスーダ
ン郡、スアキン郡） 

RSCC 処分場管理部門長、労働安全衛生担
当者、重機オペレーター、処分場作業員 10 

スアキン郡現場監督者、労働安全衛生担当
者（処分場） 2 

小計 22 
北コルドファン州（シ
ェイカン郡、ウンルワ
バ郡） 

NKCC 処分場管理部門長、労働安全衛生担
当者、重機オペレーター、処分場作業員 20 

ウンルワバ郡現場監督者、労働安全衛生担
当者（処分場） 2 

小計 22 
（凡例）ACR：アルタミヤ公共事業公社、DRP：干ばつ復旧プロジェクト（公共事業公社）、KCC：ハルツーム州清掃公社、
LCA：郡清掃管理部、HCENR：連邦環境天然資源高等評議会、NKCC：北コンドルファン州清掃公社、RSCC：紅海州清
掃公社 
※ 講義のみ（実技研修はなし） 
出典：JICA調査団、2020年 

 
6. ソフトコンポーネント実施リソースの調達方法 

本活動は、プロジェクトで整備される機材導入を支援するものである。本ソフトコンポーネントを担当
する日本人専門家は、同無償資金協力プロジェクトの関係者又は廃棄物管理分野での業務経験を有する
者で、収集運搬及び中継輸送機材の運用・維持管理又は処分場重機の運用・維持管理に関与した経験のあ
る日本人コンサルタントが望ましい。現地傭人は日本人専門家と共同作業を行い、通訳を兼任する。 
 
7. ソフトコンポーネントの実施工程 

ソフトコンポーネントの実施工程（案）を表 29に示す。 
 

表 29 ソフトコンポーネントの実施工程（案） 

 
出典：JICA調査団、2020年 

 
8. ソフトコンポーネントの成果品 

表 30に示す成果品を実施機関側及び JICAに提出する。 
表 30 成果品一覧表 

成果 項目 成果品 
成果① 予防保全技術指導  予防保全指導書（紅海州・収集車両） 

 予防保全指導書（紅海州・重機） 
 予防保全指導書（北コルドファン州・収集車両） 
 予防保全指導書（北コルドファン州・重機） 
 予防保全指導書（ハルツーム州・中継機材） 

成果② 故障時対応指導  故障時対応指導書（紅海州・収集車両） 

機材　引渡し

機材　初期操作及び運用指導

機材　各3州 Taking-over Certificate

ソフトコンポ―ネント

収集運搬及び中継輸送機材運用・維持管理

国内作業

現地作業

　　現地傭人雇用期間

処分場機材運用・維持管理

国内作業

現地作業

　　現地傭人雇用期間

報告書提出

項目
2023年2022年

1月8月 9月 10月 11月 12月

実施状況報告書 完了報告書
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成果 項目 成果品 
 故障時対応指導書（紅海州・重機） 
 故障時対応指導書（北コルドファン州・収集車両） 
 故障時対応指導書（北コルドファン州・重機） 
 故障時対応指導書（ハルツーム州・中継機材） 

成果③ スペアパーツ・消
耗品の保管、管理
指導 

 スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（紅海州） 
 スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（北コルドファン州） 
 スペアパーツ・消耗品管理台帳（指導書）（ハルツーム州） 

成果④ 労働安全衛生指導  労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（収集運搬作業） 
 労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（中継輸送作業） 
 労働安全衛生指導書及び安全指導用リーフレット（処分場管理作業）

全体 進捗報告 
完了報告 

ソフトコンポーネント実施状況報告書（英文） 
ソフトコンポーネント完了報告書（和文） 

出典：JICA調査団、2020年 
 
 
9. ソフトコンポーネントの概略事業費 

ソフトコンポーネントの概略事業費は、15,131千円と積算され、内訳は表 31のとおりである。（詳細
は別添の経費積算内訳書を参照。） 

 
表 31 概略ソフトコンポーネント費 

項目 金額（千円） 
直接人件費 3,340
直接経費 4,843
間接経費 6,948

合計 15,131
出典：JICA調査団、2020年 

 
10. 相手国側の責務 

スーダン側は、ソフトコンポーネント投入による成果に加え、将来にわたり整備された機材が適切に運
用・維持管理されるよう、表 32に示す担当者からなる作業部会を各清掃公社に設置し、HCENRの監督
の下、責任を持って管理体制構築や作業改善・持続的実施を行う。基本的には現在雇用されている職員の
配置を想定する。「スペアパーツ・消耗品在庫管理、ワークショップ設備管理」担当など、新たなポジシ
ョンについても、既存のワークショップ職員が兼務するなど、関連部署から適任者を任命することを想
定している。ただし、重機オペレーターについては、現在清掃公社での雇用が無いことから、追加で配置
が必要である。2020年 2月の現地渡航時に交わされた Technical Noteにて、相手国側は機材調達までに
適切な人員配置を行うことに合意しており、清掃公社の新規職員または公共事業公社からの出向により
担当者を任命する。 

表 32 相手国側の責務 
 収集車両運用・維持管理に係る責務 処分場重機運用・維持管理に係る責務 
全体管理 各清掃公社の清掃局長またはマネージャー 
各種担当 ・整備士担当：1名 

・運転手担当：1名 
・スペアパーツ・消耗品在庫管理、ワーク
ショップ設備管理：1名 
・整備維持管理計画、整備士内部講習、講
師養成・講習実施：1名 
・労働安全衛生担当：1名 

・整備士担当：1名 
・重機オペレーター担当：1名 
・スペアパーツ・消耗品在庫管理、ワーク
ショップ設備管理：1名 
・整備維持管理計画、整備士内部講習、講
師養成・講習実施：1名 
・労働安全衛生担当：1名 

責務 ・各種マニュアルの整備、更新及び実施 
・整備維持管理実施 

・各種マニュアルの整備、更新及び実施 
・整備維持管理実施 
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 収集車両運用・維持管理に係る責務 処分場重機運用・維持管理に係る責務 
・整備士内部講習実施 
・内部研修講師の養成 
・記録の保持 
・モニタリング実施 
・作業体制の構築、作業改善実施 
・労働安全衛生委員会の実施 

・整備士内部講習実施 
・内部研修講師の養成 
・記録の保持 
・モニタリング実施 
・作業体制の構築、作業改善実施 
・労働安全衛生委員会の実施 

出典：JICA調査団、2020年 
   
（1） 実現可能性 
本ソフトコンポーネントの目標に掲げた「本プロジェクトで整備する機材が円滑に導入され、長期間に
わたり適正に運営・維持管理される」ことで、廃棄物収集・運搬・処分サービスが効率的に実施されるこ
と」に対する HCENRからの要望は高い。 
 
（2） 阻害要因及び必要な措置 
ポートスーダンの治安状況の悪化を受け、日本人専門家（第三国人技術者の派遣あり）が現地入りでき
ない場合、ソフトコンポーネントの実施方法を変更する可能性がある。ポートスーダンへの派遣可否に
ついて現時点で判断時期は決定していないが、適宜 JICAの安全対策措置に従い、現在の予算内でソフト
コンポーネントの実施方法を再検討する。ソフトコンポーネントが十分に実施できなかった場合、技術
支援の内容が適切に定着しない可能性があることから、日本人専門家は、HCENRと緊密に連携してソフ
トコンポーネントの実施方法を検討し、できる限り成果の発現に支障を来さないよう努める。また、並行
して実施予定の技術協力プロジェクトと連携し、HCENRから対象州・郡への継続的な指導を行うよう要
請する。 
 
（3） ソフトコンポーネントの目標を達成するための継続的取組み 
本プロジェクト完了後、支援活動での指導・支援に従って、維持管理を実施し、組織・体制改善を行っ
ていくため、連邦政府によるモニタリングやフォロー研修の実施など、継続的な取組みが自立発展性の
確保のために必要である。HCENRによる全州を対象とした能力強化体制の構築に関して、並行する技術
協力プロジェクトとの相乗効果が期待される。 
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計画機材台数根拠 

廃棄物収集車両の台数検討計算集計 

 

 

 

 

Red Sea State North Kordofan State
Waste amount in target 2022year

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

Population 571,720 117,662 772,018 501,366 1,962,766

Planned collection amount (t/d) 258 25 281 40 603
HH waste 150 16 173 29 368
Market waste 108 9 90 8 214
Othrer waste 0 0 18 3 21
Existing vehicles in 2020

Portsudan Suakin Sheikan Umruwaba Total

Compactor 12 0 2 0 14
Container Carrier Lift Type 0 0 0 0 0
Container Carrier Arm Type 0 0 1 1 2
Tractor 25 2 9 5 41
Dump truck 3 0 12 2 17
Total 40 2 24 8 74
Existing capacity in 2020

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

 Existing capacity in 2020 (t/d) 99 6 61 23 189
Existing vehicles in targeted 2022year

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

Compactor 6 0 1 0 7
Container Carrier Lift Type 0 0 0 0 0
Container Carrier Arm Type 0 0 1 1 2
Tractor 16 2 8 0 26
Dump truck 2 0 12 2 16
Total 24 2 22 3 51
Existing capacity in  targeted 2022year

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

 Existing capacity in 2022 (t/d) 97 6 56 5 163
No. of new vehicles 2022

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

Compactor 15 2 23 4 44
Container Carrier Lift Type 9 1 6 1 17
Total 24 3 29 5 61
New capacity in  targeted 2022year

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

New vehicles capacity in 2022 (t/d) 171 22 231 40 464
Planned collection amont of new vechiles

Portsudan Suakin Sheikan Umrawaba Total

Planned collection amont 258 25 281 40 603
Existing vehicle 97 6 56 5 163
New vehicle 171 22 231 40 464
Total 268 28 287 45 627

資料-6-1-1



紅海州ポートスーダン郡 

 

 

 

 

Po
rts

ud
an

 L
oc

al
ity

Pl
an

ne
d

co
lle

ct
io

n
am

ou
nt

W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r
(S

ou
rc

e:
 R

SC
C,

 N
K

CC
)

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
e 

ty
pe

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

20

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
20

 (t
/d

)

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

22

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
22

 (t
/d

)

N
ew

N
um

be
r i

n
20

22

 N
ew

ca
pa

ci
ty

 in
20

22
 (t

/d
)

To
ta

l

H
H

 w
as

te
15

0
Co

m
pa

ct
or

12
55

6
55

15
13

5
19

0
M

ar
ke

t
wa

st
e

10
8

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

0
0

0
0

9
36

36

To
ta

l
25

8
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r A
rm

 T
yp

e
0

0
0

0
0

0
0

Tr
ac

to
r

25
38

16
35

0
0

35
D

um
p 

Tr
uc

k
3

6
2

6
0

0
6

Tr
ill

er
0

0
0

0
0

0
0

O
th

er
s

0
0

0
0

0
0

0
To

ta
l

40
99

24
96

24
17

1
26

7

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
es

Ty
pe

1
Ty

pe
2

Ty
pe

3
Re

gis
tra

tio
n

N
o.

M
an

uf
ac

tu
r

er
Pu

rc
ha

se
 y

ea
r

To
ta

l m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st 
ye

ar
Ca

pa
ci

ty
(m

3 )
tri

p/
da

y
V

eh
icl

e 
ag

e
in 

20
20

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

Co
lle

ct
ion

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly 
W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)
tri

p/
da

y
V

eh
icl

e 
ag

e
in

 2
02

2
Ef

fe
ct

iv
e

R
at

e
Lo

ad
ing

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
nit

 L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

ing
(t/

m
3)

A
ve

ra
ge

C
oll

ec
tio

n
A

m
ou

nt
(t/

tri
p)

D
ail

y 
W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)

1
C

om
pa

ct
or

H
yu

nd
ai

 C
om

pa
ct

or
 6

5
15

31
11

H
yu

nd
ai

 
20

01
6

0
17

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
0.

00
21

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
2

C
om

pa
ct

or
H

yu
nd

ai
 C

om
pa

ct
or

 6
5

13
51

12
H

yu
nd

ai
 

20
01

6
0

17
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

0.
00

21
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

3
C

om
pa

ct
or

H
yu

nd
ai

 C
om

pa
ct

or
 6

5
15

31
10

H
yu

nd
ai

 
20

01
6

1
17

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
1.

00
21

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
4

C
om

pa
ct

or
H

yu
nd

ai
 C

om
pa

ct
or

 6
5

14
84

05
H

yu
nd

ai
 

20
01

6
1

17
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

1.
00

21
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

5
C

om
pa

ct
or

M
its

ub
ish

i C
om

pa
ct

or
 

44
72

0
M

its
ub

ish
i

20
02

8
1

16
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

1.
00

20
0%

0.
90

0.
86

0.
50

0.
00

0.
00

6
C

om
pa

ct
or

N
iss

an
 C

om
pa

ct
or

44
12

3
N

iss
an

 
20

01
8

0
17

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
0.

00
21

0%
0.

90
0.

86
0.

50
0.

00
0.

00
7

D
um

p 
T

ru
ck

Lo
rry

 T
ip

pe
r(

Tr
uc

k)
39

94
Lo

rry
 

20
09

6
0

9
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
1.

60
0.

00
0.

00
13

50
%

0.
90

0.
86

0.
35

0.
80

0.
00

8
D

um
p 

T
ru

ck
H

in
o 

Tr
uc

k
12

82
6

H
in

o 
20

16
6

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
35

1.
60

3.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
1.

60
3.

20
9

D
um

p 
T

ru
ck

H
in

o 
Tr

uc
k

12
84

7
H

in
o 

20
16

6
2

2
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
1.

60
3.

20
2.

00
6

10
0%

0.
90

0.
86

0.
35

1.
60

3.
20

10
T

ra
ct

or
M

as
sy

 T
ra

ct
or

 G
iy

ad
 2

85
10

31
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
11

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iy
ad

 2
85

10
28

M
as

sy
 

20
17

6
2

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
2.

00
5

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

12
T

ra
ct

or
M

as
sy

 T
ra

ct
or

 G
iy

ad
 2

85
10

30
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
13

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
  G

ia
d 

28
5

53
82

M
as

sy
 

20
17

6
2

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
2.

00
5

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

14
T

ra
ct

or
M

as
sy

 T
ra

ct
or

  G
ia

d 
28

5
53

76
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
15

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iad
 2

85
53

80
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
16

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iad
 2

85
53

78
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
17

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iad
 2

85
53

77
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
18

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iad
 2

85
46

64
M

as
sy

 
20

17
6

2
1

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

5
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
19

T
ra

ct
or

M
as

sy
 F

er
gu

so
n 

Tr
ac

to
r 4

40
29

3
M

as
sy

 
20

08
6

2
10

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
20

T
ra

ct
or

M
as

sy
 F

er
gu

so
n 

Tr
ac

to
r 4

40
29

1
M

as
sy

 
20

08
6

0
10

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

0.
00

0.
00

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
21

T
ra

ct
or

M
as

sy
 F

er
gu

so
n 

Tr
ac

to
r 4

40
31

0
M

as
sy

 
20

08
6

2
10

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
22

T
ra

ct
or

M
as

sy
 F

er
gu

so
n 

Tr
ac

to
r 4

40
12

5
M

as
sy

 
20

08
6

0
10

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

0.
00

0.
00

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
23

T
ra

ct
or

M
as

sy
 F

er
gu

so
n 

Tr
ac

to
r 4

40
21

4
M

as
sy

 
20

08
6

0
10

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

0.
00

0.
00

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
24

T
ra

ct
or

N
ew

 H
ol

la
nd

 T
ra

ct
or

 
16

68
60

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

25
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

64
11

H
ol

la
nd

20
07

6
2

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
2.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

1.
40

26
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

69
07

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

27
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

64
28

H
ol

la
nd

20
07

6
2

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
2.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

1.
40

28
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
17

28
43

H
ol

la
nd

20
07

6
2

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
2.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

1.
40

29
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
17

27
70

H
ol

la
nd

20
07

6
2

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
2.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

1.
40

30
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

67
91

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

31
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
17

30
13

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

32
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

64
06

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

33
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
16

64
13

H
ol

la
nd

20
07

6
0

11
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
0.

00
0.

00
15

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

0.
00

34
T

ra
ct

or
N

ew
 H

ol
la

nd
 T

ra
ct

or
 

16
67

87
H

ol
la

nd
20

07
6

2
11

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
70

1.
40

2.
00

15
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

70
1.

40
35

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

37
5

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
36

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

40
4

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
37

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

40
5

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
38

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

40
6

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
39

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

40
7

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
40

C
om

pa
ct

or
H

in
o 

Co
m

pa
ct

or
10

40
8

H
in

o
20

16
12

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
50

4.
60

9.
20

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

50
4.

60
9.

20
99

.4
0

96
.6

0
N

ew
 ve

hi
cl

e 
(W

as
te

 A
ou

m
nt

 in
20

22
 Y

ea
r (

So
ur

ce
: R

SC
C,

 N
K

CC
))

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

Ca
pa

ci
ty

 (m
3 )

N
o.

 o
f

ve
hi

cle
s

tri
p/

da
y

V
eh

icl
e 

ag
e

in
 2

02
2

Ef
fe

ct
iv

e
R

at
e

Lo
ad

ing
R

at
e

O
pe

ra
tio

n
R

at
e

U
nit

 L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

ing
(t/

m
3)

A
ve

ra
ge

C
oll

ec
tio

n
A

m
ou

nt
(t/

tri
p/

un
it)

D
ail

y 
W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
17

1.
00

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 y
ea

r

資料-6-1-2



紅海州スアキン郡 

 

 

Su
ak

in
 L

oc
al

ity
Pl

an
ne

d
co

lle
ct

io
n

am
ou

nt

W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r
(S

ou
rc

e:
 R

SC
C,

 N
K

CC
)

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
e 

ty
pe

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

20

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
20

 (t
/d

)

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

22

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
22

 (t
/d

)

N
ew

N
um

be
r i

n
20

22

 N
ew

ca
pa

ci
ty

 in
20

22
 (t

/d
)

To
ta

l

H
H

 w
as

te
16

Co
m

pa
ct

or
0

0
0

0
2

18
18

M
ar

ke
t w

as
te

9
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
0

0
0

0
1

4
4

to
ta

l
25

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r A

rm
 T

yp
e

0
0

0
0

0
0

0
Tr

ac
to

r
2

6
2

6
0

0
6

D
um

p 
Tr

uc
k

0
0

0
0

0
0

0
Tr

ill
er

0
0

0
0

0
0

0
O

th
er

s
0

0
0

0
0

0
0

To
ta

l
2

6
2

6
3

22
28

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
es

Ty
pe

1
Ty

pe
2

Ty
pe

3
R

eg
ist

ra
tio

n
N

o.
M

an
uf

ac
tu

r
er

Pu
rc

ha
se

ye
ar

To
ta

l m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

C
ap

ac
ity

(m
3 )

tri
p/

da
y

V
eh

ic
le

 a
ge

in
 2

02
0

Ef
fe

ct
iv

e
R

at
e

Lo
ad

in
g

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)
tri

p/
da

y
V

eh
ic

le
 a

ge
in

 2
02

2
Ef

fe
ct

iv
e

R
at

e
Lo

ad
in

g
R

at
e

O
pe

ra
tio

n
R

at
e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)

1
T

ra
ct

or
M

as
sy

 T
ra

ct
or

 G
iy

ad
 2

85
M

as
sy

 
20

16
6

2
2

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

2.
00

6
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
2

T
ra

ct
or

M
as

sy
 T

ra
ct

or
 G

iy
ad

 2
85

M
as

sy
 

20
16

6
2

2
10

0%
0.

90
0.

86
0.

30
1.

40
2.

80
2.

00
6

10
0%

0.
90

0.
86

0.
30

1.
40

2.
80

5.
60

5.
60

N
ew

 ve
hi

cl
e 

(W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r (
So

ur
ce

: R
SC

C,
 N

K
CC

))

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

C
ap

ac
ity

(m
3 )

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

tri
p/

da
y

V
eh

ic
le

 a
ge

in
 2

02
2

Ef
fe

ct
iv

e
R

at
e

Lo
ad

in
g

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p/
un

it)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4 22

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 y
ea

r

資料-6-1-3



北コンドルファン州シェイカン郡 

 

 

Sh
ei

ka
n 

Lo
ca

lit
y

Pl
an

ne
d

co
lle

ct
io

n
am

ou
nt

W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r
(S

ou
rc

e:
 R

SC
C,

 N
K

CC
)

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
e 

ty
pe

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

20

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
20

 (t
/d

)

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

22

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
22

 (t
/d

)

N
ew

N
um

be
r i

n
20

22

 N
ew

ca
pa

ci
ty

 in
20

22
 (t

/d
)

To
ta

l

H
H

 w
as

te
17

3
Co

m
pa

ct
or

2
10

1
5

23
20

7
21

2
M

ar
ke

t w
as

te
90

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

0
0

0
0

6
24

24
ot

he
r

18
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r A
rm

 T
yp

e
1

5
1

5
0

0
5

28
1

Tr
ac

to
r

9
1

8
1

0
0

1
D

um
p 

Tr
uc

k
12

45
12

45
0

0
45

Tr
ill

er
0

0
0

0
0

0
0

O
th

er
s

0
0

0
0

0
0

0
To

ta
l

24
61

22
56

29
23

1
28

7

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
es

Ty
pe

1
Ty

pe
2

Ty
pe

3
R

eg
ist

ra
tio

n
N

o.
M

an
uf

ac
tu

re
r

Pu
rc

ha
se

ye
ar

To
ta

l m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

C
ap

ac
ity

 (m
3 )

tri
p/

da
y

V
eh

ic
le

 a
ge

in
 2

02
0

Ef
fe

ct
iv

e
R

at
e

Lo
ad

in
g

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)
tri

p/
da

y
V

eh
ic

le
 a

ge
in

 2
02

2
Ef

fe
ct

iv
e

R
at

e
Lo

ad
in

g
R

at
e

O
pe

ra
tio

n
R

at
e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)

1
Co

m
pa

ct
or

C
om

pa
ct

or
77

63
Ja

pa
n

20
07

16
3

13
50

%
0.

90
0.

50
0.

50
1.

80
5.

40
3.

00
15

.0
0

50
%

0.
90

0.
50

0.
50

1.
80

5.
40

2
Co

m
pa

ct
or

C
om

pa
ct

or
99

10
Ja

pa
n

20
05

16
3

13
50

%
0.

90
0.

40
0.

50
1.

40
4.

20
3.

00
17

.0
0

0%
0.

90
0.

40
0.

50
0.

00
0.

00
3

D
um

p 
T

ru
ck

O
pe

n 
tru

ck
63

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

4
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

64
Ja

pa
n

20
15

8
3

3
10

0%
0.

90
0.

60
0.

35
1.

50
4.

50
3.

00
7.

00
10

0%
0.

90
0.

60
0.

35
1.

50
4.

50
5

D
um

p 
T

ru
ck

O
pe

n 
tru

ck
65

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

6
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

11
6

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

7
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

11
7

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

8
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

11
8

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

9
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

11
9

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

10
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

12
0

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

11
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

12
1

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

12
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

12
2

Ja
pa

n
20

15
8

3
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

3.
00

7.
00

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

4.
50

13
T

ra
ct

or
tra

ct
or

60
8

Ja
pa

n
20

07
4

2
11

50
%

0.
90

0.
40

0.
30

0.
20

0.
40

2.
00

15
.0

0
50

%
0.

90
0.

40
0.

30
0.

20
0.

40
14

T
ra

ct
or

tra
ct

or
N

o 
nu

m
be

Ja
pa

n
20

07
4

2
11

50
%

0.
90

0.
40

0.
30

0.
20

0.
40

2.
00

15
.0

0
50

%
0.

90
0.

40
0.

30
0.

20
0.

40
15

T
ra

ct
or

tra
ct

or
23

26
Ja

pa
n

20
05

4
2

13
50

%
0.

90
0.

40
0.

30
0.

20
0.

40
2.

00
17

.0
0

0%
0.

90
0.

40
0.

30
0.

00
0.

00
16

C
on

ta
in

er
 C

ar
rie

r A
rm

 T
yp

e
C

on
ta

in
er

 C
ar

rie
r 

55
20

Ja
pa

n
20

07
20

4
11

50
%

0.
90

0.
40

0.
35

1.
30

5.
20

4.
00

15
.0

0
50

%
0.

90
0.

40
0.

35
1.

30
5.

20
17

D
um

p 
T

ru
ck

O
pe

n 
tru

ck
2

20
18

0%
0.

90
0.

86
0.

35
0.

00
0.

00
2.

00
20

22
.0

0
0%

0.
90

0.
86

0.
35

0.
00

0.
00

18
D

um
p 

T
ru

ck
O

pe
n 

tru
ck

2
20

18
0%

0.
90

0.
86

0.
35

0.
00

0.
00

2.
00

20
22

.0
0

0%
0.

90
0.

86
0.

35
0.

00
0.

00
19

T
ra

ct
or

tra
ct

or
2

20
18

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
2.

00
20

22
.0

0
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

20
T

ra
ct

or
tra

ct
or

0
20

18
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

0.
00

20
22

.0
0

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
21

T
ra

ct
or

tra
ct

or
2

20
18

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
2.

00
20

22
.0

0
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

22
T

ra
ct

or
tra

ct
or

0
20

18
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

0.
00

20
22

.0
0

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
23

T
ra

ct
or

tra
ct

or
0

20
18

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
0.

00
20

22
.0

0
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

24
T

ra
ct

or
tra

ct
or

0
20

18
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

0.
00

20
22

.0
0

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
61

.0
0

56
.4

0
N

ew
 ve

hi
cl

e 
(W

as
te

 A
ou

m
nt

 in
20

21
 Y

ea
r (

So
ur

ce
: R

SC
C,

 N
K

CC
))

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

C
ap

ac
ity

(m
3 )

N
o.

 o
f v

eh
ic

le
s

tri
p/

da
y

V
eh

ic
le

 a
ge

in
 2

02
2

Ef
fe

ct
iv

e
R

at
e

Lo
ad

in
g

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p/
un

it)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
8

1
2

0.
00

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

35
2.

2
4

2
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
8

1
2

0.
00

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

35
2.

2
4

2
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
8

1
2

0.
00

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4
2

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r L

ift
 T

yp
e

8
1

2
0.

00
10

0%
0.

9
0.

86
0.

35
2.

2
4

23
1

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 y
ea

r

資料-6-1-4



北コンドルファン州ウンルワバ郡 

 

 

U
m

ra
wa

ba
 L

oc
al

ity
Pl

an
ne

d
co

lle
ct

io
n

am
ou

nt

W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r
(S

ou
rc

e:
 R

SC
C,

 N
K

CC
)

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
e 

ty
pe

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

20

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
20

 (t
/d

)

Ex
is

tin
g

N
um

be
r i

n
20

22

 E
xi

st
in

g
ca

pa
ci

ty
 in

20
22

 (t
/d

)

N
ew

N
um

be
r i

n
20

22

 N
ew

ca
pa

ci
ty

 in
20

22
 (t

/d
)

To
ta

l

H
H

 w
as

te
29

Co
m

pa
ct

or
0

0
0

0
4

36
36

M
ar

ke
t w

as
te

8
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
0

0
0

0
1

4
4

ot
he

r
3

Co
nt

ai
ne

r C
ar

rie
r A

rm
 T

yp
e

1
6

1
2

0
0

2
to

ta
l

40
Tr

ac
to

r
5

5
0

0
0

0
0

D
um

p 
Tr

uc
k

2
12

2
3

0
0

3
Tr

ill
er

0
0

0
0

0
0

0
O

th
er

s
0

0
0

0
0

0
0

To
ta

l
8

23
3

5
5

40
45

Ex
is

tin
g 

ve
hi

cl
es

Ty
pe

1
Ty

pe
2

Ty
pe

3
R

eg
ist

ra
tio

n
N

o.
M

an
uf

ac
tu

r
er

Pu
rc

ha
se

ye
ar

To
ta

l m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

C
ap

ac
ity

(m
3 )

tri
p/

da
y

V
eh

icl
e 

ag
e 

in
 2

01
2

Ef
fe

ct
ive

R
at

e
Lo

ad
in

g
R

at
e

O
pe

ra
tio

n
R

at
e

U
ni

t L
oa

de
d

W
eig

ht
 a

fte
r

Lo
ad

in
g

(t/
m

3)

A
ve

ra
ge

C
oll

ec
tio

n
A

m
ou

nt
(t/

tri
p)

D
ai

ly
 W

or
k

C
ap

ac
ity

(t/
da

y)
tri

p/
da

y
V

eh
icl

e 
ag

e
in 

20
22

Ef
fe

ct
ive

R
at

e
Lo

ad
ing

R
at

e
O

pe
ra

tio
n

R
at

e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

ing
(t/

m
3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly 
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)

1
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r A
rm

 T
yp

e
C

on
ta

in
er

 C
ar

rie
r 

14
6

Ja
pa

n
20

08
16

2
10

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

3.
00

6.
00

1.
00

14
50

%
0.

90
0.

60
0.

35
1.

50
1.

50
2

D
um

p 
Tr

uc
k

O
pe

n 
tru

ck
49

3
Ja

pa
n

20
15

8
4

3
10

0%
0.

90
0.

60
0.

35
1.

50
6.

00
1.

00
7

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

1.
50

3
D

um
p 

Tr
uc

k
O

pe
n 

tru
ck

27
3

Ja
pa

n
20

15
8

4
3

10
0%

0.
90

0.
60

0.
35

1.
50

6.
00

1.
00

7
10

0%
0.

90
0.

60
0.

35
1.

50
1.

50
4

T
ra

ct
or

tra
ct

or
64

3
Ja

pa
n

20
04

4
2

14
50

%
0.

90
0.

60
0.

30
0.

30
0.

60
2.

00
18

0%
0.

90
0.

60
0.

30
0.

00
0.

00
5

T
ra

ct
or

tra
ct

or
21

16
Ja

pa
n

20
04

4
2

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

50
1.

00
2.

00
18

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
6

T
ra

ct
or

tra
ct

or
28

5
Ja

pa
n

20
06

4
2

14
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

50
1.

00
2.

00
18

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
7

T
ra

ct
or

tra
ct

or
N

o 
nu

m
be

Ja
pa

n
20

06
4

2
12

50
%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
50

1.
00

2.
00

16
0%

0.
90

0.
86

0.
30

0.
00

0.
00

8
T

ra
ct

or
tra

ct
or

N
o 

nu
m

be
Ja

pa
n

20
06

4
2

12
50

%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

50
1.

00
2.

00
16

0%
0.

90
0.

86
0.

30
0.

00
0.

00
22

.6
0

4.
50

N
ew

 ve
hi

cl
e 

(W
as

te
 A

ou
m

nt
 in

20
22

 Y
ea

r (
So

ur
ce

: R
SC

C,
 N

K
CC

))

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

C
ap

ac
ity

(m
3 )

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

tri
p/

da
y

V
eh

icl
e 

ag
e

in 
20

22
Ef

fe
ct

ive
R

at
e

Lo
ad

ing
R

at
e

O
pe

ra
tio

n
R

at
e

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

ing
(t/

m
3)

A
ve

ra
ge

C
ol

le
ct

io
n

A
m

ou
nt

(t/
tri

p/
un

it)

D
ai

ly 
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

1
Co

m
pa

ct
or

12
1

2
0

10
0%

0.
9

0.
86

0.
5

4.
6

9
1

Co
m

pa
ct

or
12

1
2

0
10

0%
0.

9
0.

86
0.

5
4.

6
9

2
Co

nt
ai

ne
r C

ar
rie

r L
ift

 T
yp

e
8

1
2

0.
00

10
0%

0.
9

0.
86

0.
35

2.
2

4 40

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

01
8

In
 ta

rg
et

 y
ea

r

資料-6-1-5



ハルツーム州 

 Tr
an

sf
er

 S
ta

tio
n

K
ha

rto
um

 T
/S

Re
gi

st
ra

ti
on

 N
o.

M
an

uf
ac

tu
re

r
Pu

rc
ha

se
ye

ar
To

ta
l

m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

20

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
2

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
3

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
4

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
5

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
6

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
7

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
8

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
9

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
60

.9
3

3
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
60

.9
54

8
54

8
N

ew
 S

ob
a T

/S

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
6

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
36

5.
4

N
ew

 A
nd

ol
os

 T
/S

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
2

75
6

1
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
24

3.
6

N
ew

 K
ar

ar
y 

T/
S

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
2

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
20

3

O
m

du
rm

an
 T

/S

Re
gi

st
ra

ti
on

 N
o.

M
an

uf
ac

tu
re

r
Pu

rc
ha

se
ye

ar
To

ta
l

m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

20

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
2

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
3

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
4

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
5

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
50

7.
5

50
8

U
m

 B
ad

da
 T

/S

Re
gi

st
ra

ti
on

 N
o.

M
an

uf
ac

tu
re

r
Pu

rc
ha

se
ye

ar
To

ta
l

m
ila

ge
M

ila
ge

 in
ya

st
 y

ea
r

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

20

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
2

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
3

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
4

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
5

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
6

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
iv

ec
o

20
19

75
5

1
10

0%
0.

90
0.

86
0.

35
20

.3
10

1.
5

5
3

10
0%

0.
90

0.
86

35
%

20
.3

10
1.

5
60

9
60

9
N

ew
 O

m
du

rm
an

 S
ou

th
 T

/S

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
2

75
3

1
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
12

1.
8

N
ew

 W
ad

ef
ia

 T
/S

N
o.

 o
f

ve
hi

cl
es

Ca
pa

ci
ty

(m
3 )

tri
p/

da
y

Ve
hi

cl
e

ag
e 

in
20

22

Ef
fe

ct
iv

e
Ra

te
Lo

ad
in

g
Ra

te
O

pe
ra

tio
n

Ra
te

U
ni

t L
oa

de
d

W
ei

gh
t a

fte
r

Lo
ad

in
g 

(t/
m

3)

Av
er

ag
e

Co
lle

ct
io

n
Am

ou
nt

(t/
tri

p)

D
ai

ly
W

or
k

Ca
pa

ci
ty

(t/
da

y)
1

6
Tr

ai
le

r+
Tr

ac
to

r
8

75
4

1
10

0%
0.

90
0.

86
35

%
20

.3
64

9.
6

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 y

ea
r 2

02
0

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

Ve
hi

cl
e 

Ty
pe

In
 ta

rg
et

 2
02

2y
ea

r

資料-6-1-6



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料-6-2 事業進捗報告書（Project Monitoring 
Report）の初版 

 

 

 

 

 

 
 



 



G/A NO. XXXXXXX 
PMR prepared on December 2020 

1 
 

Project Monitoring Report 
on 

The Project for Improvement of Solid Waste Management Equipment for 
Clean Cities in Sudan 

Grant Agreement No. XXXXXXX 
2020, December 

 
 
Organizational Information 
 

Signer of the G/A 
(Recipient) 

 
     
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts          Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:      

Executing Agency 

 
     
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts         Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:       

Line Ministry  

 
     
Person in Charge (Designation)      
                      
Contacts         Address:      
   Phone/FAX:      
   Email:       

 
 
General Information:  
 

Project Title The Project for Improvement of Solid Waste Management Equipment 
for Clean Cities in Sudan 

E/N Signed date: 
Duration: 

G/A Signed date: 
Duration: 

Source of Finance Government of Japan: Not exceeding JPY         mil. 
Government of (          ):                  
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1:  Project Description 
 
1-1 Project Objective 
 
To ensure that the target four states (Khartoum, Red Sea and North Kordofan) provide solid waste 
management services to states for sound environment and healthy life. 

 
1-2 Project Rationale 

- Higher-level objectives to which the project contributes (national/regional/sectoral policies 
and strategies) 

- Situation of the target groups to which the project addresses 
 
Required vehicles, containers and equipment for the above objective are provided to Khartoum, Red 
Sea and North Kordofan states. 

 
1-3 Indicators for measurement of “Effectiveness” 
 
Quantitative indicators to measure the attainment of project objectives 

Indicators Original (Yr 2018) Target (Yr 2024) 
Amount of Waste Collection by the 
cities (ton/day)   

Port Sudan, Red Sea State 99 269
Suakin, Red Sea State 6 26
Sheikan, North Kordofan State 61 290
Um-rawaba, North Kordofan State 23 41
 
Amount of wastes transported by the 
city (ton/day) 
Khartoum 4,567 6,555
Qualitative indicators to measure the attainment of project objectives 

1) Improvement of public service for solid waste management 
2) Improvement of urban sanitary condition through proper solid waste management 
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2:  Details of the Project 
 
2-1 Location 

Components 
 

Original 
(proposed in the outline design) 

Actual 
 

Waste Collection Equipment 

C
om

po
ne

nt
  

Eq
ui

pm
en

t N
o.

 

Equipment 

To
ta

l Q
ua

nt
ity

 

Breakdown of Quantity 

R
ed

 
Se

a 
St

at
e 

Po
rt 

Su
da

n 

R
ed

 S
ea

 S
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te
 S

ua
ki

n 

N
or

th
 

K
or
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St
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Sh
ei
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n 

N
or

th
 

K
or

do
fa

n 
St

at
e 

U
m
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aw

ab
a 

1-1 Compactor 
Truck 12m3 

44 15 2 23 4 

1-2 

Container 
Carrier Lifting 
Type (include 
Container 8m3 
x 2 Units) 

17 9 1 6 1 

Each equipment shall include spare parts. 

 

Equipment of Transfer 

C
om

po
ne

nt
  

Eq
ui

pm
en

t N
o.

 

Equipment Total 
Quantity

Breakdown of 
Quantity 

Khartoum State 

2-1 Transfer Vehicle 
Tractor Head 

20 20 

2-2 
Transfer Vehicle 
Container Trailer 
75m3 (Open Type) 

20 20 

Each equipment shall include spare parts. 
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Components 
 

Original 
(proposed in the outline design) 

Actual 
 

Equipment for Landfilling 
C
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nt
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Equipment 

To
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l Q
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ity

 

Breakdown of Quantity 

R
ed
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R
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3-1 Bulldozer (21 
ton) 

2 1 - 1 - 

3-2 
Excavator 
(0.8m3 
Bucket) 

1 1 - - - 

3-3 
Wheel Loader 
(2.0m3 
Bucket) 

2 - 1 - 1 

3-4 
Wheel Loader 
(3.0m3 
Bucket) 

1 - - 1 - 

3-5 Dump truck 
(9m3) 

2 1 - 1 - 

Each equipment shall include spare parts. 

 

Maintenance Tool: 

C
om

po
ne

nt
  

Eq
ui
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en

t N
o.

 

Equipment 

To
ta

l Q
ua

nt
ity

 

Breakdown of Quantity 

R
ed

 
Se

a 
St
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e 

Po
rt 

Su
da

n 

R
ed

 S
ea

 S
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te
 S
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n 

N
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th
 

K
or
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n 
St
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e 
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To the Target Four Cities 
Soft Component 
The purpose of the soft component of this Project is to secure 
the sustainability of the Project through the improvement of 
the waste management skills of each city, 

a. Technical training on preventive maintenance 
b. Technical training on equipment maintenance 
c. Technical training on spare parts management 
d. Technical training on Operational (Occupational) Safety 

and Health (OSH) 
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2-2 Scope of the work 
 
Refer to Table 2-1. 
 
Reasons for modification of scope (if any). 
(PMR) 
 

 
2-3 Implementation Schedule 

Items 
Original 

Actual (proposed in the outline 
design) 

(at the time of signing 
the Grant Agreement) 

 Consulting service 
agreement 

3/2021   

 Field survey / 
detailed design 

3/2021 ~ 5/2021   

 Bidding 7/2021   
 Manufacturing, 

transportation and 
inspection of the 
equipment 

8/2021 ~ 9/2022 

  

 Taking-over 9/2022   
 Soft-component 10/2022 ~ 11/2022   

 
Reasons for any changes of the schedule, and their effects on the project (if any) 
The schedule was changed due to COVID-19 calamity in the world. 
 

 
2-4 Obligations by the Recipient 

2-4-1 Progress of Specific Obligations 
See Attachment 2. 

 
2-4-2 Activities 

 See Attachment 3. 
 

2-4-3 Report on RD 
 See Attachment 11. 
 
2-5 Project Cost  
 

2-5-1 Cost borne by the Grant (Confidential until the Bidding) 
 

Components Cost 
(Million Yen) 

 Original 
(proposed in the outline design) 

Actual 
(in case of any  
modification) 

Original1),2) 

(proposed in the 
outline design) 

Actual 

1 Procurement    
2 Soft component    
3 Detailed design / Procurement 

supervision 
   

Total   
Note:  1) Date of estimation: February, 2020 

2) Exchange rate: 1 US Dollar = 110.17Yen 
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2-5-2 Cost borne by the Recipient 
 

Components Cost 
(1,000 Taka) 

 Original 
(proposed in the outline design) 

Actual 
(in case of any  
modification) 

Original1),2) 

(proposed in the 
outline design) 

Actual 

1 Bank Commissions (To open bank 
account (B/A),  
To issue authorization to pay (A/P)) 

 11.600 USD  

Total 11.600 USD 
(Approx. 

1,278,000 JPY) 

 

Note:  1) Date of estimation: February, 2020 
2) Exchange rate: 1 US Dollar = 110.17Yen 

 
Reasons for the remarkable gaps between the original and actual cost, and the countermeasures (if any) 
(PMR) 
 
 

 
2-6 Executing Agency 

- Organization’s role, financial position, capacity, cost recovery etc, 
- Organization Chart including the unit in charge of the implementation and number of 

employees. 
Original (at the time of outline design) 
name: Higher Council for Environment and Natural Resources (HCENR) 
role: Responsible and executing organization 
financial situation: See Attachment 13 
institutional and organizational arrangement (organogram): See Attachment 12 
human resources (number and ability of staff): See Attachment 12 
 
Actual (PMR) 
 
 
 

 
2-7 Environmental and Social Impacts 
- The results of environmental monitoring based on Attachment 5 (in accordance with Schedule 4 of the 
Grant Agreement). 
 - The results of social monitoring based on in Attachment 5 (in accordance with Schedule 4 of the Grant 
Agreement). 
 - Disclosed information related to results of environmental and social monitoring to local stakeholders 
(whenever applicable). 
 
Original (at the time of outline design) 
This project is classified into Category C for the following reasons (Japan International Cooperation 
Agency Environmental and Social Consideration Guidelines (issued in April 2010)). The components 
that is planned in this project are collection vehicles, relay transportation vehicles, and heavy 
equipment in the disposal sites, and the adverse environmental and social impacts by these equipment 
are not expected, and it is not necessary to obtain a permission for environmental and social 
considerations.  
Actual (PMR) 
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3: Operation and Maintenance (O&M)  
 
3-1 Physical Arrangement 

- Plan for O&M (number and skills of the staff in the responsible division or section, availability 
of manuals and guidelines, availability of spare parts, etc.) 
 

Original (at the time of outline design) 
The existing services are operated with the skills and manpower of the four target cities and the 
soft-component will support and strengthen the O&M system: 
a. Technical training on preventive maintenance 
b. Technical training on equipment maintenance 
c. Technical training on spare parts management 
d. Technical training on Operational (Occupational) Safety and Health (OSH) 
Actual (PMR) 
 
 
 
3-2 Budgetary Arrangement 

- Required O&M cost and actual budget allocation for O&M  
 
Original (at the time of outline design) 
See Attachment 
 
Actual (PMR) 
 
 
 

4: Potential Risks and Mitigation Measures 
 

- Potential risks which may affect the project implementation, attainment of objectives, 
sustainability 

- Mitigation measures corresponding to the potential risks 
 
Assessment of Potential Risks (at the time of outline design) 

Potential Risks Assessment 
1. Inflation and exchange rate Probability: Low 

Impact: Low 
Analysis of Probability and Impact: 
Risk of inflation and exchange rate will be low considering 
recent stability, however the risk will not be avoided. 
Mitigation Measures: 
Use of Contingencies 
Action required during the implementation stage: 
Application of contingency with reason and evidence. 
Contingency Plan (if applicable): 
Contingency is included in the project. 

2. Delay of Procedure Related to Tax (i.e. 
Tax Exemption) 

Probability: Moderate 
Impact: Moderate 
Analysis of Probability and Impact: 
Sudan side may take time for proceeding procedures of tax 
exemption. 
Mitigation Measures: 
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Potential Risks Assessment 
Approval to the application of import of the equipment will 

be submitted as soon as possible just after necessary 
specifications are decided. Support of cooperation of 
relevant organization will be expected including JICA. 
Action required during the implementation stage: 
Same as above 
Contingency Plan (if applicable): 
The Consultant and Supplier will check causes of the delay 
as soon as possible based on the procedure of tax exemption.

3. Influence of COVID-19 Calamity Probability: High 
Impact: High 
Analysis of Probability and Impact: 
 Sudan side may continue to prohibit entry from other 
countries due to COVID-19 calamity.   
Mitigation Measures: 

Having close communication with HCENR, the target four 
cities, JICA and the embassy of Japan in Sudan. 
Action required during the implementation stage: 

Same as above 
Contingency Plan (if applicable): 
 Same as above 

Actual Situation and Countermeasures 
(PMR) 
 
 
 
 

5:  Evaluation and Monitoring Plan (after the work completion) 
 
5-1 Overall evaluation 
 
Please describe your overall evaluation on the project. 
 
 

 
5-2 Lessons Learnt and Recommendations 
Please raise any lessons learned from the project experience, which might be valuable for the future 
assistance or similar type of projects, as well as any recommendations, which might be beneficial for better 
realization of the project effect, impact and assurance of sustainability.  
 
 
 

 
5-3 Monitoring Plan of the Indicators for Post-Evaluation 
Please describe monitoring methods, section(s)/department(s) in charge of monitoring, frequency, the 
term to monitor the indicators stipulated in 1-3. 
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Attachment 
 
1． Project Location Map 
2． Specific obligations of the Recipient which will not be funded with the Grant 
3． Monthly Report submitted by the Consultant 

Appendix - Photocopy of Contractor’s Progress Report (if any) 
- Consultant Member List 
- Contractor’s Main Staff List 

4． Check list for the Contract (including Record of Amendment of the Contract/Agreement and Schedule 
of Payment) 

5． Environmental Monitoring Form / Social Monitoring Form 
6． Monitoring sheet on price of specified materials (Quarterly) 
7． Report on Proportion of Procurement (Recipient Country, Japan and Third Countries) (PMR 

(final )only) 
8． Pictures (by JPEG style by CD-R) (PMR (final)only) 
9． Equipment List (PMR (final )only) 
10. Drawing (PMR (final )only) 
11. Report on RD (After project) 
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Project Location Map 
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Specific obligations of the Government of Sudan which will not be funded by the Grant 
 

Before the Tender 

NO Items Deadline In charge 
Estimated 

Cost 
1 To open bank account (B/A) within 1 month 

after the signing 
of the G/A  

HCENR / 
MoFEP 

54 USD 

2 To issue Authorization to pay (A/P) to a bank in Japan (the Agent Bank) for the 
payment to the consultant 

within 1 month 
after the signing 
of the contract(s) 

HCENR / 
MoFEP 

36 USD 

3 To secure and clear the following lands  
1) storage space for equipment to be procured 

before notice of 
the bidding 
document(s) 

HCENR / 
SCCs 

 

4 To submit Project Monitoring Report (with the result of Detail Design) before 
preparation of 
bidding 
document(s) 

HCENR / 
SCCs 

 

 
During the Project Implementation 

NO Items Deadline In charge 
Estimated 

Cost 
1 To issue A/P to a bank in Japan (the Agent Bank) for the payment to the 

Supplier(s) 
within 1 month 
after the signing  
of the  
contract(s) 

HCENR/ 
MoFEP 

as necessary

2 To bear the following commissions to a bank in Japan for the banking services 
based upon the B/A 

  
 

 

1) Advising commission of A/P within 1 month 
after the signing 
of the contract(s) 

HCENR/ 
MoFEP 

 

2) Payment commission for A/P every payment HCENR/ 
MoFEP 

 

3 To ensure prompt customs clearance and to assist the Supplier(s) with internal 
transportation in the country of the Recipient 

during the 
Project 

HCENR/ 
MoFEP 

 

4 To accord Japanese physical persons and/or physical persons of third countries 
whose services may be required in connection with the supply of the products 
and the services such facilities as may be necessary for their entry into the 
country of the Recipient and stay therein for the performance of their work 

during the 
Project 

HCENR/ 
MoFEP 

 

5 To ensure that customs duties, internal taxes and other fiscal levies which may 
be imposed in the country of the Recipient with respect to the purchase of the 
products and/or the services be exempted. 

during the 
Project 

HCENR/ 
MoFEP  

6 To bear all the expenses, other than those covered by the Grant, necessary for 
the implementation of the Project 

during the 
Project 

HCENR 
 

7 To submit the Project Monitoring Report and the Project Completion Report to 
JICA  

during the 
Project 

HCENR / 
SCCs 
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After the Project 

NO Items Deadline In charge 
Estimated 

Cost 
1 To maintain and use properly and effectively the equipment provided under the 

Grant 
1) Allocation of maintenance cost 
2) Operation and maintenance structure 
3) Routine check/Periodic inspection 

After completion 
of the Project 

HCENR/ 
SCCs 

81 million 
SDG / year

2 To submit the Project Monitoring Report to JICA  within 3 years 
after the Project 

HCENR/ 
SCCs 

 

 
Other obligations of the Government of Sudan funded with the Grant  

NO Items Deadline 

Amount 
(Million 
Japanese 

Yen)* 

1 To provide equipment 
1） To conduct the following transportation 
a) Marin transportation of the products from Japan to the country of 

the Recipient 
b) Internal transportation from the port of disembarkation to the 

project site  

  

2 To implement detailed design, bidding support and procurement 
supervision (Consulting Service) 

 Total    
* The Amount is provisional. This is subject to the approval of the Government of Japan. 
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Attachment 3 
 

Monthly Report submitted by the Consultant 
 
 
 

Attachment 4 
 

Check list for the Contract  
(including Record of Amendment of the Contract/Agreement and Schedule of Payment) 
 
 
 

Attachment 5 
 

Environmental Monitoring Form / Social Monitoring Form 
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Organization of HCENR and the Four Target Cities 
 
1. National Council for Environment (NCE) 
The Ministry of the Environment, Natural Resources and Physical Development (MENRPD) had 

been reorganized into the National Council for Environment (NCE) in October 2018. In May 2020, 

the Higher Council for Environment and Natural Resources (HCENR) was established in May 2020 

by integrating the NCE, the National Council for Desertification and the National council of 

Bio-safety. As of August 2020, role and responsibility of the HCENR is confirmed the same as the 

NCE. 

The organization of NCE is shown in the following figure. The main counterpart is Solid Waste 

Management under General Administration for Environmental Affairs. 

 
Note: Counterpart in charge of the Project is highlighted in grey. 
Source: JICA Survey Team based on the information provided by NCE 

Figure 1  Organiation Chart of National Council for Environment (NCE) 
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2. Red Sea Cleaning Corporation (RSCC) 
The Red Sea Cleaning Corporation (RSCC) was established in 2011 earliest in Sudan. RSCC is 

officially responsible for solid waste management of all 10 Localities in Red Sea State, but actually 

is implementing the service for only Port Sudan and Suakin Localities, collecting waste of housing, 

markets and public facilities. Other Localities are providing the services by themselves. 

RSCC is the organization of the State directly under the Mayor. The organization chart is shown as 

follows. 

 

Note: Counterpart in charge of the Project is highlighted in grey. 
Source: JICA Survey Team based on the information provided by RCC 

Figure 2  Organization Chart of Red Sea Cleaninng Corporation (RSCC) 
 

3. North Kordofan Cleaning Corporation (NKCC) 
North Kordofan Cleaning Corporation (NKCC) has been established on April 2018 and transfer of 

the Waste management system from the State has not been completed yet. The transfer of the 

services was done for only Sheikan and Um-rawaba Localities. 

NKCC is independent organization in the State. The Board of Directors with the chairman of the 

Mayer and the vice-chairman of the Minister of Health in the state is the higher organization. This 

organizational chart doesn’t include Landfill site management department, but the addition of this 

department has been approved by the board of directors, and the organizational structure and 

personnel will be improved. 
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Note: Counterpart in charge of the Project is highlighted in Yellow. 
Source: JICA Survey Team based on the information provided by NKCC 

Figure 3  Proposed Organization Chart of North Kordofan Cleaning Corporation 
(NKCC) 

 

4. Khartoum Cleaning Corporation (KCC)  
Khartoum Cleaning Corporation (KCC) has started the service for transportation and landfill from 

2015 and is managing the collection service. 

Governor
office

General Secretariat

Ministry of 
finance

Higher Council for 
Environment, Urban and 

Rural promotion 

Ministry of physical 
planning and 
infrastructure

Ministry of 
Human resources 

Development 

Ministry of 
Social Affaires 

Ministry of 
Education 

Ministry of 
local 

Governance  

KCC  
Source: NCE and JICA Survey Team 

Figure 4  Organization of Khartoum State 
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5

Each department has 1 director

Drivers are included.
Plus 2 secretary

Number Plus 2 secretary and 1 driver Total number of staff
of Staff 13 4 52 17 95 6 400

16 working for the central workshop

32 working for the transferstations and mobile workshops
Under the workshops unit

Legal
Advisor

General
Manager

Internal
Auditor

Deputy
General
Manager Executive

office

208

Dept. of Operation
Dept. of Medical

Waste
Dept. of Project

1. Awareness (2)
2. Information (2)
3.Partnership (1)
4.M&E (follow-up)

(1)
5.Call center (6)

1.Strategic
Planning (0)

2.Training (0)
3.Reserch (0)
4.International

Relation (0)
5.Information
Center (3)

1. Records (2)
2.Workshops (48)

3. Tracking system
(1)

1.Finance (3)
2.Personnel Affairs (2)
3. Accouting and fee

collection (4)
4. Supply (2)

5. Investment (1)
6. Development (1)

1. Landfills (65)
2. Transfer Station

(135)
3. M&E (6)

4.Hazardus Waste
and Disposal (5)

1. Logistics (1)
2.Finance (25)

3.Operation (68)

1. Project (3)
2. Construction

(1)
3. Reserch (1)

Dept. of Cleaning
Promotion and

Information

Dept. of Planning,
Training and

Research

Dept. of Technical
Affairs

Dept. of Administration,

Finance, Investment and

Development

 
Source: NCE and JICA Survey Team 

Figure 5  Organization of Khartoum Cleaning Corporation (KCC) 
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Finance Condition and O&M Cost of the Four Target Cities 

 
1. Finance Condition 
Amount of budget of the implementation agencies from 2017 to 2019 is shown below. 

Unit: SDG 

 2017 2018 2019 

NCE 710,000 390,000 -

KCC 17,967,926 27,879,268 -

NKCC - - 10,927,000

RSCC 10,169,257 14,764,386 -
Source: JICA Survey Team 

 
 
 
2. Operation and Maintenance Cost for Solid Waste Management 

The estimated operation and maintenance costs in 2022, including waste collection, transfer and 

landfilling, in total are shown in Table 1. The operation and maintenance costs in 2022 in each state 

and locality will increase significantly compared to 2018. The amount of the increase will be 

covered by the subsidy from the state government. 

Table 1  Operation and Maintenance Cost for Solid Waste Management Expected in 
2022 in Each State and Locality 

Unit: SDG/Year 

State/ 
Locality Item 

2018 year 
Operation and 

Maintenance Cost
(Actual) 

2022 year 
Operation and 

Maintenance Cost 
(Addition) 

2022 year 
Operation and 

Maintenance Cost 
(Total) 

KCC 
(Khartoum 

State) 

Salary for drivers and 
cleaners 4,979,377 720,000 5,699,377 

Fuel cost for trailer 
transfer vehicles 7,895,185 1,657,152 9,552,337 

Fuel cost for other 3,872,163 0 3,872,163 
Maintenance cost for 
trailer transfer vehicles 
and heavy equipment 

4,285,162 2,932,800 7,217,962 

Maintenance cost for 
collection vehicles 6,561,898 0 6,561,898 

Other 66,735 0 66,735 
Total 27,660,520 5,309,952 32,970,472 

RSCC 
(Port Sudan 

Locality, Red 
Sea State) 

Salary for drivers, 
cleaners and operators 
working at landfill site 

2,107,664 1,332,000 3,439,664 

Fuel cost for collection 
vehicles and heavy 
equipment 

6,711,466 2,313,216 9,024,682 

Maintenance cost for 
collection vehicles and 
heavy equipment 

6,295,468 2,573,765 8,869,233 

Total 15,114,598 6,218,981 21,333,579 
RSCC 

(Suakin 
Salary for drivers, 
cleaners and operators 190,603 192,000 382,603 

資料-6-2-21



Attachment 13 
 

 A10  
 

State/ 
Locality Item 

2018 year 
Operation and 

Maintenance Cost
(Actual) 

2022 year 
Operation and 

Maintenance Cost 
(Addition) 

2022 year 
Operation and 

Maintenance Cost 
(Total) 

Locality, Red 
Sea State) 

working at landfill site 
Fuel cost for collection 
vehicles and heavy 
equipment 

33,143 317,664 350,807 

Maintenance cost for 
collection vehicles and 
heavy equipment 

30,992 381,676 412,668 

Total 254,738 891,340 1,146,078 

NKCC 
(Sheikan 

Locality, North 
Kordofan State) 

Salary for drivers, 
cleaners and operators 
working at landfill site 

6,206,600 1,704,000 7,910,600 

Fuel cost for collection 
vehicles and heavy 
equipment 

1,220,000 3,031,315 4,251,315 

Maintenance cost for 
collection vehicles and 
heavy equipment 

3,851,600 3,072,831 6,924,431 

Total 11,278,200 7,808,146 19,086,346 

NKCC 
(Um-rawaba 

Locality, North 
Kordofan State) 

Salary for drivers, 
cleaners and operators 
working at landfill site 

2,508,000 312,000 2,820,000 

Fuel cost for collection 
vehicles and heavy 
equipment 

1,548,288 538,618 2,086,906 

Maintenance cost for 
collection vehicles and 
heavy equipment 

1,043,712 549,942 1,593,654 

Total 5,100,000 1,400,559 6,500,559 

Source: JICA Survey Team 
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